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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　部下がハンドルを握にぎる黒のクラウンに乗ったまま、現在は一いつ般ぱん車両の交通規制をおこなっている細い通りへ入ったところで、秋あき森もり佳よし彰あきは後部座席から目をこらした。

　強きよう烈れつな夏の陽ひ射ざしに照らされ、陽炎かげろうがゆらめいている道の数十メートル先で、赤色回転灯を点灯させたパトカーや捜そう査さ車両が複数台、道路端ばたに停とまっている。だが、野や次じ馬うまの整理をしている何名かの制服警官以外、警察関係者の姿は見えない。ほかの者は皆みな、規制線の張られた石階段の向こうにいるのだろう。

　秋森がこの春、署長として着任した赤坂中央署では、先週から警視庁捜査一課と共同の捜査本部が立っている。管内の民家で、独り暮らしの男性会社員が殺害される事件が起きたのだ。目もく撃げき証言から複数人の犯行と考えられ、周辺の防犯カメラの映像解かい析せきによって、昨日、在あり田た弘ひろしという二十三歳のフリーターを被ひ疑ぎ者しやのひとりと特定した。

　在田は署の管内にあるアパートで、母親と妹と共に暮らしており、半年ほど前、妹を振ふって悲しませた元恋こい人びとの男と路上で派手な言い争いを起こしていた。事件にはならなかったものの、通報を受け、対応に当たった交番勤務の巡じゆん査さが、在田のことを覚えていたのだ。

　母親と妹の話では、在田は一昨日おとといから帰宅しておらず、連れん絡らくが取れない、とのことだった。アルバイト先も無断欠けつ勤きんしているらしく、行方ゆくえを追っていたが、つい二十分ほど前、被ひ害がい者しやの知人宅へ聞き込みに行く途と中ちゆうだった捜査一課のふたりの刑けい事じが偶ぐう然ぜん、在田を発見した。しかし、身み柄がらの確保に失敗して、逃とう走そうされてしまい、しかも、ひとりは刺さされて負傷したという。

「署長、あの自じ販はん機きの手前に停めますので」

　お願いします、と返そうとした言葉を、秋森は思わず吞のみこむ。部下が選んだ駐ちゆう車しや場所で、うすぼんやりと透すけた人ひと影かげがふらふらと揺ゆれているのに気づいたのだ。

「──いえ。もう少し先に、確か、コインパーキングがあったはずです。停めるのは、そこにしてください。こんな狭せまい道にこの車を横づけしては、あとから来る方たちの迷めい惑わくになります」

　ああした類たぐいのものを目にするのは、久しぶりだ。

　秋森は声に動どう揺ようを滲にじませないよう、ことさら淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「しかし、通れない幅はばではありませんし、署長がそんなことをお気になさらなくてもよろしいのでは……」

「管内で発生した事件とは言え、犯人は捜査本部が追っている被ひ疑ぎ者しやです。と言うことは、私がこの件の捜査指揮に関かかわることはまずないでしょうから、私は厳密には部外者です。捜査活動の邪じや魔まになることは極力したくありませんので、駐車場へ行ってください」

　まさか、幽ゆう霊れいがいるからあそこに駐車したくない、などと本当のことを口にできるはずもなく、秋森は自分でもかなり苦しいと感じる屁へ理り屈くつをこねた。

　部下は「はあ」と頷うなずき、駐車場へ進路を変へん更こうする。一いつ瞬しゆん、バックミラー越ごしに「だったら、こんなところで寄り道をせず、まっすぐ署へ帰るのが一番邪魔にならないんじゃないでしょうか」と言いたげな視線を感じたが、秋森は気づかない振りをした。

　駐車場に静かに停車した車を降りると、肌はだを炙あぶるぎらついた陽射しと共に蟬せみの大合唱が頭上から降ってきた。まだ梅雨つゆが明けたばかりだが、今日は記録的な猛もう暑しよ日らしく、虹こう彩さいと鼓こ膜まくに突つき刺さる眩まぶしさやうるささは格別だ。

　ネクタイを思わずゆるめたくなった衝しよう動どうを、秋森は浅く息を吸ってどうにか抑おさえこむ。

　秋森は、来月の八月十日に二十八歳になる。真夏の生まれなのに夏はどうにも苦手で、この時期になるといつも北極へ引っ越こしたくなる。早く涼すずしくなれ、寒くなれ、雪よ降れ、と強く念じながら、秋森は照り返しのきつい道を早足で歩き、制服警官が敬礼のあとに素す早ばやく持ち上げてくれたテープをくぐる。

　青葉を扇おうぎのように広げた背の高いシュロの木がにょっきりと両りよう脇わきに並び立つ階段では、捜査員や鑑かん識しき課員らが忙せわしなく行き交かっていた。臨場した秋森に、数名がぱらぱらとぎこちない愛あい想そ笑いや敬礼を向けてきた。だが、大半の者は、秋森には目もくれない。受け持ちの仕事に集中しているからと言うより、毎回こうなので、もしかしなくても故意だ。「お飾かざりのキャリア署長サマに現場をうろちょろされては、迷惑だ」という意思表示なのだろう。実際、秋森が着任した当初、署内の廊ろう下かでそうぼやいていた刑事もいた。

　もちろん、あまりいい気はしないけれど、それを無礼だと憤いきどおるほど、秋森は警察官かん僚りようである自分の立場に自うぬ惚ぼれてはいない。

　秋森はこれまで、主に警察庁の警備局内の課を転々としていた。この六年で、霞かすみヶが関せきの若手官僚としての事務処理能力はそこそこ鍛きたえられたと自負してはいても、現場は入庁直後の研修でしか知らない。そんな、現場経験などほとんどない若造がいきなり指揮監かん督とく者の顔をして署長の椅い子すに座ったところで、歓かん迎げいされるはずもないのは当然だ。

　しかも、秋森は、見た目からして、親しみやすさとはほど遠い。

　双そう眸ぼうの濡ぬれたような漆しつ黒こくと肌の白さとのコントラストが強烈な、母親譲ゆずりの端たん整せいな顔の表情が乏とぼしいためだ。雰ふん囲い気きが無機質なのは、喜き怒ど哀あい楽らくを感じないからでも、気取ってそうしているからでもない。秋森は裁判官の父親を尊敬し、その言動を真似まねながら育った。だから、いつの間にか、家族やごく少数の親しい友人以外の前では、ポーカーフェイスが素すの顔になってしまっていたのだ。

　朝稽げい古こや朝礼、膨ぼう大だいな数の書類仕事、地域ボランティアとおこなう交通安全キャンペーンや、様々な会議・会合への出席といった日々の職務を、ほとんど同じ無表情で淡々とこなす秋森は、署内では「マネキン署長」と呼ばれて不気味がられている。

　署員が自分にどんな綽あだ名なをつけようとべつにかまわないが、秋森はこの署での任期を、本物のマネキンで終えるつもりは毛頭ない。

　着任して四ヵ月。周囲は同じキャリアや上役ばかりだった警察庁とは激変した環かん境きようにも、ようやく慣れた今、自分がなすべきことは、できるだけ迅じん速そくに経験を積み重ね、署長の地位にふさわしく成長することだと考えている。だから、どれだけ煙けむたがられようと、規模の大小に関わりなく、事件・事故が発生すれば可能な限り現場に赴おもむき、自身の目で状じよう況きようの確かく認にんをしていた。

　署の刑事課の主任がもう到とう着ちやくしているはずなので、負傷した捜査員の容体も含ふくめ、詳くわしい報告を聞きたくてその姿を探しながら歩いていると、ふいに背後から呼びかけられた。

「秋森署長」

　──男のくせに独特な色いろ香かを帯びた、ビロードのようになめらかでやわらかい声こわ音ね。

　内心で眉まゆをひそめつつ、秋森は無表情で振り返る。

　腰こしの位置がやたらと高い日本人離ばなれした長身を、仕立てのよさが一目でわかるダークブルーのスーツに包んだ桐きりヶが谷や清きよ貴たかが、悠ゆう然ぜんとした足取りで近寄ってくる。

　意思の強さと怜れい悧りさを宿した目もとに、高く通った鼻び梁りよう。彫ほりの深いその顔立ちは理知的で貴公子然としているが、官能的な流線を描えがく唇くちびるのせいで、全体の雰囲気はとても優美で甘い。

　性別や年ねん齢れいに関係なく、目にした者すべてを魅み了りようする品のある美び貌ぼうと、二十八歳という年齢。それらが相あい俟まって、「捜そう一いち管理官」の腕わん章しようをつけていても、臨場した捜査指揮官と言うより、スポットライトを浴びて舞ぶ台たいを歩くモデルにしか見えない。

　そんな桐ヶ谷に、周囲にいた捜査一課の刑事たちはもちろん、署の捜査員たちまでもが次々に「お疲つかれ様です、管理官」と丁てい寧ねいな会え釈しやくをする。桐ヶ谷も笑え顔がおで「ご苦労様です」とひとりひとりに気さくな挨あい拶さつを返し、秋森の隣となりに立つ。

「早いですね、署長」

　自分が本庁から引きつれてきた一課の刑事が、被疑者を取り逃にがすという大失態を犯おかしたにもかかわらず、緊きん迫ぱく感かんのない爽さわやかな笑顔を向けられ、秋森は思わず眉み間けんに皺しわを寄せた。

　自分に対するそれとはまったく違ちがう、捜査員たちの対応を見せつけられたようで、苦々しい思いに駆かられていただけに、桐ヶ谷への嫌けん悪お感かんがいや増した。

「振しん興こう組合の会合から帰ってくる途中で、被疑者を取り逃がしたと連絡を受けたので、そのまま直行しました」

　素っ気なく返した秋森に、桐ヶ谷は「そうですか」と双眸を細め、ふいに口調を崩くずした。

「振興組合って、何の？」

「赤坂商店街の、です」

「商店街の会合へ行って、何するんだ？」

「防犯対策へのアドバイスや、意見交こう換かんをしたりして、地域住民との親交を深めます」

　警視庁の管内で重大事件が発生し、所しよ轄かつ署しよに警視庁と共同の捜査本部が立った場合、警視庁の刑事部長が捜査本部長に、そして捜査一課の課長と所轄署の署長の二名が副本部長に任命されるのが通例だ。もっとも、本部長も副本部長も名目的な存在に過ぎず、実際に捜査の指揮を執とるのは捜査一課から派は遣けんされてきた管理官だ。

　つまり、所轄署は警視庁の指示を受ける立場であるため、副本部長を務める署長でも、管理官には多少の遠えん慮りよを覚えるものだ。しかし、そうした警察組織内の微び妙みような力学は、警察庁の同期で、出身大学の学部も同じ桐ヶ谷と秋森との間では働いていない。

　警察庁に限ったことではなく、官僚はある時期までは同期の全員が横並びに昇しよう進しんしていくものだ。入庁六年目で、階級は共に警視という段階では、出向した先がどこであろうと、それはあまり意味のない違いで、そこに立場の優ゆう劣れつはまだ存在していない。

　だから、桐ヶ谷と秋森の、互たがいへの態度の差異は、相手への見下しや萎い縮しゆくなどによるものではない。単に、かつて自分を裏切った桐ヶ谷を、秋森が嫌きらっていることが原因だ。

　なのに、桐ヶ谷は学生時代の悪行などすっかり忘れた顔で、秋森に馴なれ馴なれしく接してくる。そのせいで、いつもやり取りがちぐはぐなものになってしまうのだ。

「そんなつんつん澄すました無表情じゃ、親交は深められないんじゃないのか？」

「ご心配いただかなくても、結構です。管理官には、関係のないことです」

「何で、お前はそういつもつれないんだよ？」

　桐ヶ谷が淡あわく苦く笑しようして、冗じよう談だんめいた軽い口調の言葉を続ける。

「そんな無愛想面づらじゃ、せっかくの絶世の美女の魅み力りよくが半減以下だし、署員の間でも怖こわがられてるぞ、お前。無表情な美人はマネキンみたいで、おっかない、って」　>>>♥

　秋森にとって、桐ヶ谷はできれば二度と口をききたくない相手だ。しかし、何の因果か同じ警察官僚となってから、学生時代にしていたような無視をするわけにもいかなくなった。久しぶりの再会となった今回の捜そう査さ本部でも、善人の皮をかぶった桐ヶ谷の白々しい朗ほがらかさを目にするたび、募つのる吐はき気をどうにかこらえ、表面的な礼節だけは保ってきた。

　けれども、気にしていることを知っているはずの容姿を揶揄からかわれたあげく、このところの本気の悩なやみになりつつある署員との関係を茶ちや化かされて、もう我が慢まんができなくなった。

　暑さへの苛いら立だちも手伝い、秋森は眉間に刻んだ皺をぎゅっと深くする。

「大きなお世話だ。大体、お前こそ、そのへらへらした顔と態度を何とかしたらどうだ？　指揮官のお前に締しまりがないから、捜査員にも心のゆるみたるみが伝でん染せんして、在田を逃がしたあげく、刺さされるなんてあり得ないヘマをしでかすんだろうが」

　ひそめた声を尖とがらせると、桐ヶ谷がゆっくりと一度、またたいた。

「それは、この件がどういう状況下で起きたことなのかを知った上での糾きゆう弾だんか？」

　桐ヶ谷の双眸からやわらかな色が一いつ瞬しゆんでそげ落ち、秋森はその迫はく力りよくに気け圧おされて息を吞のむ。

「……いや。逃がしたということしか聞いてない」

「在田は捜査員の尾び行こうに気づいて、たまたま近くにいた通行人を所持していたナイフで脅おどして人ひと質じちにし、逃とう走そうを図はかろうとした。だが、その人質がパニックになって暴れ出し、動どう揺ようした在田が人質を刺そうとした。それをかばって、捜査員は負傷した」

　要よう請せいした応おう援えんがまだ誰だれも到着しておらず、逆上した在田と対たい峙じしていたふたりの刑けい事じは、人質を無事に救出するだけで精せい一いつ杯ぱいだったという。

「被疑者を取り逃がしたのは、確かに失態だ。だが、いい加減な捜査をしていたから、逃げられたわけでも、刺されたわけでもない。適当な気持ちで捜査本部ホンブに参加している者は、ひとりもいない。お前も毎日、会議に出てるんだから、そんなことは知ってるはずだろう」

　秋森をまっすぐに見み据すえ、桐ヶ谷は言う。

「最終的な責任は、すべて俺が取る。だから、今晩の会議で、たるんでるからだの何だのと、現場の士気を下げるようなことは言うなよ、秋森」

　先に絡からんできたのは桐ヶ谷なのに、なぜ、自分が非難されねばならないのか、とむっとした。

　自分の欲よく望ぼうを満たすためなら、誰でも平気で裏切るような男に他者への思いやりの心などあるはずがなく、「部下思い」の言動はただのパフォーマンスにすぎないことは、明白だ。

　それだけに腹立たしかったが、喉のどもとへ迫せり上がってきた応おう酬しゆうの言葉を、秋森は寸前で飲み下した。互いに声を荒あららげてはいなかったので、話の内容までは聞こえていないだろうけれど、険悪な雰囲気を察知したらしい捜査員たちの目が複数、こちらを向いているのに気づいたのだ。

「──だったら、早くこの無様な事態を収しゆう拾しゆうしろ」

　低く言って、秋森は踵きびすを返す。まるで、尻しつ尾ぽを巻いて逃げるようで不本意だったが、仕方ない。桐ヶ谷のほうも珍めずらしく真しん剣けんな表情をしていたので、あのままではきっと口論になっただろう。口に自信がないわけではないが、衆しゆう人じん環かん視しの場でみっともなくやりこめられでもすれば、ただでさえ少ない署長としての威い信しんが地に落ちてしまう。かと言って、勝てば勝ったで、今度は部下たちの反感を買うことになるのは目に見えている。

　赤坂中央署は、職員数が百名弱の中規模署だ。刑事課だけでは人員不足なので、生活安全課や地域課の面々も捜査に加わっているし、ほかの課の職員らも一丸となって、捜査本部の衣食住を支えている。

　管理官である桐ヶ谷は一日中本部に詰つめているわけではないし、夜は毎日、帰宅しているが、誰にでも気さくに声をかけるし、ほとんどの署員の名前を驚きよう異い的な速さで覚えた。桐ヶ谷のそうした二重人格的な外面のよさに、署内では誰もかれもが、まんまと騙だまされている。

　──かつて、秋森がそうであったように。だから、署長である秋森よりも、ほんの一週間前に現れた桐ヶ谷のほうが、よほど署員の人望を集めているくらいだ。

　それに、と秋森は思う。この現場で必要とされている指揮官は桐ヶ谷で、自分ではない。どんなに癪しやくでも、今は退ひくのが一番の得策だ。

　やるせない胸のざわめきを抱かかえ、秋森は駐ちゆう車しや場で待たせていた署長専用車両に乗りこんだ。







　秋森は、大学一年の春に桐ヶ谷と出会った。現げん役えきで無事、希望大学に合格して上京し、少しばかり浮うかれた気分で入るサークルを吟ぎん味みしていた最中の、ある夜のことだ。

　将来は官かん僚りようか、父親と同じ裁判官になろうとすでに決めていた秋森はその日、一番気になっていた法律勉強会の新しん歓かん花見コンパに参加してみたものの、すぐに帰りたくなった。法律系サークルでありながら、未成年の新入生に平然と飲酒を勧すすめる幹部陣じんや、「学生時代には、多少羽目を外すことも勉強のうちだ」とでも言うようなサークル全体の雰ふん囲い気きに呆あきれたのだ。

　盛り上がっている場の空気を崩ほう壊かいさせることだとわかっていても、父親譲ゆずりの正義感が騒さわぎ、「非常識だ」と非難せずにはいられなくなった。結果、違い法ほう行こう為いを防ぐことには成功したものの、数十人の鼻白んだ視線の集中砲ほう火かによって秋森は退場を余よ儀ぎなくされた。

　理り不ふ尽じんな白眼視に、傷つかなかったわけではない。融ゆう通ずうのきかない正義感が、人付き合いの邪じや魔まになることもわかっていた。

　しかし、後こう悔かいはなかったし、もうそのサークルへの興味も失っていた。

　毅き然ぜんと頭を上げて、花見会場の公園を去った秋森を追いかけてきたのが、桐ヶ谷だった。

『お前の度胸と勇気、気持ちがいいな。何て言うか、惚ほれ惚ぼれした』

　それが、初めて聞いた桐ヶ谷の声だった。ぱっと目につく華はなやかな美び貌ぼうよりも、鼓こ膜まくに溶とけこんでくるようななめらかな低音と、全身に纏まとう優ゆう雅がな雰囲気が、第一印象として脳のう裏りに焼きついた。物もの腰ごしが落ち着いていたので、上級生かと思ったが、学年も所属する科類も同じだとわかり、自己紹しよう介かいをし合ったその場でうちとけた。

　桐ヶ谷は、都内に実家があるのに、大学近くのやたらと広いマンションに住んでいた。そして、その長身に纏うのは、しなやかな身体からだの線にぴったりと沿う、けれども少しも窮きゆう屈くつそうに見えない上等な仕立ての服ばかりだった。わざわざ確かめなくても、相当、裕ゆう福ふくな家の子息であるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　一方、「学生の本分は勉強だ」と、父親からアルバイトの必要がない仕送りをもらっている秋森は貧しさとは無む縁えんだが、高級品ともまったく馴な染じみがない育ちだ。父親が、贅ぜい沢たくを嫌きらう質たちだったためだ。父親の転勤のたびに移り住んだ先は、どこもかなり古い官舎だった。おかげで、すっかりそのほうが落ち着くようになってしまったため、秋森は昭和の香かおりの濃こい木造アパートを東京での下宿先に選んだ。

　そんなふうに、育った環かん境きようは違ちがうが、弁護士志望の桐ヶ谷とは、善悪の判断基準や、読書傾けい向こう、在学中の旧司法試験合格を目標にしていることも同じだった。それに、不思議なことにラーメンや揚げものなどのＢ級グルメを愛する食事の好みまで似ており、一いつ緒しよにいるととても楽だった。気に入る法学系のサークルを探してふたりで入り、気づけば、毎日のように共に勉強し、切せつ磋さ琢たく磨まする仲となっていた桐ヶ谷のことを、秋森は親友だと思うようになっていた。

　だが、そんな感情は、ほどなく死んだ。たったの、一年あまりで。

　二年の夏休みに、秋森は桐ヶ谷と決別した。二十歳はたちの誕生日を迎むかえる前日だったので、その日の日付まで、はっきりと覚えている。

　あとから思い返してみれば、予兆はあった。二年に進級した春、秋森は、サークルで思いがけない人物と再会した。高校の、一年後こう輩はいの女子だ。

　裁判官の父親に率いられ、秋森家は約三年ごとに転居を繰くり返していた。引っ越こし先で一番馴染めたのは、高二のときに移り住んだ熊くま本もとだった。だが、大学の友人の中には熊本県人がひとりもおらず、彼女の熊本訛なまりが秋森はとても懐なつかしかった。そのため、新入生の中では、彼女と一番親しく口をきくようになった。秋森の横には、いつも大たい抵てい、桐ヶ谷がいたので、サークル内では自然と三人で固まることが多くなった。

　桐ヶ谷が突とつ然ぜん、アルバイトを始めたのは、そんなときだった。

　それまではほぼ毎日つるんでいたのに、一緒に過ごす時間がだんだん減り、夏学期が終わる頃ころになると、同じ講義とサークル以外ではほとんど顔を見ない状態になっていた。

　親と喧けん嘩かでもして、生活費をもらえなくなったというふうでもないのに、なぜそんなに長時間のアルバイトする必要があるのだろう、と最初は不思議だった。

　理由を尋たずねてみると、桐ヶ谷は「自分の稼かせいだ金で、買いたいものがあるんだよ」と答えた。何を買いたいのかは、「内ない緒しよだ」と曖あい昧まいにごまかされたので、わからなかった。

　しかし、久しぶりに桐ヶ谷と学食で昼食をとっていた七月中ちゆう旬じゆんのことだ。夏休みの予定を尋ねられた拍ひよう子しに、秋森はその答えに気づいた。──そう、勘かん違ちがいした。

『秋森。お前、試験が終わったら、どうするんだ？　何か、予定、あるのか？』

『実家へ帰って、涼すずむ』

『涼むって、熊本よりは東京こつちのほうが、まだ涼しいだろ』

『いや、親おや父じが今年、札さつ幌ぽろへ転てん勤きんしたんだよ。だから、実家は今、熊本じゃなくて札幌』

『二、三年おきに実家の場所が変わる転勤族の子供は、何かと大変そうだな』

　桐ヶ谷は笑い、「試験が終わったら、すぐ帰るのか？」と訊きいた。

　上京したての浮かれ気分が抜ぬけていなかった去年は、八月いっぱいを東京で過ごした。毎日、大学の図書館や部室で勉強に励はげみつつ、サークルの友人たちと団体で、時には桐ヶ谷とふたりで花火大会や海に出かけて、苦手な夏をそれなりに楽しんだ。

　だが、今年はもうそんなはしゃいだ気分は残っていない。それに、アルバイト漬づけの桐ヶ谷とは会えないだろうから、東京に留とどまりたい理由がなかった。夏の間は札幌の家族のもとで勉強に専念するつもりだった秋森は、「ああ」と答えた。

『八月の中旬くらいに一度、戻もどってこられないか？』

『できるけど、何で？』

『花火、観みに行かないか？』

『ふたりで？』

『いや、サークルの皆みんなと。お前は、夏らしい場所へ連れ出したら、すぐに「暑い、怠だるい、溶けて死ぬ」ってへたれるからな。救護係は多いほうがいい』

『救護係が必要なほど、へたれたりしない』

『最近、かまってやってないから、俺とふたりがいいって気持ちはわかるけどな、秋森』

　芝しば居いがかったふうに片かた眉まゆを撥はね上げ、桐ヶ谷は言った。

『文句垂たれのお前とふたりじゃ、色気がないんだよ』

『悪かったな、色気がなくて。それに俺だって、むんむんした人ごみの中をわざわざ歩くなら、隣となりは暑苦しい男より、清せい涼りよう感かんのある女がいい』

『失礼な奴やつだな。俺は暑苦しくないし、そこらの女より清涼感がある爽さわやか好青年だぞ』

『本当に爽やかな好青年は、自分のことを自分で好青年なんて言わない』

　そんな冗じよう談だんを飛ばし合いながら、花火大会へ行く約束をした。

　誘さそわれた花火大会は、秋森の誕生日と同じ日だった。

　その誕生日で、秋森は二十歳になる。二十歳の誕生日は、人生のひとつの記念日と言ってもいい特別な日だ。花火大会はほかの日にもたくさんおこなわれるのに、わざわざ自分の誕生日と重なる花火大会を指定されたことで、ふと脳裏をある夜の記き憶おくが過よぎった。

　桐ヶ谷が一足先に二十歳になった四月下げ旬じゆんの夜、秋森は誕生日祝いに食事をおごったことがあった。親の仕送りで生活をしている身なので、いつもふたりでよく行く定食屋の食事だったが、そうと知らせずに誘ったせいか、桐ヶ谷はやけに喜んでくれた。それに、考えてみれば、桐ヶ谷がアルバイトを始めたのも、ちょうどその頃だ。

　だから、秋森は思ってしまった。もしかしたら、桐ヶ谷は、花火大会を口実に、誕生日を祝ってくれる気なのかもしれない。そして、「親の金」ではなく「自分の稼いだ金で」プレゼントを買ってくれるつもりで、アルバイトを始めたのかもしれない、と。

　秋森は、うきうきと二十歳の誕生日を待った。待ちきれなくなって何だか東京を離はなれがたくなり、予定を変へん更こうして、実家へ戻るのは花火大会のあとにしたが、それを桐ヶ谷には知らせなかった。伝えれば、変な期待感を滲にじませてしまいそうだったからだ。

　桐ヶ谷がいつまでアルバイトを続けるのかわからなかったので、キャンパスや部室でばったり遭そう遇ぐうしてしまわないよう、下宿にこもってそわそわと日々を過ごした。

　そして、浮かれ気分が最高潮に達した誕生日の前日だった。桐ヶ谷からの連れん絡らくを待てず、かと言ってこちらから携けい帯たいを鳴らすことも何だか気き恥はずかしくてできず、秋森は今日、東京へ戻ってきたような顔をして大学へ行ってみた。図書館か、サークルの部室に、桐ヶ谷がいるかもしれない、と思ったのだ。

　まず捜さがしてみた図書館にその姿はなく、部室へ向かっていた途と中ちゆう、サークルの四年生の先せん輩ぱいに声をかけられた。

　普ふ段だん、ほとんど話したことのない彼は、きょろきょろと辺りを見回し、声の届く範はん囲いに人ひと影かげがないことを確かめてから、「こういうの、密告みたいで、嫌いやなんだけどさ」と早口で言った。

『桐ヶ谷とのつき合い、やめたほうがいい。あいつ、二重人格なみに裏表が激しいぞ』

『……え？』

『お前、沖おき縄なわへ来なかっただろ。で、お前がいないのを残念がってた女子の前で、桐ヶ谷がお前のこと、散々こき下ろしてたんだよ。席が離れてたから、全部聞いたわけじゃないが、その、何だ……、お前は童どう貞ていで、包ほう茎けいの極小サイズだとかって、大笑いしててさ……』

　彼が何を言っているのかよくわからず、秋森はぽかんとまたたいた。

『……沖縄？』

『って、おい、おい。まさか、一昨日おとといまで皆で沖縄行ってたの、知らないのか、お前』

　驚おどろいた顔で、彼は教えてくれた。七月下旬のある日、郷里の新にい潟がたへ帰省していたはずのサークルの四年生の女子が、興奮した顔で部室へ飛びこんできた。何気なく近所の競馬場へ初めて行き、万馬券を当ててしまった彼女は、学生生活最後の夏の思い出に、その金で部員の希望者全員を沖縄旅行へ招待すると宣言したそうだ。

　幹事には会計の桐ヶ谷が任命され、急きゆう遽きよ、希望者を募つのっての一週間の沖縄旅行が敢かん行こうされた。少々気分屋の彼女の気が変わることを危き惧ぐした部長の案で、実行を急いだらしい。

『桐ヶ谷、お前は「暑いところは嫌だ」って断ったって言ってたけど、もしかして、お前には連絡、行ってなかったのか？』

　何の連絡も受けていない。試験期間の最終日まで、連日びっしりと各講義の試験が詰つまっており、部室に顔を出す余よ裕ゆうなどなかったので、沖縄旅行の話は今、初めて知った。

　わけがわからなかった。桐ヶ谷はどうして、自分を爪つま弾はじきにしたあげく、そんな酷ひどい誹そしりを皆の前でしたのだろうか。

『そっか。ハブられてたのか、お前……。本当に最低な野や郎ろうだな、桐ヶ谷の奴』

　慰なぐさめるように肩かたを叩たたかれても、ぼんやりとうつむく以外の反応ができなかった。

『俺が思うに、あいつ、お前と仲のいい一年の女子を……、名前、何だっけ、ほら、熊本の子。彼女を狙ねらってて、お前が邪じや魔まだったんじゃないのか？　あいつ、彼女の隣に鼻の下伸のばして、座ってたしな』

　彼が披ひ露ろうした推測をどこまで聞いたのか、そのあと自分がどうしたのかは、よく覚えていない。気がつくと、下宿先へ帰っていた秋森は、サークルの何人かの友人に電話をかけた。何かの間ま違ちがいであってほしかったけれど、友人たちは皆、言いにくそうにしつつも、口を揃そろえて、彼の言葉を肯こう定ていした。

　──確かに、桐ヶ谷が女子とそんな話をしている声が聞こえてきた。一番仲がいいはずのお前のことをあんなふうに嗤わらうなんて、意外でさ……。だから、酔よってたけど、あいつがそう言ってたのは、よく覚えてる。

　信じたくはなかったが、目もく撃げき証人が複数いては、信じざるを得なかった。その日のうちに秋森は飛行機に乗り、家族のいる北海道へ向かった。もちろん、桐ヶ谷には何も言わずに。

　しばらくの間、桐ヶ谷はしつこく秋森の携けい帯たい電話を鳴らした。だが、夏休みも終わりに近づいた頃、ぱたりとやんだ。理由は、東京へ戻って、すぐにわかった。桐ヶ谷は夏休みの間に、あの後こう輩はいとつき合いはじめていたのだ。しつこい連絡は、狙っていた後輩を落とすために、自分をまだ何かに利用するつもりだったのだろう。しかし、自力で目的を果たしたため、秋森などもう用済みになった、ということだったらしい。

　きっと、アルバイトで金を貯ためていたのは、彼女のためだったのだろう。

　友情よりも、学生の本分である学業よりも、女。そして、セックスという快楽。ずっと上辺の笑え顔がおに騙だまされ、見誤っていたけれど、それが桐ヶ谷の本ほん性しようだったらしい。

　桐ヶ谷は自分を裏切ってまで欲ほつした彼女にほどなく飽あきてしまったようで、あっという間に別れたあとは、次々に女を変え、派手な浮うき名を流していた。

　サークルをやめ、つき合いをきっぱり絶っても、方々から聞こえてくる色悪めいた噂うわさに、秋森は心底、呆あきれた。もう二度と、関かかわりたくなくて、桐ヶ谷と進路が被かぶらないよう、司法試験の受験をやめた。女遊びに励んでいたくせに、桐ヶ谷は三年次に司法試験に難なく合格していたので、卒業すれば完全に縁えんが切れるだろうと思っていた。

　警察庁の入庁式の日、その長身を目にするまでは。







「ほう、ほう。で、それから？」

　ビールのジョッキを空にして、柏かしわ木ぎ英ひで成なりが向かいの席から身を乗り出してきた。

「ここで会ったが百年目、とばかりに、桐ヶ谷をぶっ飛ばしに行ったのか？」

　現在、警察庁長官官かん房ぼう国際課に籍せきを置く柏木は、秋森より六期上のキャリアだが、出で逢あったのは職場ではない。三年前、母親の地元の石川でおこなわれた親しん戚せきの結けつ婚こん式の二次会で、たまたま席が隣となり合ったのだ。何のきっかけだったか、好きなサッカーチームの話で盛り上がった。そして、互たがいに都内在住だとわかり、連絡先を交こう換かんしてみたら、同じ警察官かん僚りようだったのだ。

　所属する部署が違ちがうため、勤務中に顔を合わせることはない。会うのはもっぱらスポーツバーや居酒屋だし、基本的に普段は仕事の話はしないので、秋森にとって柏木は職場の先輩というより、年上の友人に近い。

　おもしろがる顔で問いかけてくる柏木に、秋森は「まさか」と返す。

「あんな男のために、犯罪者になるのはごめんですから。仕事で必要なとき以外は、関わらないだけです」

　言って、秋森はウーロン茶の入ったグラスを口もとへ運んだ。本当は、自分も冷えたビールを一気に飲み干したい気分だったが、そうもいかない。

　──昼に逃とう走そうした在田の行方ゆくえはいまだにわからず、ほかの被ひ疑ぎ者しやの身元を割り出す手がかりも特にないこと。在田の身み柄がら確保に失敗し、負傷した署員は、尻しりを少し刺さされただけなので、明日から捜査に復帰すること。そんな報告が淡たん々たんとされた夜の捜査会議が終わったのは、一時間前。その会議への出席が、秋森の今日の最後の仕事だった。勤務時間外に、遅おそい夕食と一いつ緒しよにビールを一、二杯はい飲んでも、誰にも咎とがめられはしないが、秋森は誘ゆう惑わくを退けて、自制している。捜査本部に何か動きがあれば、すぐに署へ戻もどらねばならない。指揮官は桐ヶ谷で、自分ではないけれど、あの男よりも頭が鈍にぶった状態で同じ雛ひな壇だんに座るのは、それだけで屈くつ辱じよくに感じる。だから、秋森はこの捜査本部が立っている間は、酒は飲まないと決めていた。

「お前が桐ヶ谷を嫌きらってるのは知っていたが、そういう事情があったとはなあ」

　特に親しくはないらしいが、柏木と桐ヶ谷は四年前の一時期、同じ部署に所属していたことがある。そんな縁で、飲み仲間になってほどなく、柏木から桐ヶ谷の話をふられた際、秋森はあからさまに言葉にはしなかったものの、強こわ張ばらせた表情から嫌けん悪おを垂れ流してしまっていたようだ。以来、柏木が桐ヶ谷のことを話題にすることはなかったし、秋森も同様だった。だが、今日は、久しぶりに二重人格的な偽ぎ善ぜん者しや面づらを間近にして心底むしゃくしゃしている。だから、柏木とこのスポーツバーで待ち合わせ、自分からあの夏の経けい緯いを話した。誰かに聞いてもらわないと、捜査本部が立って以来、腹の中に溜たまり続けている鬱うつ憤ぷんが、噴ふき出してきそうだったのだ。

　腹の中にこってりと溜めこんだ愚ぐ痴ちを四時間ほどかけてすべて聞いてもらい、日付が変わる頃に店を出た。今晩は、通りを歩く酔すい客きやくがやけに多い。タクシーがなかなか捕つかまらず、大通りまで出ることにした。

「そういえば、秋森。さっきの話で気になったことがあったんだが」

「何ですか？」

「童どう貞てい、包ほう茎けい、極小サイズの中で、本当のことはあるのか？」

　ほろ酔い状態の柏木は、おもしろがって、からかう表情だ。

　実のところ秋森はまだ誰ともつき合ったことがない。だから、童貞は本当のことだが、いくら兄のような親しみを感じている柏木でも、それは絶対に知られたくない秘密だ。

「根も葉もない誹ひ謗ぼう中傷だから、腹が立つんです」

　澄すまし顔でごまかしたとき、若い男とすれ違った。二十代前半だろう。少し明るめの色の髪かみに、Ｔシャツとくしゅくしゅしたダメージジーンズという服装。髪の色や長さからすると、大学生かフリーターだろうその男の姿は、どこにでもいるごく普ふ通つうの若者のものだが、妙みような緊きん張ちよう感かんを宿した目をしていた。どこかで見たことのある顔だ、と反射的に思い、秋森は振ふり返った。

「どうかしたか、秋森」

「今、すれ違った若い男、何だか見覚えがある気が……」

　言いかけたとき、はっと思い出す。在田弘だ。あの男は、昼間、捜査員を刺して逃とう亡ぼうしている在田に──正確には、捜査本部の資料で目にした在田の写真に似ている。

　男は、酔客で賑にぎわう通りを早足でずんずん進んでゆく。

「あの男、今日、捜査本部の刑けい事じを刺して、逃にげた男かもしれません」

　小声で告げ、秋森は「確かめます」と身を反転させた。男のあとを追う秋森の後ろに、柏木もついてくる。

「おい、待てって、秋森。ひとりじゃ危ないだろ。俺も、行く」

「ありがとうございます。じゃあ、刺されそうになったら、助けてください」

　この一年ほどで、身体からだの線がかなりたるんできている柏木を本気であてにしているわけではない。しかし、逃走犯をこの手で逮捕すれば桐ヶ谷の鼻を明かしてやることができると思うと、奇き妙みような高こう揚よう感かんが湧わいて、冗じよう談だんが口をついて出た。

「……あの男、今も刃は物ものを持ってるのか？」

「わかりません。捜査員を刺したナイフは、現場に捨てて逃げていますが、まだ何か所持している可能性もあります」

「自分からついてきておいて何だが、俺を戦力としてあてにはするなよ、秋森。三十半ばの本庁勤めのキャリアなんて、運動不足なただの中年役人だからな」

　どう贔ひい屓き目めに見ても引き締しまっているとは言いがたい腹回りを誇こ示じするように突つき出して言った柏木に、「わかってます」と頷うなずいたとき、在田らしき男が細い路地へ入っていった。

　見失わないよう、慌あわてて足を速めてあとを追うと、そこは通りの両側に何軒けんものラブホテルが並ぶエリアだった。男は、その中の一軒の古いラブホテルへ入っていった。

「どうする、秋森。俺たちも入るか？　それとも、応援を呼んで、ここで待つか？」

　秋森は迷わず「入ります」と返し、ラブホテルへ向かう。

　あの男が在田なら、ひとりでラブホテルへ入った理由はいくつか考えられる。中で誰かと落ち合うつもりなのかもしれない。あるいは、従業員や経営者と顔見知りで、逃走の手助けをしてもらうつもりなのかもしれない。もしそうなら、ホテル側に捜査協力は求められないので、警察手帳を出す前に、受付でのやりとりを確認したかったのだ。

　それに何より、応おう援えん要よう請せいをする前に、在田かどうかを早く確認したかった。

　柏木と中へ入ると、男は薄うす暗ぐらい受付で鍵かぎを受け取っていた。男とホテル側の関係性が不明のため、秋森は素す性じようは明かさず、受付で手早く適当な部屋を選ぶ。最近は男同士でもよく利用されているのか、怪け訝げんな顔はまったくされず、あっさりと鍵を渡わたされた。

　男はエレベーターを待っている。秋森と柏木はその後ろに立ち、扉とびらの開いたその中へ一緒に入った。男は、秋森たちにちらりと視線を投げたが、やはり受付の従業員同様、ただのゲイカップルだと思ったのか、それ以上の反応は見せなかった。

　秋森は、自分の斜ななめ前に立つ男を、じっと、しかし慎しん重ちように観察した。衣服に血けつ痕こんや、それとわかる格かく闘とうの跡あとはない。だが、顔は間ま違ちがいなく、在田だった。

　それを口にする前に、エレベーターのパネルのランプ表示を確認すべきだった。だが、功を焦あせったせいで、冷静な判断力を失っていた。

　在田、と声をかけたのと、停とまったエレベーターの扉が開いたのは同時だった。在田は扉の隙すき間まへ飛びこむようにして外へ出、狭せまい廊ろう下かを走って逃げた。秋森も、すぐさま外へ出る。

「柏木さん、通報、お願いしますっ」

　走りながら言って、秋森は在田を追った。在田はやけに足が速いし、廊下は入り組んでいる。

　いくらも経たたず、秋森は在田を見失ってしまった。周囲をうろうろと捜そう索さくしてみたが、逃走者の気配はどこにも感じられない。

　何てざまだ、と胸のうちで自分を罵ののしったとき、「ねえ」と背後で声がした。

　肩かた越ごしに振り向くと、薄暗い階段から白い顔がそろりとのぞいていた。

　完かん璧ぺきに左右対たい称しように整った目鼻立ちに、ビスクドールのようになめらかに澄んだ肌はだ。暗がりからいきなり声をかけられたせいもあるのだろうか。驚おどろくほどの、と言うよりは、一いつ瞬しゆんぞっとして肌を震ふるわせずにいられないような凄すごみのある、とても美しい顔だ。

「お兄さん、さっき走っていった男の人、追いかけてるの？」

　品のいい長なが袖そでシャツにジーンズ姿で、髪は短いものの、あまりに美しいので、二十歳はたち前後のボーイッシュな少女かと思ったが、声は男のものだった。

「ああ。見たのか？」

「うん。見たし、今、どこにいるか、知ってるよ、僕。教えてほしい？」

　大きな黒目がちの目で、まっすぐに秋森を見つめ、少年は微笑ほほえんだ。

「ああ。教えてほしい」

「じゃあ、教えたら、僕のお願い、聞いてくれる？」

　小こ遣づかいでもせびられるのだろうか。あとで年ねん齢れいを確かく認にんしてから、成人していれば、常識的な捜そう査さ協力費と同等の額を自分の財さい布ふから出してもいい。だが、もし未成年なら多少手加減をして説教をして、図書カードでもやろう。

　それ以外のことを深く考える余よ裕ゆうはなく、焦じれた気分を抱かかえて「ああ」と頷うなずく。

　少年は嬉うれしげに頰ほおを紅潮させ、「約束だからね。絶対だよ」と笑った。気のせいだろうか。薄うす暗くらがりの中でぱっと輝かがやいた少年の双そう眸ぼうに宿る光が異様に爛らん々らんとして見え、秋森は目を瞬またたかせた。

「じゃあ、こっち来て。早く行かないと、逃げられちゃうよ」

　少年のあとについて、階段で下の階へ下りる。廊下へ出ると、非常階段のほうへ向かっている在田の姿が見えた。

「在田、待て！」

　秋森は床ゆかを強く蹴けって、全速力で走る。逃げている最中に「待て」と言われて、本当に待つ馬ば鹿かはいないはずだが、焦るあまりのことか、在田がふいに足を縺もつれさせて転び、廊下に尻しり餅もちをついた。その機を逃のがさず、秋森が在田の腕うでを摑つかんだところへ、柏木が駆かけつけてきた。

「秋森、大だい丈じよう夫ぶか？」

　柏木の問いかけの語ご尾びを、「放せ、この野や郎ろう！」と在田が放つ怒ど声せいがかき消す。

「ええ。でも、柏木さんも押さえるのを手伝ってください」

　今は勤務時間外だし、それでなくても、秋森も柏木もそうする必要がある立場ではないので、手て錠じようなど持ち合わせていない。ふたりがかりで暴れる在田を押さえつけ、応おう援えんの到とう着ちやくを待った。

　近所の交番から制服警官がやってきたのは、まもなくのことだ。彼らに在田の身み柄がらを引き渡し、ほっと一息ついて、秋森はふと、あの少年のことを思い出す。

　いつの間にか、姿が見えなくなっているが、彼はどこに行ったのだろうか。

「柏木さん。どこかで、二十歳前後の美少年、見ませんでしたか？」

「二十歳前後の美少年？　何だ、そりゃ」

　訝いぶかしそうに眉まゆを寄せた柏木に、秋森は在田を捕つかまえるまでの出来事や、手助けをしてくれた少年の外見的特とく徴ちようを話して聞かせた。

「俺はそういう子供は見てないが、逃げたんじゃないのか？」

「逃げた？」

「ああ。最初は痴ち話わ喧げん嘩かか何かとでも思って興味本位で声をかけて、この騒さわぎでお前が警察だって気づいて、さ。未成年かもしれないんだろ、その子供」

「ええ……」

　在田を逮たい捕ほすることしか頭になかった先ほどは、もし未成年なら説教をしよう、ぐらいにしか思っていなかった。しかし、よく考えてみれば、彼が見た目の印象よりもう少し若く、十八歳未満の青少年なら大問題で、少年課を呼ぶべき事案だ。今ならまだ、ホテルの中にいるかもしれない。年齢を確かめるためにも、彼をすぐに捜さがさなければならない。

　そう思ったときだった。突とつ然ぜん、「子供、子供って失礼だなあ」と彼の声がした。

　気のせいでなければ、頭の真上で。

　それを意識したとたん、肌が一いつ斉せいに粟あわ立だつ冷気を全身に感じた。嫌いやな予感を覚えつつ、そろそろと顔を上げると、天てん井じようから彼の上半身がべろんと逆さに垂れていた。

「ここに入ったときはちゃんと二十歳だったし、死んでからの年も数えたら、僕、今年で三十三歳だからね。そっちのオジサンはわかんないけど、署長サンよりは年上だよ」

　天井から不自然に飛び出た上半身は、ホテルのオーナーの悪あく趣しゆ味みないたずら的飾かざり物で、この声はここ数日のストレスが生んだ幻げん聴ちようだったらいいのに。

　強くそう願った秋森の眼前で、柏木がひらひらと手を振ふった。

「おい、秋森。さっきから、何、じーっと空中睨にらんでるんだ？　不気味だぞ」







　腹が痛くなった、と噓うそをつき、ホテルのスタッフ用のトイレを借りて、個室にこもると、秋森以外には見えていないらしいその浮ふ遊ゆう物は市いち岡おか湊みなとと名乗り、そして言った。

「何した人か知らないけど、さっきの犯人を署長サンが捕まえられたのは、僕のおかげだからね。逃にげた場所を教えてあげたし、署長サンが捕まえやすいようにあの人を転ばしてあげもしたしね。この借り、約束通り、ちゃんと返してよね」

　秋森には、いわゆる「霊れい感かん」がある。子供の頃ころから時々、奇き妙みようなものが見えた。人や動物の形をしているが明らかにそうではないもの。もやもやぼんやりとした影かげ。

　色々な形で自分の前に現れるそれらのことは、誰だれに言っても信じてもらえず、幼いときにはずいぶん恐おそろしい思いもした。けれども、それらの奇妙なものは、ただ見えるだけで、そこにいるからと言って、秋森に何か害を及およぼすわけではなかった。

　決して気持ちのいいものではないが、自分ではどうすることもできなかったし、年を重ねるにつれ、目にする回数も減っていった。だから、いつの頃からか、大して気にしなくなっていただけに、秋森は困った。

　こんなにもはっきりと言葉を話す幽ゆう霊れいと会ったのも、幽霊に契けい約やくの履り行こうを求められたのも初めてなので、こんな場合、どう対処すればいいのか、まるでわからなかった。

　なので、とりあえず、訊きいてみた。

「……何をすればいい？」

「一度だけ、二、三時間でいいから、署長サンの身体からだ、貸して」

「……貸す？　どういうことだ？」

「僕が署長サンの身体の中に入って、署長サンが感じることを、僕も感じるってこと。まあ、要するに、署長サンとシンクロ状態になりたいんだ、僕」

「何のために？」

「セックスするため」

「……は？」

「だからぁ、大きいペニスでお尻の孔あなを、思いっきりがんがんにずっぽんずっぽん突つかれるのって、どれだけ気持ちいいのか、知りたいんだ」

　聞こえてきた言葉の意味を理解することを脳が激しく拒こばんでいて、湊が何を言っているのか、秋森にはよくわからなかった。

「何、だと……？」

「だから、僕とシンクロした状態になって、セックスしてよ。ちなみに、僕はゲイだから、僕好みのかっこいい男の人と。あ、もうひとつちなみに、署長サンが挿いれられるほうね」

「……俺が、男に、挿れられる？」

「そう。僕ね、幼よう稚ち園えん児じの頃からその自覚があった筋金入りのゲイだったんだよ。自分で言うのも何だけど、こんなに可愛かわいいから、もうすっごくモテモテの。でも、つき合うなら、自分がちゃんと好きになった人って決めてたんだ」

　湊が初めて恋こいをしたのは、彼が高校三年生のときに赴ふ任にんしてきた鮎あゆ沢さわ宗そう吾ごという名の新米の生物教師だったそうだ。猛もうアタックと数多くの涙なみだぐましい努力の末、卒業後にようやく交際を始めることができたらしい。

「そういうお年とし頃ごろだったから、僕、鮎沢先生と早くセックスがしたくてしたくて、たまらなかったんだ。でもねえ、先生はもう本当にすっごく堅かた物ぶつな人だったから、愛し合う恋こい人びと同士でも、Ｈは僕が大人になってからじゃないと駄だ目めだって」

　空に浮ういたままの状態で両りよう膝ひざを抱かかえて身体を丸め、湊は言う。

「二十歳はたちの誕生日にやっとしてもらえることになって、ここへ入ったんだけど」

　そこまでで一度言葉を句切り、湊は小さく息をついた。

「でも、する前に死んじゃった……。部屋のお風呂ふろ場ばで」

「……どうして？」

　何か陰いん惨さんな痴ち情じようの縺もつれでも発生したのかと思ったが、返ってきたのは想像もしていなかった答えだった。

「つるっとすべって、転んで、頭を打ったから。石せつ鹼けんを泡あわ立だてすぎちゃって」

　初めてセックスを経験できることが嬉うれしくてたまらず、湊は念入りに、丁てい寧ねいに身体を洗ったそうだが、それが悲しいあだとなったようだ。

　床ゆか一面をもこもこと覆おおった泡に足を取られて転てん倒とうし、頭部を強打した湊は気がつくと、このホテルを彷徨さまよいながら客が営む愛の行為をのぞく出で歯ば亀かめ幽霊となっていたらしい。

「……そうか。何というか、それは、運がなかったな……」

「でしょ？　あんな悲ひ惨さんなタイミングで死んじゃった上に、この十三年間、ずっと見たくもない他人のセックスを見続けてきて、もう我が慢まんの限界なんだ。だから、僕、どうしてもセックスを経験してみたいんだ。署長サン、協力してよ」

　破は廉れん恥ち幽ゆう霊れいと化した経けい緯いには大いに同情するし、自身に降りかかった悲劇をあっけらかんと告げる顔が愛くるしいせいか、湊には何だか妙みような親しみを覚えてしまう。

　しかし、だからと言って、ゲイでもないのに男とセックスができるはずもない。しかも、逆ならまだしも、女役など冗じよう談だんではない。

「悪いが、それは無理だ」

「警察のくせに、約束破る気？　僕のお願い、聞いてくれるって言ったくせに！」

「こういう想定外のことは、駄目だ。何か、ほかのことにしてくれ」

「セックス以外に、したいことなんてないもん！　セックスじゃなきゃ、駄目、駄目、駄目！　セックス、セックス、セックス！」

　幽霊の声には超ちよう音おん波ぱ機能でもついているのか、「駄目」と「セックス」の連呼が突き刺さる鼓こ膜まくがきんきんと痛い。秋森は「静かにしろ」とひそめた声で窘たしなめる。　>>>♥

「子供みたいな駄だ々だをこねられても、こっちも駄目なものは駄目だ」

「どうして！　約束したでしょ！　噓うそつき！　この噓つきオマワリ！」

　噓つき、と非難され、疼うずく罪悪感を必死で無視して、秋森は眉み間けんに力を込める。

「こんな卑ひ怯きような条件の出し方をするような奴やつに、噓つき呼ばわりされたくない」

「何、開き直ってるのさ！　どんな仕方でも、一度した約束は約束でしょ！」

「何と言われようと、無理だ。俺は、ゲイじゃないから、男とセックスなんて、絶対に無理だ。身体を借りるなら、誰か、ちゃんとゲイの奴から借りろよ」

「それこそ、無理！　波長の合う人としか、シンクロ状態になれないし、この十三年間で合った人、たったふたりしかいなかったんだよ」

　湊は両りよう頰ほおに手を当て、「しかも、どっちも女の子！」と絶望を塗ぬりこめたような声で告げる。

「お前は、男同士のセックスの、女役をしたいんだろ？　だったら、女の身体を借りれば、ちょうどいいんじゃないのか？」

「よくないよ、全然！　僕、ペニスでずぼずぼお尻しりを突かれながら、自分のおちんちんを大きい手で思いっきり強く擦こすってもらったり、陰いん囊のうをもみくちゃにしてもらったり、自分の中で出された精液がぐちょぐちょに泡立ってるのを感じながら射精したいんだもん。そういうの、女の子じゃ無理でしょ」

　十三年間のラブホテル暮らしがそうさせたのか、湊が経験したいと希望しているのは、かなりの変態的ハードセックスのようだ。

　ますます、断固拒きよ否ひしたい気持ちが強くなる。脱だつ童どう貞ていをする前に、何が悲しくて、男同士で変態行こう為いに耽ふけらねばならないのだ、と秋森は眩暈めまいを覚えた。

「それに僕、シンクロした人の身体を操あやつることはできるけど、してない人には何もできないから、誰かの身体を借りてセックスするためには、まず相手にその気になってもらわないと駄目なんだよね。だから、ゴリラみたいな人とシンクロしたって、好みの男の人をナンパするのは無理だもん。そういうわけで、署長サンみたいな、どんな男もにっこり笑うだけで、一いつ瞬しゆんで悩のう殺さつしてくれそうな魔ま性しようの美形と波長が合った千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃のがすわけにはいかないの」

「お前の勝手な都合を押しつけるな。俺は男となんて、絶対にやりたくない」

「一回くらい、いいじゃん、べつに！　女の子みたいに、大事なものがなくなるわけでもないんだから、ケチケチしないでよ！　署長サンみたいに超ちよう絶ぜつ美形で、その歳としなら、セックスの一回や二回、もうどうってことないでしょ！」

　耳もとでわけのわからない理り屈くつをわんわんと喚わめかれ続けることにうんざりして、秋森はつい口をすべらせてしまった。

「大ありだ。女とも一度もしたことがないのに、初めてが男となんて、冗談じゃ──」

　言葉の途と中ちゆうで我に返り、しまったと思ったときには、もう遅おそかった。

「へええぇ。署長サン、童貞なんだ。僕と同じ童貞かぁ！」

　湊の双そう眸ぼうが、にんまりとした三日月型にたわむ。

「いいこと思いついちゃったな、僕。明日あした、警察署で仕事中の署長サンを操って、叫さけんでみちゃおうかなあ。『皆みなさん、聞いてください！　僕は童貞です！』って」

　三十も間近い自分が、童貞だと署員たちに知られたら。

　何より、あの憎にくたらしい桐ヶ谷に知られたら──。

　そんなことを想像しただけで、憤ふん死しできそうな擬ぎ似じ的屈くつ辱じよく感かんが胸の中で膨ふくれ上がり、秋森は息が詰つまりそうになった。咄とつ嗟さに喉のどもとへ手をやった秋森の顔をのぞきこみ、湊が「でも、署長サンが僕のお願いを聞いてくれるなら、絶対にしないって約束するよ？」と笑う。

「それから、一回だけしてみて、セックスがどんなものか知ったら、それでちゃんと成じよう仏ぶつするって約束する」

「……本当だな？」

「うん。本当だから、してくれるよね、セックス」

　本心では嫌いやだが、もはやそうは返せない。これは非常事態なのだから、条件を吞のむしかないと自分に言い聞かせて力なく頷うなずく以外、秋森にはなすすべがなかった。

「……わかった」

「じゃあ、これで、取引成立だね！」

　満面の笑えみを浮かべ、湊は空中でくるくると回って喜びの舞まいを舞まう。

「そんな怖こわい顔しないでよ、署長サン」

「ほかにどんな顔をしろって言うんだ。俺もお前と同じで、つき合うのも、セックスも、本当に好きになった相手としかしない、と決めていたんだ。女と手も繫つないだことすら、まだないのに、いきなりどこの誰だれともわからない男に突つっこまれるはめになったんだぞ」

　なかば自棄やけ気味になって、まくし立てた秋森を見つめ、湊はゆっくりとまたたく。

「ねえ。それって、今まで好きになった人が、運悪く皆、誰かのものだったってこと？　それとも、今まで誰も好きになったことがない、ってこと？」

「後者だ」

「どうして？」

「一言で言うなら、出会いがなかった。学生時代は勉強第一で、警察庁に入ってからは仕事が第一で、積極的に探そうとしなかったこともあるだろうが、目につく範はん囲いでピンとくる相手がいなかったんだ」

「署長サンって、ものすごく理想が高かったりするわけ？　頭も家いえ柄がらも性格も最高の、絶世の美女じゃないと嫌だ、とか」

「性格というか、倫りん理り観は俺と共通していてほしいとは思うが、あとは特にこだわりはない……つもりだ」

　今さらごまかす気も起きないので、語ご尾びが揺ゆれたのは、噓をついたからではない。

　自分のこれまでの半生を振ふり返ってみて、改めて自分でも不思議に思ったのだ。

　これまで、自分の周りには、心や容姿がとびきり美しかったり、言葉を交かわすといつも知的刺し激げきを受けるとても聡そう明めいな異性が何人もいた。そして、彼女たちの持つ色々な形の美や、優ゆう秀しゆうさに好感を持ちもした。なのに、その好感が恋こいへと変化したことが一度もないのは、どうしてだろうか。愛あい想そがあるほうではなく、親しい者の前以外では気軽に話しかけにくい雰ふん囲い気きが漂ただよっているらしいので、それほど頻ひん繁ぱんにではなかったものの、告白をされたことも何度かはある。

　その誰にも、欠点らしい欠点などなかったのに、「とりあえず、つき合ってみよう」とは決して思えなかった。

　好きになれるかどうかわからない相手と交際することに、強い抵てい抗こう感を覚えたからだ。

　異性に対して、特に多くは求めていないつもりでも、無自覚の欲よつ求きゆうが心の奥に潜ひそんでいるのだろうか。それとも、もしかして、自分には何か人格的な欠けつ陥かんでもあるのだろうか。

　そんなことを考えて少し不安になったとき、扉とびらの向こうで「おい、秋森。いるか」と桐ヶ谷に呼ばれた。突とつ然ぜん聞こえてきたその声に驚おどろき、秋森は肩かたを震ふるわせた。

「……ああ」

「署長がトイレにこもって出てこないって皆が心配しているぞ。具合でも悪いのか？」

「何でもない。ちょっと考えごとをしていただけだ」

　ラブホテルのトイレで腹を下しているなどと思われては屈辱なので、秋森はすぐに外へ出る。湊も秋森の頭上を漂いながらついてきた。

「本当か？　在田を捕つかまえるときにどこかに怪け我がでもして、格好悪いからって隠かくれて痛がったりしてないか？」

　トイレの個室の前に立っていた桐ヶ谷が尋たずねてくる。

　ほかの者に同じことをされれば気き遣づかいをありがたく感じるだろうが、桐ヶ谷は柔にゆう和わな笑顔の下で何を考えているかわからない二重人格者だ。心配するふりをされても腹が立つだけだった。

「そんなことはまったくない。俺はぴんぴんしている」

　そうか、と淡あわく苦く笑しようした桐ヶ谷には霊れい感かんはないようで、秋森の背後で空中浮ふ遊ゆうをする美少年の姿は見えないようだ。もし、見えていれば、波長が合うということなのだろうから、在田を捕まえてやった恩を盾たてに、押しつけてやれたのに、と秋森は残念に思う。

「なら、一応、聴ちよう取しゆされてもらうが、いいか？」

「お前がするのか？」

「ああ」

　在田の身み柄がらを確保したのだから、事情聴取をされるのは当然だが、なぜよりにもよって桐ヶ谷が担当するのだろう。キャリア署長の聴取などやりにくい、と嫌がった本来の担当者に泣きつかれ、桐ヶ谷が代わってやったのだろうか。

　部下から寄せられる信しん頼らい度どの違ちがいを見せつけられているようで、いい気はしなかったが、拒否もできないので、「わかった」と返し、秋森はトイレを出ようとした。

　すると、なぜか「ここでいい」ととめられた。

「何で、こんなところで、聴取されなきゃならないんだ？」

「ほかの捜そう査さ員には聞かれたくないだろうと思って」

　意味ありげに言って、桐ヶ谷は、在田を発見した状況を問う。

「……それなら、もう制服のお巡まわりさんに話しましたけど？」

　一いつ般ぱん人が何かの事件に巻きこまれたり、関かかわったりした際、一度は必ず口にする台詞せりふを嫌いや味みたっぷりに放つと、桐ヶ谷もその場合の警察の決まり文句を笑顔で返してきた。

「すみません、部署が違うもので。お手数ですが、もう一度、最初からお聞かせください。ご協力、よろしくお願いします」

「この近くのスポーツバーで、柏木さんと食事をしてたんだ。で、帰ろうとして、タクシーがなかなか捕つかまらないから、大通りまで出ることにして歩いていたときに、偶ぐう然ぜん、在田とすれ違った。そのときはまだ、在田だと確信はなかったから、追いかけていったら、在田がこのホテルに入って──、そう言えば、在田は何で、ここへ入ったんだ？」

「妹と落ち合って、逃とう走そうのための金を渡わたしてもらうためだ」

「どうして、ラブホテルで？」

「家族には捜査員がはりついているが、妹が彼氏といちゃいちゃしながらラブホテルへ入ったら、さすがにそこへまでは捜査員はついてこないからな。まあ、小悪党なりに、必死で知ち恵えを絞しぼって考えた作戦なんだろうが、お前が柏木さんとうろうろ夜の街を徘はい徊かいしていたおかげで、せっかくの努力も水の泡あわだ」

　何だか非難がましく聞こえ、秋森はむっとした。

「……言っておくが、俺は飲んでないぞ。だいたい、勤務後にどこへ行って何を飲み食いしようが、お前に非難されるいわれはない」

　べつに非難はしてない、と桐ヶ谷は肩をすくめて笑う。

「ただ、うかつだ、とは思ったがな」

「うかつって、何がだ？」

「いくら署の管内の近辺じゃないと言っても、どこで誰に見られているかわからないんだ。噂うわさにでもなったら、出世に響ひびくんだから、男同士でラブホテルはないだろう。次からは、せめて普ふ通つうのホテルにしろ」

　そう言ったあと、桐ヶ谷は声を少し落として「それとも、何かラブホテルじゃなきゃできないことがしたかったのか？」と続けた。

「──なっ」

　まるで愚おろかな生徒を諭さとす教師のような顔で、とんでもない勘かん違ちがいを披ひ露ろうされ、一いつ瞬しゆん、怒いかりで目の前が真っ白になった。

　桐ヶ谷は、秋森と柏木がこのホテルに入った理由を邪じや推すいしているのだ。在田を尾び行こうするためにゲイカップルを装ったのではなく、本来の目的のためにホテルへ入り、偶然在田を見つけてしまったために、ゲイカップルを装ったふりのふりをした、と。

　もしかしたら、今までトイレにこもっていた理由も、何か性的なことだとでも思われているのだろうか。そう考えると、どうにも腹立たしくてならなかった。

　ふざけるな、と怒ど鳴なってやりたかったが、言葉が喉のどに閊つかえて出てこない。

「まあ、そう、あからさまに狼狽うろたえるな、秋森」

　酸欠状態の魚のように声もなく唇くちびるをわななかせる秋森の肩をたたき、桐ヶ谷が言う。

「報告書にそんなことはまさか書いたりはしないし、俺は誰にも言うつもりはない。だから、安心しろ」

　な、と妙な慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみを向けられ、脳のう裏りで何かがふつりと切れる音がした。

「──ふざけるな、この変態妄もう想そう野や郎ろう！」

　秋森は怒鳴って、肩に置かれたままの桐ヶ谷の手を払はらいのける。

「俺が柏木さんと、警察だと告げずにホテルへ入ったのは、その時点では、このホテルと在田の関係がわからなかったからだ。在田の協力者がホテル内にいたら、うかつに警察だと言えば、在田を逃にがされるかもしれないだろうが！」

　桐ヶ谷をきつく睨にらみ、秋森は気を落ち着けるために一度、深呼吸をした。

「受付でチェックインしたあと、在田と一いつ緒しよにエレベーターに乗って、その中で在田だと確かく認にんしたが、運悪くその瞬しゆん間かんにエレベーターの扉が開いて、一度、逃げられた。だが、追いかけて、確保し、通報した。以上だ。何か質問はあるか？」

　いいや、と桐ヶ谷は首を振る。

「なら、俺はもう官舎へ帰る。お前はふざけた妄想をしてないで、ちゃんと仕事をしろ。さっさとほかの被ひ疑ぎ者しやも捕まえて、捜査本部を畳たたんで、とっとと本庁へ帰れ」

　滾たぎる怒りを早口に投げつけ、秋森は返事を待たずにトイレを出た。事務所で待っていた柏木と短い挨あい拶さつを交かわして別れ、秋森はパトカーで署の敷しき地ち内にある署長官舎へ戻もどった。人目のある場所では会話はできないという分別はあるらしく、その間、おとなしく黙って周りを漂ただよっていた湊は、秋森が官舎に入ってひとりになったとたん、話しかけてきた。

「ねえ、ねえ、署長サン。さっき、トイレで話してた人、誰だれ？」

「……同期だ」

「あの人のこと、嫌きらいなの？」

　ああ、と秋森は低く答える。

「ふうん。でも、僕、気に入っちゃったな」

　ねっとりとした妙みような粘ねばり気のある声に耳みみ朶たぶを舐なめられたような気分になり、背筋を悪お寒かんが駆かけ抜ぬける。

「僕、脱だつ・バージンの相手、あの人がいいな」

　予想した通りの言葉が聞こえてくる。秋森はそれを反射的に、「あいつだけは、ごめんだ」と跳はね返す。

「お前の望み通り、抱だかれてやるから、あいつ以外の男にしろ」

「やだ。僕は、あの人がいい。僕の好きなタイプのイケメンだし、何となく、鮎沢先生に似てる気がするんだ。だから、あの人がいい」

「お前がよくても、俺はよくない」

「じゃあ、明日あした、ばらしちゃうよ、署長サンの恥はずかしい秘密！　それでも、いいの？」

「……よくはない。だが、お前はあいつの心や身体からだを操あやつったりは、できないんだろう？　あいつは、俺がどんな本気の努力をしたところで、俺を抱いたりはしない。だから、俺はあいつを嫌いだから寝ねたくないが、それ以上に、そういう意味で無理だ」

「何で？　署長サンがお色気ポーズで可愛かわいく迫せまったら、一発でいける気がするけどなあ。だって、あの人、ゲイの匂においがするもん」

　湊の発言に、秋森は驚おどろいて、目を瞠みはる。

「……いくら、セックスがしたいからって、適当なことを言うな。あいつは、品性下げ劣れつな女好きで、学生時代は女を取っ替かえ引っ替えしてた奴やつだぞ。ゲイなはずがない」

「ゲイだからって、僕みたいに最初から同性だけしか目に入らないわけじゃないよ。ある程度の年ねん齢れいになってから好みの性別が変わる人だっているし、世せ間けん体ていのために女好きを装うゲイもいる。ゲイって言っても、そうなる過程や表向きの顔は色々だよ？」

「だが……」

「それに、僕は幼よう稚ち園えん児じの頃ころからの筋金入りのゲイだから、何となく雰ふん囲い気きでわかるもん。こういう勘かん、僕、外したことないし、あの人は絶対そうだってば」

「……もし、そうだとしても、あいつは俺を抱いたりしない」

「何でそう言い切れるの？」

「俺も、あいつとは学生時代に色々あったから、わかる。あいつは俺を、虫ケラていどにしか思ってない。そんな相手を、抱いたりはしないだろう？」

「僕には、署長サンをそんなふうに思ってるようには見えなかったけど？」

「見えなくてもそうなんだ。あいつは、見た目と中身がまったく違ちがう。だから、諦あきらめて、べつの男にしろ」

　湊は再考する素そ振ぶりも見せず、「嫌いやだ」と首を振ふる。秋森は細く、ため息を落とす。

「だが、言っただろう？　俺じゃ、あいつを落とせない」

「そんなことないと思うけど。じゃあさ、こうしようよ、署長サン」

　言って、湊は爛らん々らんとした煌きらめきを湛たたえた目で秋森を見る。

「さっき、トイレであの人も言ってたし、ゲイだってばれるのって、警察の中じゃマズイことなんだよね？　だったら、僕が、あの人はゲイだっていう証しよう拠こを必ず見つけるから、それをネタに脅きよう迫はくして、セックスしてもらおうよ！」

　可愛い顔をしてとんでもないことを考える破は廉れん恥ち幽ゆう霊れいだと呆あきれたが、このまま「じゃあ、署長サンの秘密、バラしちゃうよ！」と駄だ々だをこねられるよりは、マシなことに思えた。

　それに、秋森はまだ、桐ヶ谷がゲイだとは信じていない。湊の勘違いの可能性もある。ならば、探したところで、証拠など、永久に見つからないだろう。そして、それは、秋森にとっては都合のいいことだ。

「ああ、わかった。見つけられるものなら、見つけてみろよ」

「うん。見てて。僕、絶対、見つけるから！　見つけたら、署長サン、ちゃんと脅おどしてね！」

　皮肉が通じたのか、通じていないのか、湊は嬉うれしそうに頷うなずいた。













　在田を逮たい捕ほしたことで、捜そう査さが一気に進展するだろう、と誰だれもが期待したが、そうはならなかった。共犯者たちの名前を警察に教えれば、家族が報復を受けるのではないか、と在田が怯おびえ、頑かたくなに黙もく秘ひを続けているからだ。在田の自供はとれず、新たな手がかりも見つからない。捜査は膠こう着ちやく状態のまま、時間だけが過ぎていった。

　一方で、ラブホテルでうっかり拾ってしまった色しき情じよう狂きようの破廉恥幽霊・市岡湊との共同生活は、意外にも順調だった。

　湊と生活を共にし、その能力について、いくつかわかったことがある。

　空中浮ふ遊ゆうや壁かべ抜ぬけはできても、地面に潜もぐることはできず、視覚や聴ちよう覚かくなどの感覚は人間と同程度。一いつ所しよ懸けん命めい集中することで、自分の目につく範はん囲いにある、それほど重くない物をほんの少し、わずかの時間だけ動かす「なんちゃってポルターガイスト」を起こすことができる。

　取り憑ついた人間とシンクロ状態となったときには、本体の身体からだを自由に操り、言葉を発することができる。本体が五感で感じていることを、すべて同じように感じることができる。だが、意識を乗っ取ることはできないので、取り憑かれた側も自分の意思で話したり、動いたりできる。そして、同化していても、考えていることはお互たがいにはわからない。

　要するに、ひとつの身体に、ふたつの心が同居しているような状態なのだ。そのことを、秋森は、同化した湊に操られ、自じ慰い行こう為いをした際に実感した。

　それから、取り憑いた人や物から、半径数百メールほどの範囲を浮遊できるようだ。なぜそうなのかは、湊自身も知らないらしいが、つまり、湊は秋森を拠きよ点てんにしてあるていどは自由に動けるが、それ以上はできない、ということだ。

　だから、湊が桐ヶ谷の背後にべったりとはりつき、せっせと盗ぬすみ見と盗み聞きに励はげむのは、桐ヶ谷が署内にいる間のみだ。桐ヶ谷が署の外へ出ると、追いかけていけなくなるため、湊は諜ちよう報ほう活動を終しゆう了りようして秋森のもとへ戻もどってくる。

　近くに桐ヶ谷がいるときはそちらへ行くと言っても、一日の大半を幽ゆう霊れいと一いつ緒しよに過ごすのだから、心身に何らかの悪あく影えい響きようが出るだろう、と思っていた。

　ところが、今のところ、そんな気配はない。むしろ、逆だ。

　これまでは誰にも言えず、胸の中に溜ためるしかなかった大小様々なストレスを湊には話せるので、いつの間にか、ずいぶんと気が楽になっていた。それに、湊が秋森の目に見える範囲にいてもいなくても、憑かれてからは首筋のあたりが常にひんやりしているので、真夏の太陽の白いぎらつきや暑苦しさがかなり緩かん和わされるし、熱帯夜でもよく眠ねむれる。

　要するに、湊のおかげで、快適なのだ。何だか、冷風機能つきのカウンセラーを手に入れた気分だった。もちろん、取り憑かれたそもそもの理由を忘れて、吞のん気きに快適がっているわけではない。けれども、秋森は、桐ヶ谷がゲイである可能性は低いと思っている。仮に、湊の「ゲイの勘」とやらが正しかったとしても、署内にいる間は勤務中なので、それとわかる言動を取るほど馬ば鹿かではないはずだ、とも。

　だから、桐ヶ谷が同性と性的接せつ触しよくを持てる人間であろうとなかろうと、湊が望むような、セックスの交こう換かん条件にする脅迫材料など見つからないはずだ。

　湊は、二言目には「セックスがしたい！」だの「大きいペニスで思い切り突つかれたい！」だのと大声で騒ぐ迷めい惑わく幽霊ではあるものの、ほかに何か悪さをするでもない。人目がある場所では秋森に会話を強要したりしないし、官舎でテレビドラマに真しん剣けんに見入ったり、お笑い番組を見て笑ったりと、変に人間的なので、何だか妙みように憎にくめない。

　もしかしたら、このまましばらく「桐ヶ谷ゲイ疑ぎ惑わく捜査」を続け、いくら調べてもほしい証拠は出てこないとわかれば、しょんぼりと諦あきらめて、おとなしく成じよう仏ぶつしてくれるのではないか、とさえ思うようになっていた。

　──だが、そう都合よく事は運んでくれなかった。







　赤坂中央署は警視庁が管かん轄かつする百を超こす警察署の中では中規模署に該がい当とうし、建物内には食堂がある。なかなか美味うまい料理が出るので気に入っているが、ここ数日、秋森は食堂を利用しておらず、署から歩いてすぐの駅前商店街に通っている。

　それは、秋森と同化して、三食を楽しんでいる湊の希望だった。湊は甘いものが好きなので、美味いデザートが豊富な商店街の店を好むのだ。

　湊との奇妙な同居生活を始めて一週間が経たったその日は、「今日は、ジェラートのき・ぶ・ん！」とのことだったので、商店街近くの裏路地にある小さなイタリアン・レストランへ行った。そこで昼食をとり、署へ帰る途と中ちゆう、サイレンをうならせてどこかへ走っていくパトカーとすれ違ちがった。携けい帯たい電話が鳴らないので、大きな事件や事故ではないようだが、何だろうか、と思いながら署へ戻り、通用口から中へ入ったところで、副署長と行き合った。

「先ほど、パトカーとすれ違いましたが、何か、ありましたか？」

　まだ何かがあったわけではないのですが、と副署長は苦く笑しようする。

「何とか、というアイドルが『赤坂アクア』にお忍しのびで来ている、というデマが今、ツイッターで出回って、人が集まりはじめている、との通報があったんです。騒さわぎになっては面めん倒どうですので、念のため、交通整理に向かわせました」

　赤坂アクアは、署長室からもその姿が見える内陸型水族館だ。

　秋森は、そうでしたか、と頷く。

「ところで、署長。最近、何かいいことでもありましたか？」

「いえ、特には。でも、どうしてですか？」

「以前は、今日みたいな暑い日に外へ出られると、戻られたときには少し気け怠だるそうな顔になられていることが多かったでしょう？　ですが、最近はそうではないので」

「……特に何もないですが、強しいて言うなら、ようやく、夏の暑さに身体が慣れてきた、ということだと思います。毎年、こうなんです」

　本当のことなど到とう底てい、言えないので、曖あい昧まいにごまかして署長室へ入り、しばらく経った夕方近くの頃だった。署長室の壁をぬっと擦すり抜ぬけて現れた湊が、満面の笑えみを見せて叫さけんだ。

「署長サン！　やったよ、署長サン！　桐ヶ谷さん、やっぱりゲイだよ！」

　秋森が座る執しつ務む机の上でくるりくるりと舞まい踊おどる湊が言うには、捜そう査さ本部に詰つめていた桐ヶ谷は先ほど休きゆう憩けいを取り、屋上へ上がったそうだ。そして、プライベート用のスマートフォンで「篠しの田だ」という相手とメールのやり取りをしていたらしい。

　その文面をのぞき、湊は、桐ヶ谷がゲイである証拠をついに摑つかんだというのだ。




　──篠田　　　紀のり彦ひこ、離り婚こんしたぞ。パートナーは、やっぱり男がいいってさ。お前とよりを戻したいから、今の連れん絡らく先を知りたいそうだ。教えていいか？

　──桐ヶ谷　　冗じよう談だん。俺は、自分を捨てた相手とは、やり直さない主義だ。




「ね。僕の言った通りでしょう？　いくら何でも、紀彦なんて名前の女の人はいないもん！　これで、桐ヶ谷さんを脅迫できるね！」

　大きな目を嬉しげに輝かがやかせる湊の言う通り、変わった源氏名やキラキラネームにしても、「紀彦」などいう名の女はいないだろう。

　それでも秋森はまだ半信半疑のまま、「証しよう拠こ不十分だ」と返す。

「メールの内容をお前が覚えているだけじゃ、脅迫材料にはならない。あいつは性格のねじ曲がった二重人格者だって言っただろう。平然としらを切られたら、それで終わりだ」

「大だい丈じよう夫ぶ。桐ヶ谷さんのスマホ、さっき、こっそり盗んで、屋上に隠してきたから、気づかれる前に早く回収してきて。メールを削さく除じよしなかったのは確かめてるし、それを証拠として見せれば、バッチリだよ！　これで今晩、セックスできるね！」

「……お前が生きていた頃ころにはなかったものだから、知らないだろうが、ああいう機械には紛ふん失しつした際に中の情報を他人に見られないように、ロックを掛かける機能が」

「解除する番号、ちゃんとチェックしてるもん」

　秋森の言葉を遮さえぎって、湊が胸を張る。

「ボロっちいラブホの中だって、時代も情報もちゃんと進化するんだよ、署長サン。ホテルの人やお客が、使ってるの見てたら、それくらい、わかるから。馬鹿にしないでよね」

　空中から秋森を見下ろす湊の眼まな差ざしには、何やら邪じや悪あくな煌きらめきがあり、快適で涼すずしいと感じていた首筋の冷気が、少し寒々しくなったように感じた。

「……悪かった」

　つい謝ってしまった秋森は、湊に「早く、早く」と急せかされるまま、夕暮れ時の無人の屋上に上がり、ベンチの下の人目につかない場所に置かれていたスマートフォンを回収した。

　耳もとで湊が告げる数字を入力してロックを解除し、メールのアプリを起動すると、確かに聞かされた通りの文面が確かく認にんできた。

　信じられなかった。入庁してからのことはよく知らないが、学生時代はあれほど派手に女を食い散らかしていた男が、ゲイだったとは──。

　狐きつねにつままれたような心ここ地ちだったが、今まで楽観視していたぶん、突とつ如じよ突つきつけられた現実に、秋森は深く動どう揺ようした。

　桐ヶ谷が何を目指して警察官かん僚りようになったのかは知らないが、入庁六年目で早々と出世レースから転がり落ちたくはないはずだ。ばらす、と言えば、おそらく桐ヶ谷は条件を吞のむだろう。

　操みさおを立てたい相手がいるわけでもないのだ。自由になれるのなら、湊の要求を吞んでもいい。

　だが、桐ヶ谷にだけは抱だかれたくない。自分を裏切った男に組み敷しかれ、喘あえがされるなどまっぴらだ。しかし、拒こばめば身体からだを操あやつられ、署員や桐ヶ谷の前で「僕は童どう貞ていです！」と叫さけばされる。そんなことになれば、馬鹿にされ、笑われたりするていどではすまない。精神状態を疑われ、出世レースどころか、人生そのものが終了してしまう。

「署長サン。早く、桐ヶ谷さんを呼び出して、脅きよう迫はくしてよ。僕、絶対、今晩がいいからね！」

　どんなに嫌いやでも、もう覚かく悟ごを決めるしかない。

　悲鳴を上げて鼓こ動どうを速める心臓を宥なだめ、自分にそう言い聞かせたとき、鉄てつ扉ぴの開く音がした。

　屋上へ入ってきた桐ヶ谷が、スマートフォンを手にした秋森と目を合わせ、「ちょうど、よかった」と足早に歩み寄ってくる。

「拾ってくれたのか？　それ、俺のスマホだ。さっき、ここで休憩してたときに、落としたみたいで──」

　メールアプリは終了させていたが、液えき晶しよう画面の状態で、情報にアクセスされたことに気づいたらしい桐ヶ谷が、言葉を吞んだ。

「……どうやって、ロックを解除した？」

「偶ぐう然ぜん、数字が当たった」

　そんな答えを信じたはずもないが、桐ヶ谷は質問をべつのものにした。

「何か、見たか？」

　少し硬かたい顔で尋たずねてくる背後で、湊が「見たよ！」と答える。

「ほら、署長サン。何してるの。早く、脅迫、脅迫！」

　秋森は小さく息を吸い、スマートフォンを持ったまま、わずかに後あと退ずさった。

「桐ヶ谷」

「何だ？」

　これは脅迫なのだから、まどろっこしい前置きも言い訳も一いつ切さい必要ない。ちょうど、この瞬しゆん間かんに誂あつらえたかのように、辺りに人ひと影かげはない。

　──お前がゲイだと知っている。ばらされたくなかったら、今晩、俺を抱け。

　そう言えばいい、と頭ではわかっていても、舌がなかなか動かなかった。

「言いたいことがあるなら、言えよ、秋森」

　おそらく、桐ヶ谷は、不都合なことを知られてしまったと気づいているはずだ。しかし、怒おこるでも焦あせるでもなく、ただまっすぐに秋森を見つめてくる。

　その堂々とした態度に、秘密を勝手に暴あばいてしまったことや、これから自分がしようとしていることへの罪悪感を煽あおられた。

「……この前の在田の件、俺が捕つかまえてやったから、……俺のおかげで、お前はこの捜査本部の指揮官として大きな汚お点てんを作らずにすんだ」

「ああ、そうだな」

　いきなり変わった話の流れを訝いぶかしむような顔で、桐ヶ谷はそれでも頷うなずくと、湊が「ちょっと、署長サン！」と声を上げる。

「台詞せりふが違ちがうよ！　ゲイだとバラされたくなかったら、でしょ」

　騒さわぐ湊を、秋森は視線で「少し黙だまっていろ」と制す。湊は不満そうな顔をしつつも、宙に浮ういたままあぐらをかいた。少しの間黙っているポーズ、のようだ。

「……なら、俺に感謝してるよな？」

「ああ、してる」

　はっきりした声で返され、秋森はスマートフォンを握にぎる指先をかすかに震ふるわせる。

「だが、礼を一度も言われてない。本当に感謝してるんなら、態度で表せ」

「何をすればいい？」

「今晩、俺を抱け」

　ひどくみっともない言い種ぐさだが、それでも脅迫という犯罪行こう為いよりはマシに思えた。いくら相手が桐ヶ谷でも──いや、桐ヶ谷だからこそ、そんなことはしたくない。

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、桐ヶ谷は首をかくりと傾かたむけた。

「……それ、俺とセックスがしたい、ってことか？」

「ほかにどう聞こえる」

「なあ、秋森」

　首を元の位置に戻もどした桐ヶ谷は、長い脚あしを前へ踏ふみ出し、秋森のすぐ前に立つ。

「お前、もしかして、俺に、つき合おうって言ってるのか？」

「そんなわけあるか。どういう耳をしてたら、そう聞こえるんだ？　この変態妄もう想そう野や郎ろう」

「まあ、変態ちっくな妄想が好きなのは、否定しないがな」

　桐ヶ谷が、ふと笑って肩かたをすくめる。

「だけど、お前のお堅かたいその頭の中じゃ、セックスは恋こい人びとか夫ふう婦ふでしかしない、というか、しちゃいけないものだろ？」

　かつては親友だと思い、心の中のほとんどのことをさらけ出してきた男だ。はっきりとそう告げたりはしていないけれど、言動の端はし々ばしから感じとっていたのだろう。

　桐ヶ谷は、強い確信を持った声こわ音ねで問いかけてくる。

「……それとこれとは、関係ない。これは、今晩一回限りの、明日には俺の記き憶おくから消えてることだからな」

「わけがわからん。ちゃんと説明しろよ、秋森」

「理由はわからなくていい。キャリアの汚点になるところを助けてやったんだから、黙って俺の要求を吞め、桐ヶ谷」

　拒むような雰ふん囲い気きはない。そのくせ、桐ヶ谷はなかなか首を縦に振ふらない。

　湊が痺しびれを切らす前に承しよう諾だくさせたくて、秋森は「つべこべ言わず、さっさとＯＫしろよ」と早口に迫せまる。

「色気のない迫り方だな」

「これは取引だ。そんなもの、必要ない」

「だけどな、秋森。あんまり色気がないと、勃たつものも勃たない」

　秋森の顔をのぞきこみ、桐ヶ谷は囁ささやく声音で言う。

　その背後で、それまで大人しく黙っていた湊が「それは困るよ！　困るよ、署長サン！」と抗こう議ぎの声を上げる。

「抱いてほしいときには、普ふ通つうはもっと可愛かわいらしく、甘えてお願いするものだ」

　そう告げた桐ヶ谷の指の背でふいに頤おとがいをすくい上げられ、一瞬、吐と息いきが跳はねた。

「抱け、じゃなくて、抱いて、って言ってみろよ、秋森。そしたら、すぐＯＫしてやるから」

　今まで一度も見たことのない、雄おすそのものの眼差しで刺さされた肌はだが、一いつ斉せいに粟あわ立だった。　>>>♥

　要求しているのはこちら側のはずなのに、捕ほ食しよく者に捕とらえられた獲え物もののような気分にされ、男としての敗北感を無む性しように覚えた。けれど、そのことに狼ろう狽ばいする暇ひまもなく、湊がいきなり秋森の身体の中へ入りこみ、口を勝手に動かした。今晩、抱いて、と。







　捜そう査さ本部が設置されている間は、毎日朝晩二回の捜査会議がおこなわれる。幸か不幸か、特に動きのなかったその日の会議はすぐに終わり、秋森も桐ヶ谷も二十時には署を出た。ただ、桐ヶ谷は一度警視庁へ戻らなければならない用があるというので、ホテルで待ち合わせることにした。

　待ち合わせたのは赤坂中央署の管かん轄かつ外の、しかし何かがあったときにすぐに署へ駆かけつけられる港区のホテルで、選んだのは桐ヶ谷だ。望んで抱かれるわけではないので、桐ヶ谷に「こういうことは、男側が準備するものだ」と言われたときには少々むっとしはしたが、これも破は廉れん恥ち浮ふ遊ゆう霊れいを成じよう仏ぶつさせるためだと思い、我が慢まんした。

　念願のセックスができる悦よろこびで、すっかり舞まい上がっている湊の指示に従って、薬局でラブローションを買い、指定されたその部屋へ向かう。

　入ってみると、そこは大きなダブルベッドが置かれた広々とした部屋だった。スイートというほどではないが、一夜の情事のために取る部屋にしては豪ごう華かすぎる気がした。

　桐ヶ谷の金銭感覚に呆あきれつつ、秋森は抱かれる準備を始めた。正確には、嬉き々きとした状態で身体を動かしていたのは、部屋に入った時点で秋森と同化した湊だ。

　シャワーを浴び、バスローブを羽織ってベッドへ上がり、ヘッドボードに上半身をもたせかけて、足を大きく開く。そして、湊はサイドテーブルに置いていたラブローションのボトルをいきなり手に取った。秋森はぎょっとして「おい」と声を上げる。嫌いやな予感がした。

「何するつもりだ」

『何って、お尻しりをほぐしておくに決まってるでしょ』

　自分の声が、自分の問いに答える。何度経験しても、奇き妙みような感覚だ。

『一度っきりのことだから、一分でも時間を無む駄だにしたくないんだよ。桐ヶ谷さんが来る前に、あるていど準備をすませておけば、そのぶん、早く、桐ヶ谷さんのペニスを挿いれてもらえて、長くセックスを愉たのしめるでしょ』

　言いながら、ボトルの蓋ふたを開けようとする湊に、秋森は必死で抵てい抗こうする。

「やるんなら、バスルームへ行け。ここじゃ、もし、途と中ちゆうであいつが来たら、丸見えだ」

『べつにいいでしょ。セックスする相手なんだし』

「よくない。全然、よくないぞ、湊」

『えー。何でぇ？』

「セックスとオナニーはべつものだからだ」

『べつかなあ？』

「べつだ。俺はあいつに、オナニーをしているところは死んでも見られたくない。お前にとっては今晩きりのことでも、俺はこれからもあいつと嫌でも顔を合わせなきゃならないんだぞ。オナニーを見られた屈くつ辱じよくを抱かかえて、あいつと顔を合わせるのはごめんだ。やるんなら、見られないよう、バスルームへ行け」

『はいはい、わかりました』

　もう、潔けつ癖ぺき症しようなんだから、とぶつぶつとこぼす湊の意思に動かされ、秋森はベッドを降りる。

「湊。それから、言っておくが、俺の声で妙みようなことを言ったりするなよ」

『妙なことって？』

「……お前がいつも言ってるようなことだ」

『大きいペニスでお尻ずぽずぽされたいとか？』

「そうだ。俺の口で、そういうことは、絶対に言うな」

　秋森は、放つ語調を荒あらくする。この世で最も嫌きらいな男に、そんな卑ひ猥わいな台詞で甘える自分を想像しただけで、舌をかみ切りたくなる。

『でも、言わなきゃ、してほしいことをしてもらえないじゃない。ただ突つっこまれて、出されて終わりの味気ないセックスじゃ、僕、成仏できないよ』

「お前のしたいことは、もう散々聞いて、知ってる。俺が言う」

『えー。署長サン、恥はずかしがって、伝えられないんじゃないの？』

「そんなことはない。ちゃんと言える」

『本当にぃ？』

　疑わしそうに、湊は語ご尾びを撥はね上げる。

「本当だ」

『じゃあ、とりあえず署長サンに任せるけど、桐ヶ谷さんが来たら、すぐに言ってよね。ちゃんと全部言ってくれなかったら、僕が言うからね』

「ああ、わかった。約束する。だから、お前も約束を守れよ」

『守るけど……』

　けど、何だ、と秋森は声を尖とがらせて警けい戒かいする。

『無意識で出ちゃう言葉は、許してよね。それは、仕方ないもん』

「……無意識で出る言葉って？」

『感じてるときの喘あえぎ声』

　それは確かに、自分の意思では制せい御ぎよできないことだ。駄だ目めだと首を振ってみたところで、湊自身にもどうにもできないだろう。

　しかし、だからと言って許可もしがたい。十三年間のラブホテル住まいのせいなのだろうが、湊の語ご彙いには安っぽいアダルトビデオの台詞せりふめいたものが多い。自分の声で「いやあん、死んじゃう」などと悶もだえられるのは、耐たえがたい屈辱だ。

『今まで、署長サンが怖おじ気づいて、何か自棄やけを起こしたら困ると思って黙だまってたんだけど、桐ヶ谷さんのペニス、もうすっごく大きいんだよ。下着から出すときなんて、ぼろんって音が聞こえそうなくらい！　あんなので突かれたら、僕、きっとすぐ、正気を保っていられなくなると思うんだ』

「……何で、あいつのサイズなんか知ってるんだ、お前」

　湊はしれっと「トイレで何度ものぞいたから」と答える。

『初めて見たとき、思わず「うわ！」って声に出しちゃったくらいびっくりしたんだけど、普通であの大きさだと、勃ぼつ起きしたら、どれくらい大きくなるのかなあ』

　湊は両りよう頰ほおに手を当て、秋森の身体からだをくねらせた。

「俺の身体で、くねくねするな」

　言って、両手を頰から引き剝はがしたとき、部屋のドアが開いて、桐ヶ谷が入ってきた。

　こんな季節なのに、嫌いや味みなほど優美に三みつ揃ぞろいのスーツを着こなしている男は、秋森を見て、片かた眉まゆを撥ね上げた。

「やる気満々な格好だな、秋森」

　はだけたバスローブの前から性器を丸出しにした格好で、手にはラブローション。そして、行く手にはバスルーム。

　何をしようとしていたか、一いち目もく瞭りよう然ぜんの姿を眺ながめやり、桐ヶ谷は淡あわく苦く笑しようする。

「俺が来るのを待たずに、先にひとりで始めるつもりだったのか？」

「……手続きの短縮だ」

　本心では顔から火を噴ふきそうなほどの羞しゆう恥ちを覚えていたが、秋森はどうにか平静を保つ。

「何だよ、手続きの短縮って」

「今、八時過ぎだから、お前とやれる時間は三時間しかない。その間にいかせてもらわないと困るから、自分でできる準備は自分でやろうと思っただけだ。人を好きものみたいに言うな」

　署長は、任期中は管轄外に出ないのが原則だが、生活をしているとそうもいかないことも出てくる。だから、まったくの禁止ではないが、あまり褒ほめられた行動でもないし、外出時には行き先や理由を明確にしておかねばならない。秋森は出てくる前、副署長に友人と食事をしてくるので、帰りは少し遅おそくなる、と告げていた。

「そういうわけで、俺には三時間しかない。だから、先にお前にしてほしいことを伝えておく」

　ただし、と秋森は声を強くする。

「そうしてほしい理由は訊きくな。……それから、基本的に今日の俺はおかしい」

「まあ、確かにな」

　合いの手を入れて笑った桐ヶ谷を、秋森は「黙って聞け」と睨にらむ。

「始めたら、俺は何か妙なことを口走るかもしれないが、今晩限りのことだから、気にするな。それから、この部屋から出たら、ここで聞いたことも、見たことも、忘れてくれ」

　了りよう解かい、とでも言うように、桐ヶ谷は肩かたをすくめ、先を促うながす。

「……俺は女じゃないから、まどろっこしい前ぜん戯ぎはいらない。手っ取り早くほぐして、できるだけ力強く速く、奥まで突いて……ほしい」

　秋森はこの一週間、散々聞かされ続けてきた湊の希望を、瞼まぶたを伏ふせて伝えた。

　一秒でも速く言い終えたかったので、本当は一気にまくし立てたかった。だが、色気がない、と抗こう議ぎされれば、湊が出てきて勝手に喋しやべり出すかもしれない。そんな事態を避さけるため、色気の出し方などわからないまま、とにかくそれらしさを装った。

「挿そう入にゆうして動いている最中には、必ず、前も一いつ緒しよにさわってくれ。それから、俺は病気は持ってないから、コンドームは使わずに、中に……、た、たくさん出してほしい。それを泡あわ立だてながら、俺が射精するまで突いて……、できれば、俺のタイミングに合わせてくれ」

「注文の多いシンデレラだな」

　ふいに伸のびてきた手にバスローブの前を広げられ、あらわになった乳ち首くびの片方を指の腹にそっと載のせられた。

「……っ」

「女よりもずっと、男のための身体だな、秋森。こんなにいやらしい、あからさまに男をさそう色をした乳首や性器は、女でも持ってないぞ」

　冷静なときに耳にしていれば、侮ぶ辱じよくを受けたと腹立たしく思っただろうが、今はそんな余よ裕ゆうなど持てなかった。乳首を根元からくいくいと持ち上げられる奇妙な感覚に肌はだが火ほ照てり、思考も吐と息いきもかき乱されたのだ。

「ん……っ」

　いつもはそこに存在していることすら忘れているし、たとえ何かが当たったとしても特に何とも思わなかった。なのに、桐ヶ谷の指でほんの少しいじられただけで、どうしてこんな気分になるのか、不思議だった。もしかしたら、湊と同化しているせいだろうか。

　何だか堪たまらない、ぞわぞわした感かん触しよくを生み広げる指から逃のがれたくて、肩をよじろうとした寸前、乳頭をつまみ上げられた。

「──あっ」

　つきんとした痺しびれを感じ、反射的に腰こしを引いた瞬しゆん間かんだった。その中央で垂れていたペニスがゆるく勃たち上がり、中ちゆう途と半はん端ぱな角度で上下にふらふら揺ゆれた。まさに、男を誘さそうような卑猥さに秋森は狼狽うろたえ、淫みだらにしなるそれを咄とつ嗟さに両手で覆おおい隠かくした。

「なあ、秋森……」

　耳もとへ唇くちびるを寄せてきた桐ヶ谷が、指で挟はさんだ乳首をくりくりとねじり捏こね、秋森の名を呼ぶ。何かを問いかけようとしている息いき遣づかいだ。

「質問はなしだと……、言っただろう。よけいなことは何も言わずに、早く俺を、だ……、いてくれ」

　掌てのひらの下で陰いん茎けいがぐんぐん熱を帯びて硬かたくなってゆくのを感じながら、秋森は乞こう。

　どんなに不本意でも、恥はずかしくても、逃にげ出すわけにはいかないのだから、せめて少しでも早く行こう為いを終えて、帰りたい。

「ああ。だけど、ひとつだけ、聞かせてくれ。お前、誰だれかに抱だかれたことがあるのか？　俺以外の誰かにも、こういう頼たのみ事をしたことがあるのか？」

「……質問がふたつだ」

「答えろ、秋森」

　このセックスで要求している側は自分のはずなのに、やはり桐ヶ谷のほうがまるで支配者のような顔と声こわ音ねだ。むっとすると言うよりも、堂に入った雄おすの姿に気き後おくれめいたものを感じ、うつむいて「どっちも、ない」と答えた直後、突とつ然ぜん、身体が空に浮ういた。

　湊の仕し業わざではなく、桐ヶ谷に横よこ抱だきにされているのだとわかるまで、数秒かかった。

「──な、何するんだ。下ろせ、馬ば鹿かっ」

「ムード作りくらいさせろよ。もう何も訊かないし、お前の望む通りのことをするから」







　運ばれたベッドの上へ下ろされると、ラブローションのボトルを取り上げられ、バスローブを脱ぬがされた。自分は全ぜん裸らで、もう勃起もしているけれど、桐ヶ谷は髪かみの毛の一筋すら乱れていない、紳しん士し然とした三つ揃い姿のままだ。その大きすぎる差に居たたまれなさを覚え、秋森はつい身じろいで、桐ヶ谷に背を向けた。

　桐ヶ谷は何も言わなかった。代わりに、スーツを脱ぎ捨てる衣きぬ擦ずれの音がした。

　少しして、桐ヶ谷もベッドに上がってきた。桐ヶ谷の重みのぶんだけマットレスが沈しずんだ振しん動どうに小さく息を詰つめたとき、桐ヶ谷が「舐なめていいか」と言った。

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか、わからなかった。眉を寄せて仰あおのいた拍ひよう子しに、自分の足もとで膝ひざ立ちになっていた男の下か肢しが視界に飛びこんできて、秋森は心の底からぎょっとした。

　人のことを言えた義理ではないが、まだほとんど何もしていないような状態なのに、桐ヶ谷のペニスも隆りゆう々りゆうといきり立って、天てんを衝ついていた。

　凶きよう器きにしか思えない角度と太さで肉厚のえらが張り出している亀き頭とう。その下に続く赤黒い幹も冗じよう談だんのように長大で、幾いく筋すじもの血管が浮いて脈打っている。そして、見た目にもずっしりと重たげな陰いん囊のう。

　湊が言っていた通り、本当に大きい。知的な優美さを誇ほこる男が、極ごく上じようのスーツの下から出したものとは思えない、卑ひ猥わいこの上ない猥わい褻せつ物だ。一見、魅み惑わく的な外見とは裏腹の本ほん性しようを映し出したかのような、どこか悪あく魔ま的にも感じられる巨きよ大だいさに、秋森は眩暈めまいを誘われる。

　実じつ践せんでは未使用であることをのぞけば、何の欠けつ陥かんもないつもりだった自分のペニスの形状に、どうしようもない敗北感を覚えてしまった秋森の両りよう膝ひざに手を掛かけ、桐ヶ谷がまた同じ質問を繰くり返す。

「秋森、舐めていいか？」

　肌を撫なで回す指先の動きの粘ねばり具合で、今度は目的語の省かれたその言葉の意味を理解できた。桐ヶ谷は、秋森の後こう孔こうを、ローションではなく、自分の舌でほぐすつもりなのだ。

「変態」

　口からは咄嗟に本音がこぼれ出てしまったが、脚あしが勝手に開いていった。

　聞かされた「したいことリスト」には載っていなかったが、どうやら、湊はこの行為を望んでいるらしい。ちぐはぐになってしまった己おのれの言動を、秋森は「勝手にしろよ」と呟つぶやきを足して、ごまかした。

「ああ。そうさせてもらおう」

　雄の色いろ香かがしたたり落ちてくるような艶えん然ぜんとした笑えみを見せたかと思うと、桐ヶ谷は秋森の脚をさらに大きく広げ、その間に身を屈かがめた。

　大開きの会え陰いん部ぶに顔を突っこんできた桐ヶ谷は、窄すぼまりの表面をくるりと撫でたあと、そのふちに置いた二本の指先に力を込め、肉にく襞ひだをゆっくりと開いた。

「……ぁっ」

　自分ですら見たことのない秘所を暴あばかれ、剝むき出しになった入り口の粘ねん膜まくに男の吐息や視線を感じ、膨ふくれ上がる羞しゆう恥ち心しんで眦まなじりがじわりと熱くなってゆく。

「こっちも、乳首やペニスと同じで、信じられないいやらしさの色つやだな」

「っ。いちいち……っ、そんな、こと、言う──ああぁっ！」

　ひくひくとわなないていた肉環の周しゆう縁えんをぐるりと這はった舌が、強い力で環わの内側へ潜もぐりこんできた。

「ひぁっ。あ、あ、あ……っ。や、ぁっ」

　やわらかいのに硬い弾だん力りよくがあり、熱とぬめりをもったものがぬろぬろと体内へ侵しん入にゆうしてくる凄すさまじい異物感に、秋森は思わず腰を跳はね上げた。けれども、そうすることで自分の陰部と桐ヶ谷の顔がより密着し、中をえぐる舌をさらに深い場所で感じるはめになった。

「ああぁっ」

　桐ヶ谷の舌は、隘あい路ろに唾だ液えきを流しこんで潤うるみを広げながら内ない壁へきを這い、強ごう引いんな侵入者に怯おびえて震ふるえる媚び肉にくをねろねろと舐め啜すすった。

　生まれて初めての強きよう烈れつな感触に、秋森はシーツをかきむしって身み悶もだえた。

「やっ、……や、め……っ。あっ、あっ、ああぁっ」

　本能が異物を押し出そうとして肉襞を収縮させればさせるほど、舌は狭せばまる路みちの奥へぐいぐいと入りこみ、濡ぬれた内壁を速い動きで叩たたき、れろんれろんと擦こすり舐めた。

「ああっ……、あっ、ひ、ぅ……っ」

　粘膜を啜り上げる強さで舐められ、じゅぼじゅぼと響ひびく淫いん猥わいな水音と共に肉環を何度も突かれるうちに、そこから迫せり上がってくるものが羞しゆう恥ちや異物感だけではなくなっている。

　手足の先へ走る甘い痺れ。腰に溜たまって、張りつめてゆく熱。胸の内側で膨らむ、息苦しい焦しよう燥そう感かん。

「……あっ、あ、あ、ん！　……あぁんっ！」

　自分の口からもれたものとは思えない、甘ったるい声に驚おどろき、咄嗟に首を起こしたとき、自分の下腹部の様子に気づき、秋森は息を吞のんだ。

　いつの間にか、腹部にはりつくほどに反り返ったペニスが真っ赤に腫はれて、ひくんひくんと苦しげに揺れている。そして、くっぱりと開いた先せん端たんの秘ひ裂れつからは、透とう明めいに光る淫液がたらたらと糸を引いてしたたり落ちていた。

「あ……」

　秋森はシーツに爪つめを立てて、声を震わせる。セックスがしたくてたまらない病を患わずらっている破は廉れん恥ち幽ゆう霊れいと同化しているせいなのか、この歳としまで性的経験がない自分の身体からだが秘ひめていた欲よつ求きゆう不満のせいなのか、あるいはその両方のせいなのかはわからない。

　何にせよ、桐ヶ谷に後孔を舐められて、快感を覚えているのだと認めざるを得ない証しよう拠こを目にして狼狽えた直後、ふいに桐ヶ谷の手が陰囊へ伸のびてきた。

　隘路の媚肉をぬちぬちと舐められながら、快感にひくついていた蜜みつの袋ふくろをきゅっと捏こねられ、感電したような痺れが全身に走った。秋森はひとたまりもなく、空を高く蹴けって陥かん落らくした。

「──あっ！　あああぁっ！」

　下腹部で躍おどりしなった勃ぼつ起きから、白はく濁だくがびゅしゅりとしぶき、シーツを汚よごす。

「あ……、は……、あ、ぁ……」

　爪つま先さきをぴくんぴくんと痙けい攣れんさせて射精の余よ韻いんに震えていると、桐ヶ谷が後孔から舌を抜ぬき、上半身を起こす。

「お前、ああいう声で啼なくんだな」

　揶揄からかっているというよりは、どこか知らなかったことを知った嬉うれしさを感じるような声音が降ってきて、秋森は返事に戸と惑まどう。

　どう答えればいいか迷った秋森の乳ち首くびを、桐ヶ谷がふたつ同時につまんだ。

「──やぁっ」

　硬かたく凝しこっていた肉にく粒つぶの芯しんを押しつぶされる甘美な刺し激げきを、敏びん感かんになっている身体が悦よろこび、萎なえたペニスの先からぴゅるんと淫液を細く撒まいた。

「お前の乳首、お前と一いつ緒しよだな」

　ぴんと勃たち上がった乳頭の表面を指先でこりこりと引っかいたり、右へ左へと強く押し倒たおしたり、突とつ起きが孕はらむ弾力を確かめる手つきでそこをもてあそびながら、桐ヶ谷は笑んだ。

「……んっ。どう、いう……意味……っ、あっ、んっ」

「そこいらの女よりずっと美び麗れいで、つんつんしてて、硬い」

「……何だ、それ」

「褒ほめ言葉だ」

　桐ヶ谷はあでやかに笑んで、秋森の乳首を指の腹で押しつぶしてぐにぐにとこね回す。

「あっ、ん」

「なあ、秋森。俺に舐められるの、気持ちよかったか？」

　経験はなくても、いきなり後孔を舐めしゃぶられることから始まるセックスが普ふ通つうでないのはわかるので、それを認めるのは癪しやくだった。

　けれども、意地を張った答えを返すのは得策ではない。もうその気がなくなった、と桐ヶ谷の機き嫌げんを損そこねるかもしれないし、そうなれば湊が自分の身体で何をしでかすかわからない。

「……よかった」

　仕方なく、小声で呟いた瞬しゆん間かんだった。秋森の脚の間で膝立ちになっていた桐ヶ谷の赤黒いペニスがぶるんと凶きよう暴ぼうに脈打って猛たけりを増し、先走りを滴したたらせた。

　目の前で非常識な太さへの変化を見せられ、困こん惑わくを覚えたせいだろうか。ちょうど陰いん毛もうの淡あわい茂しげみに落ちかかってきた桐ヶ谷の粘りついた欲よく情じようを、ひどく熱いと感じた。

「っ、あ……」

　わけのわからない焦燥感を覚え、ふいにどこかへ逃にげたくなって、よじろうとした腰こしを大きな手で摑つかまれる。そしてそのまま、ほどこされた舌淫でほころんでいた窄まりへ、巨大な杭くいの切っ先を宛あてがわれた。

　表面の皮ひ膚ふや、硬い熱ねつ塊かいを押し当てられた衝しよう撃げきでめくれあがった入り口の媚肉をじゅっと灼やかれ、秋森は驚いた。

「──なっ。やっ、や、やめ……っ」

　桐ヶ谷の舌で、もうたっぷりと濡らされてはいても、あまりにいきなりすぎる気がした。

　初めてのことである上に、桐ヶ谷のペニスは何かの冗じよう談だんのように大きい。あんな馬ば鹿かげたサイズの猥わい褻せつ物を受け入れる準備を、自分の身体がちゃんとすませたのかどうかわからず、秋森は怖こわくなってベッドの上へと後ろ手に逃げた。

「落ち着け、秋森。いくら何でも、このまま挿いれたりはしない」

　桐ヶ谷は一いつ旦たん、怒ど張ちようから手を離はなし、秋森を宥なだめるように内うち腿ももを撫でる。

「中を、俺ので濡らすだけだ」

「……ぬ、濡らす？」

「ああ。どうせ一晩きりのことなら、ローションより、俺の精液でお前の中を濡らしたい」

　真顔でそう告げ、桐ヶ谷は逃げた秋森の腰を引き戻もどす。

「出すから、入り口、広げてくれ」

　ベッドに上がってすぐの行動が局部へ顔を突つっこんでの尻しりの孔あな舐なめで、その次がそこを狙ねらい撃うっての精液の流し込み。

　破廉恥幽霊に取り憑つかれてのこととは言え、自分が口にした要求もずいぶんおかしいものなので、人のことが言えた義理ではないが、桐ヶ谷のセックスはどうも普通ではない気がする。

「……桐ヶ谷。お前、もしかして本物の変態か？」

「中に出して、泡あわ立だててくれ、って最初にねだったのは、お前だぞ？」

　桐ヶ谷は唇くちびるにやわらかい笑えみを乗せ、「早く」と秋森を促うながした。

「……だけど、まだ挿れない、んだろう？　そういうのは、な、中出し、とは言わないんじゃないのか？」

「心配するな。挿れたあとにも、ちゃんと出してやるから。俺はたった一回で、空になったりしない」

　もう一度「ほら」と促され、秋森はそうする以外にどうしようもなくて、桐ヶ谷の指示通りに両手を脚あしのつけ根へ伸ばし、後こう孔こうの襞ひだを左右に広げた。くちゅりと水音がして、窄すぼまりが口を開く。そこに外気を感じて、中の肉がちらりとのぞいているのがわかる。

　桐ヶ谷は血管が隆りゆう起きした太い幹を扱しごき、上下にぶるんぶるんと揺ゆれる尖とがった先端で、開いた肉環の表面を舐なめるようにつついた。

　そこをねろねろと嬲なぶられるたび、蕾つぼみの全体がぐちゅんとひしゃげたり、ほんの少し中へめりこんだ亀き頭とうの先に粘ねん膜まくを擦られたり、肉環のふちをひっかけられたりして、たまらなかった。

「あっ！　あ、あ、あ……っ。あぁっ！」

　明らかな歓かん喜きの炎ほのおが全身へと燃え広がり、胸が苦しくなった。

　乳首がじんじんとした疼うずきを孕はらみ、恥はずかしいほどに高く空へ突き出している。達したばかりのペニスも再び硬こう度どを宿して勃ちあがり、根元からぴくぴくとしなり揺れて痙けい攣れんを繰くり返す。

　強い愛あい撫ぶを求めてわなないている乳首やペニスをどうにかしたかったけれど、今は両手が使えない。後孔の表面を雄おすの切っ先でぬるんぬるんと速い速度で擦こすられるのは、気持ちがいいが、高みへ導いてくれるほど強きよう烈れつなものではない。

　桐ヶ谷に早く出してもらい、両手を自由にしたかった。その一心で、秋森は腰を大きくくねらせ、腫れたペニスを腹部でぷるんぷるんと振ふり回してのたうった。

「も、や……っ。あっ。あ……っ。は、ぁ……。早くっ！　桐ヶ谷、早く……！」

　叫さけんだ刹せつ那な、亀頭の動きがとまり、その先せん端たん部分が窄まりの中央へ強く押し当てられる。

「ひぁっ」

　ほんのわずかではあったが、今までよりも深い部分に他人のペニスの熱を感じ、秋森は背を仰のけ反らせた。

「秋森、今、出すから。しっかり、吞みこめよ」

　頭上で声がすると同時に、体内へ熱い奔ほん流りゆうがどっと流れこんできた。

「──ひぅ。あ！　あああ！」

　大量の粘ねん液えきが、内ない壁へきをにゅるんにゅるんと舐め叩たたきながら、奥へ奥へと流れこんでくる。内部のあちこちで跳はね返ってしぶき上がっているような、びゅうびゅうと音が聞こえそうに凄すさまじい勢いと量だった。

　腰こし骨ぼねが溶とかされてしまいそうな、その感覚。ペニスでそこを激しく貫つらぬかれる衝撃よりも先に、精液を撒かれて濡ぬらされることを知ってしまった背徳感。

　それらは混ざり合い、悦えつ楽らくのさざ波となって秋森の脳のう髄ずいを侵おかした。

「あ、あ、あ……っ」

　目が眩くらんだと感じた瞬間には、秋森はもう二度目の絶頂を迎むかえていた。いつの間にか離していた手でシーツに爪つめを立て、ペニスの秘ひ裂れつからぴゅろぴゅろと白い蜜みつを撒き散らしていた。

「つんつんしているときには色気も可愛かわいげもがないが、そうやってよがってると、男殺しの色っぽさだな」

　桐ヶ谷は笑って言うと、荒あらく肩かたを上下させる秋森から身体からだを少し離した。

　あれほど大量の射精をしたばかりなのに、桐ヶ谷の赤黒いペニスはほとんど容積を変えずにぬらぬらとした光をまとってそそり立っていた。

『男殺しは、その馬みたいなペニス──』

　突とつ然ぜん、勝手にしゃべり出した湊に驚おどろき、秋森は反射的に両手で口を塞ふさいだ。

　湊はそれ以上、話そうとはしなかったけれど、ふりそそぐ訝いぶかしげな眼まな差ざしが肌はだに痛かった。

「なあ、秋森。お前、三十目前にして、夏デビューでもするつもりなのか？」

「……質問はなしだと言っただろう。早く、続きをしろ」

「可愛くなったり、つんつんしたり、忙いそがしい奴やつだな」

　淡く苦く笑しようして、桐ヶ谷は秋森のペニスを左手で握にぎり、潤うるむ秘裂を指先でくりくりとくじりはじめた。

「──あ、んっ」

「後ろもそうだが、こっちの小さい孔あなも触さわるときゅうきゅう吸いついてくるな」

　最初に触ふれるときには、もう少しべつの触り方があるだろうに、なぜ桐ヶ谷の行こう為いはこうもいちいち変態的なのだろうか。

　さすがに一言言いたくなったけれど、放とうとした抗こう議ぎは言葉にならなかった。桐ヶ谷の右手の指が何の前まえ触ぶれもなく、秋森のぬかるむ秘所をぬぷんと突き刺さしたからだ。しかも、その一ひと突つきは、舌より深い場所に潜もぐりこむ途と中ちゆうにやすやすと、秋森の愉ゆ悦えつの壺つぼを探さぐり当てた。

「──ひぁんっ」

　快感が凝こごったようなその場所をごりごりと擦られた瞬間、腰があからさまに浮うき上がり、男の手の中でペニスがびちびちと跳ねた。

「すごい反応だな。指が引きちぎられそうだ」

　凄せい艶えんな笑みをしたたらせ、桐ヶ谷は指を速い速度で、大きく抜ぬき挿さしする。

「ああぁっ！　あっ、や、ぁ……んっ！」

　濡れそぼつ隘あい路ろをぬっ、ぬっと指で突き刺され、時にはぐるぐると搔かき回されながら、ペニスの割れ目を小刻みにいじられ、秋森はおかしくなりそうだった。

「あっ、あっ、あ……っ！　く、……ああっ」

　もともと舌でほぐされていた内部は、弱みを捏こねくり回されて瞬またたく間にぐずぐずととろけていった。そして、爛らん熟じゆくした肉襞を突き刺す指も、すぐに二本、三本と増えてゆく。

「あ、ぅ……っ。ああっ、や……っ！　桐ヶ谷……っ、も、う……っ」

　内壁を激しく擦り立てる動きに乗って、流れ出てきた泡あわ混まじりの白はく濁だくが、桐ヶ谷の指の間からぴゅっ、ぴゅっと飛び散っているのを感じる。

　淫みだらな雫しずくは、秘裂をほじられている秋森のペニスからもたらたらと漏もれている。

　前でも後ろでもたまらない歓喜が渦うず巻まいて、秋森は腰こしを躍おどらせて悲鳴を上げる。

「──ああっ！　も、だめ……、だっ。桐ヶ谷っ！」

　もし湊にそうされたら、許しがたいと思っていたけれど、これ以上この甘美な責めを続けられると、自分で「あぁん、死んじゃう」などと譫うわ言ごとを口走ってしまいそうだった。

　だが、だからと言ってどうしたらいいのかまるでわからず、秋森はただ腰を振って煩はん悶もんした。

「もう、もたないか？」

　降ってきた問いかけに、涙なみだを浮かべて頷うなずくと、桐ヶ谷の指がすべて、ぱっと秋森の身体から離れた。

「──え？」

　あまりに唐とう突とつな喪そう失しつ感かんと深い失望に襲おそわれ、秋森はおろおろと狼狽うろたえた。

「……な、何するんだ、馬鹿」

　混乱するあまり、そんな間ま抜ぬけな言葉がぽろりとこぼれ出た。

「馬鹿はないだろう、お前のためなのに」

「……俺の、ため？」

「ああ。お前、自分がイくタイミングと合わせて、中出ししてほしいんだろ？」

　言って、桐ヶ谷は凶きよう器きの形をした勃ぼつ起きを、秋森のそこへ押し当てた。

　中がごまかしようもないくらいとろけているのは自分でもはっきりとわかるが、あんなにも太々と凶きよう悪あくに張り出した亀頭の笠かさを吞のみこめるのだろうか、と不安になる。

「──ぁ」

　肉の環わを引き伸のばそうとするどっしりとした重量を感じ、秋森は指先を震ふるわせる。

「挿いれるぞ」

　ぐぽ、と襞を先せん端たんで掘ほりこまれた瞬しゆん間かん、秋森は「怖こわい」と叫ぶ本能に従って、腰を大きく引いた。体内にわずかだけ埋うまっていた亀頭がぬぽんと襞を勢いよくまくり上げて抜け、奥に響ひびいたその振しん動どうで秋森は小さく喘あえいだ。

「あっ、ん」

「おい、動くなよ、秋森」

　窘たしなめる口調で言って、桐ヶ谷はまた先端をぬぽりと埋めこむ。そして、秋森もまた腰を引く。

　抜け出た亀頭を、桐ヶ谷は今度は少し強く、深く沈しずめる。肉環がぐいぐいとどこまでも押し広げられてゆく感覚が恐おそろしく、秋森は一番太い部分が埋まってしまう前に、腰をくねらせて上へと逃にげる。

　ぬるつく切っ先が襞ひだに刺さっては抜け、抜けては刺さる。肉環の襞も、内へ外へとひっくり返る。そんなことを三回繰くり返したとき、湊が焦じれて「もう！」と声を高く放った。

「あのなあ、秋森。そう言いたいのは、こっちだぞ」

　微び苦く笑しようして、桐ヶ谷は秋森の頰ほおにそっと手を置く。

「入らないのは、お前が動いて、逃げるせいだからな」

「……わ、わかって、る」

「秋森。怖いか、俺が」

　親指の腹で目の下をそろりと押しなぞり、桐ヶ谷は問う。

　頰を包みこむ大きな手、すらりと伸びた長い指、優やさしい体温。触れ合った肌の向こうから、跳ねる鼓こ動どうを穏おだやかにする何かが流れこんでくる気がして、秋森は戸と惑まどった。

「……お前が怖いんじゃない。お前の、非常識な持ち物が不気味なだけだ」

　ぼそぼそと早口で告げると、桐ヶ谷が「ペニスも俺の一部だぞ」と笑い、秋森の身体をひっくり返し、うつ伏ぶせにした。

「腰、上げろよ、秋森」

「……何、するんだ」

「見えないほうが、怖くないだろ？」

　笑えみを含ふくんだ声こわ音ねで言って、桐ヶ谷は双そう丘きゆうの薄うすい肉を卑ひ猥わいな手つきで揉もんだ。

「ん、ふ……っ」

「本当は、処女貫かん通つうの瞬間の顔を見たかったんだが、お前が怖いんなら、仕方ない。ほら、早く、腰上げろよ。ぐずぐずしてると、時間切れになるぞ、シンデレラ」

　臀でん部ぶの割れ目の奥へいきなり手を突つっこまれ、陰いん囊のうを握られる。

　内うち腿ももが引き攣つる衝しよう撃げきに、秋森は腰を跳はね上げた。

「──っ。お前、本当に、」

　変態だな、と詰なじろうとした寸前、後こう孔こうにずぼんと重く苛か烈れつな突きを受け、秋森は声もなく背を突っ張ぱらせた。

「痛くないだろう、秋森。お前の中はすり潰つぶされそうに狭せまいが、どろどろにとけてるぞ？」

　欲よく情じよう混じりのつやを帯びた声と共に、桐ヶ谷がずんずんとなめらかに腰を進める。

「──あ！　あ！　あ！　あ！」

　確かに、怯おびえた破は瓜かの痛みなど、どこにもなかった。

　張り出した亀き頭とうのふちで媚び肉にくをごりごりとえぐられ、その脈動を粘ねん膜まくにはっきりと感じながら、奥深くまで怒ど張ちようを突き入れられるのは、めくるめく快感以外の何ものでもなかった。

　やがて最奥にどすんとした一いち撃げきを受け、ぴったりと密着した臀部を強こわい陰いん毛もうにくすぐられる。

「動くぞ」

　そう告げた直後、桐ヶ谷が凄すさまじい速さで動きはじめた。

「あああぁ！　いやっ、あっ、ああ……っ！」

　長くて硬かたい怒張がずりんずりんと内ない壁へきを擦こすって出ていったかと思うと、次の瞬間にはもう最奥に目の眩くらむ突きこみを受けている。

　攪かく拌はんされた精液が媚肉の上でごぽごぽと泡あわ立だって弾はじけ、激しい出し入れの振動で、大きく揺ゆれている桐ヶ谷の陰囊に、びしょ濡ぬれの会え陰いん部ぶをびたんびたんと痛いほどの強さで叩たたかれる。

「ああっ。あっ。ああぁん！　桐ヶ谷っ、……桐ヶ谷っ！」

　自じ慰いや、舌での愛あい撫ぶで感じる快感とはまるで比べものにならない強きよう烈れつな法ほう悦えつの嵐あらしが、頭の中で吹ふき荒あれていた。

　下か肢しが溶よう解かいするかと思う錯さつ覚かくに囚とらわれるほど、気持ちがいい。熱で爛ただれた隘路を強ごう引いんに押し広げられる感覚も、奥をずっぽずっぽと激しく串くし刺ざしにされるのも、亀頭が抜け出る瞬間にそのふちが肉環にひっかかる感かん触しよくも、たまらなく気持ちがいい。

「あっ、あっ。ひ、ぅぅ……っ！　ああぁん！」

　自分の中へ夥おびただしい量の精液を放出し、非常識に太いペニスを捻ひねりこんでいるのは、この世で一番嫌きらいな男のはずだ。

　なのに、快楽神経が焦こげつきそうになるほど気持ちがいい。凶きよう暴ぼうな漲みなぎりで肉襞を突かれれば突かれるほど、その摩ま擦さつ熱と共に感じる愉悦が膨ふくれ上がってゆく。

「き、桐ヶ谷……っ、あっ、あっ、あっ！」

　秋森はひっきりなしにあられもない嬌きよう声せいを放ち、シーツをかきむしった。

「……っ、秋森っ」

　背後から、上擦った声で名を呼ばれる。

　何だかひどく甘い響きに思えた。自分も男の名を呼び返し、淫らに振ふり立てた腰をふいに摑つかまれ、ベッドの上で横おう臥がする格好にさせられた。

　ペニスは背後から挿そう入にゆうされたまま、上になっている脚あしを抱かかえられる体位になると、今度はゆっくりとした抜ぬき挿さしの動きが始まった。

「あっ、あ……っ、やぁ……っ」

　先ほどまでとは違ちがう場所の肉を、ぬりんぬりんとゆるやかに押しつぶされる新たな悦えつ楽らくを与あたえられ、秋森は肩かたを震わせて湿しめった吐と息いきをこぼす。動きが緩かん慢まんなぶん、結合部の隙すき間まから漏れ出てくる白濁の流れをはっきりと感じて、脳のう髄ずいが痺しびれた。

「や、あぁん……」

　意味のない言葉で喘いで身をくねらせると、膝ひざ裏うらを抱えていた手が位置を変えて前へ伸びてきて、ぱんぱんに腫はれ上がっていたペニスを握にぎられた。

「ゆっくりは、嫌いやか、秋森」

『もっと速く……、めちゃくちゃにして』

　湊が発したその要求に、桐ヶ谷は瞬しゆん時じに応こたえた。

　横よこ抱だきの体位でぬかるむ窄すぼまりをずぽずぽと激しく突き上げ、同時に秋森の勃起を荒あら々あらしい手つきで捏こね揉んだ。

『あぁんっ！　あっ、あっ、……噓うそ、噓、噓っ！　すごいっ、奥まで、届いて……っ、あっ、すごい、すごいっ！　もっと……っ、もっと強く、奥までして！』

　湊が求めるままに、桐ヶ谷は腰こしの動きを猛たけ々だけしいものにする。

　ぐちゅんぐぽんと露ろ骨こつな水音を撒まき散らす、その獣けもののような腰こし遣づかいに翻ほん弄ろうされ、秋森はもう湊を押さえようとする理性を保てなくなる。

『ああっ、ああっ……！　も、出る、出る、出る！　いきそうっ！』

「気持ち、いいか、秋森」

『いい、気持ちいいっ！　いい！』

　もはや湊のものなのか、自分のものなのか、わからなくなった嬌声で高く啜すすり啼ないたとき、体内で桐ヶ谷の形が変へん貌ぼうするのを感じた。

　長大な勃起がさらに膨らんで硬くなり、切っ先を奥へぐんと伸ばしてくる。──貫つらぬいた隘あい路ろに、再び征せい服ふくの証あかしをそそぎこむために。

『あぁっん！　そんな……っ、大きいっ、……大きい！』

　雄おすの勃起の変貌に驚おどろいた身体からだへの突き入れが、さらに容よう赦しやのないものになってゆき、擦り上げられていたペニスから垂れる淫液に白い筋が混じりはじめる。

「お前が、そうやって、あんあん喘いで、でかくさせてるんだ」

　雄の欲情が濃こく塗ぬりこめられた声が、耳もとで響く。なぜかそれだけで鼓こ膜まくがじんと震えて快感が増ぞう幅ふくし、白く濁にごった蜜みつ液えきがぴゅっと遠くへ散った。　>>>♥

「あ、は……っ。あ、あ……っ」

「っ、秋森、出すぞっ。お前も、いけ」

　一ひと際きわ重い一撃を最奥へ沈しずめたあと、桐ヶ谷はねっとりと腰を回しながら射精した。

「──ああぁっ！」

　二度目なのに、一度目と何も変わらない勢いと量の熱い奔ほん流りゆうを受け止めながら、秋森も薄くなった白はく濁だくをびゅるんと飛ばした。







　二度目の射精を終えても、桐ヶ谷は秋森の身体を離はなさなかった。まるで萎なえる気配のないペニスを一度も抜かないまま、様々な体位で秋森を揺さぶり続け、何度も秋森の中に精を撒いた。

　理性が残っていたときは、あんなにも簡単に裏切り、ゴミ屑くずのように扱あつかった自分を、どうしてこんなにも情熱的に抱だけるか、不思議だった。

　だが、頭の中が快楽に支配されるともうどうでもよくなり、完全に湊と同化して高い喘あえぎを放ち、腰を振って乱れた。

　正気が戻もどったのは、部屋の中にスマートフォンのアラーム音が響ひびいたときだった。

　官舎へ戻る準備をしなければならない時間だ。だが、相変わらず桐ヶ谷が離してくれなかった。横抱きに自分を抱いて、さすがに容積は幾いく分ぶん小さくなったものの、硬こう度どは保ったままのペニスをゆるゆると出し挿れしながら、乳ち首くびをいじり続けている。

　セックスをする相手には、誰だれにでもそうなのか、抽ちゆう挿そうの動きも、乳首をつまむ手つきも変に優やさしくて、秋森は戸と惑まどう。

「……もう、帰る」

　起き上がろうとしたが、「もう少しだけ」と肩を抱かれて、留とどめられる。

「秋森。俺とのセックス、気持ちよかったか？」

『よかった、すごく』

　そう返したのは、湊だった。

　勝手なことを答えられて、心外と言えば心外だったけれど、桐ヶ谷とのセックスに満足したのなら、これで成じよう仏ぶつしてくれるだろう、という安あん堵どのほうが大きかった。

　だから、秋森は安心して気を抜いてしまった。面めん倒どうなことはあとで考えればいい、と思い、今、身体と胸を満たしている気け怠だるさと恍こう惚こつ感かんに身をゆだねた。

「俺も、こんなによかったセックスは、初めてな気がする」

　秋森の耳みみ朶たぶを甘く食はんで、桐ヶ谷が笑う。

「久しぶりだったのも、あるかもしれないが」

「……久しぶり？」

「ああ。もうしばらく仕事が忙いそがしくて、ずっと相手を見つける暇ひまがなかったしな。だけど、俺は忙しければ忙しいほど、性せい欲よくが高まるから、正直、欲よつ求きゆう不満でたまらなかった」

　あの情熱的な行動はだからなのか、と秋森は思う。

　思ってふと、胸に疼うずきを感じ、それをまたなぜだろうと思った。

「なあ、秋森。お前、今、男も女もいないよな？」

『いない』

　また、湊が勝手に答える。注意を促うながすのが少し億おつ劫くうに感じられ、秋森はそのままにした。

「俺も、今言った通り、いない。完全にフリーだ」

　言って、桐ヶ谷は秋森の肩を抱く力を強くする。

「お前がわけを訊くなって言うなら、訊かないから、しばらくこの関係続けないか？」

『いいぞ。俺も欲求不満だから、週五で俺を満足させてくれるなら』

　自分の口調を真似まねて湊が発した言葉に、秋森はぎょっとする。

「さすがに、週五、会うのは無理だ」

　わかってるだろう、と桐ヶ谷は笑って、秋森をゆるく突つく。

「……んっ」

「だけど、お前を毎回、満足させることは約束する。だから、どうだ？」

『それなら、いい』

　本人は置いてけぼりのまま、勝手に話を進められ、思わず「よくない！」と叫さけびたくなったのを、秋森はかろうじてこらえる。

「いや。ちょ、ちょっと、待て！」

「待つって何を？」

　いきなり声を高くした秋森に、桐ヶ谷が不思議そうに問う。

「その話だ。とにかく、ちょっと待ってくれ。もう一度、考える。五分、時間をくれ」

　秋森は強く言って、桐ヶ谷から身を離す。

　咥くわえこんでいたペニスを引き抜く際、太い亀き頭とうが肉環に引っかかり、なかなか抜けなかったが、感じている場合ではなかった。

　バスルームに駆かけこんで、湊に「満足のできるセックスを一度だけしたら、成仏する」という約束はどうなったのか、と問い質ただしたかったのだ。

　けれども、ベッドから降りたとたん、腰が崩くずれて膝をついてしまった。図はからずも、ベッドのほうに向けて腰を突き出し、床ゆかの上で這はう姿勢になった拍ひよう子しに、慎つつしみをなくした後こう孔こうから白濁がびゅろりと噴ふきこぼれた。

　じんじんと甘く痺れているそこは、自分の意思ではなかなか窄まってくれず、一度溢あふれた精液は流れに乗って、あとからあとから、糸を引いて重く垂れ落ちてくる。

　その様を、桐ヶ谷が見ているのが気配でわかり、羞しゆう恥ちで全身が赤く染まる。

「……っ、ん。み、見る、なっ」

　人前で粗そ相そうをしているような感覚に襲おそわれ、たまらずに身み悶もだえたときだった。ベッドを降りた桐ヶ谷に臀でん部ぶを鷲わし摑づかみにされたかと思うと、いきなり灼しやく熱ねつの杭くいを根元まで一気にずぼんと突き入れられた。一いつ瞬しゆん、身体が浮うき上がるほどの凄すさまじい一いち撃げきだった。

「──ああぁっ！」

　垂たれ落ちていた白濁を奥へ押し戻しながら、太い剛ごう直ちよくが爛ただれた媚び肉にくを深くえぐる。

　不意打ちの衝しよう撃げきで目が眩くらみ、秋森はぴゅろぴゅろと透とう明めいな淫液を撒き散らした。

「あ、あ……っ。な、何、す……っ」

　突とつ然ぜんの挿そう入にゆうがもたらしたものは、驚きよりも、快楽神経が焼かれるような甘美な刺し激げきで、抗こう議ぎの言葉は声にならなかった。

「悪い、秋森。お前が俺のを垂らしているところを見たら、我が慢まんできなかった」

　本当に悪いと思っているのか疑わしい口調で言いながら、桐ヶ谷は突きこんだペニスをその場で大きくぐるりと回してから、内ない壁へきをずりずりと引っかきながら後退させる。

「ああっ、あっ、あ……っ！」

　動きがゆっくりなせいか、長くて太い蛇へびが体内でうねっているようだった。

　秋森は眉まゆ根ねをきつく寄せ、内うち腿ももを痙けい攣れんさせた。

「なあ、秋森。五分で何を考えるんだ？」

　桐ヶ谷は怒ど張ちようを抜ぬける寸前まで引き、張り出した亀頭の笠かさを、肉の環わに引っかけてとめる。

「──やっ、それ、や、ぁ……」

　一番太く、凶きよう暴ぼうな部分の形に肉にく襞ひだを広げられた切なさに、秋森は喉のどを仰のけ反らせる。

「こんなに身体の相あい性しようがよくて、お互たがいにフリーだ。しかも、同期だから、何の気き兼がねもいらない。セックスを愉たのしむには、最高の相手だろ？」

　言って、桐ヶ谷はその場で腰こしを浅く、だが力強く前後させる。

「ああぁん！」

　凶暴な形の亀頭が、肉襞をずぷずぷと速い速度で出入りする。一番太い部分で入り口を突き刺さされては、すぐに内側から襞をめくり上げられ、秋森は全身を粟あわ立だたせる。

「秋森。後こう悔かいはさせないから、しばらく、この関係、続けようぜ」

　冗じよう談だんではない、と首を振ふりかけた耳もとで「署長サン」と湊の声がする。見ると、同化するのをやめて、秋森の身体からだから出てきたらしい湊が、ふわふわと浮いていた。

「桐ヶ谷さんに、うんって言ってあげて。僕、もっとセックスしたいよ」

　約束はどうした、と喚わめけない代わりに、睨にらみつけようとしたけれど、桐ヶ谷がふいに突き上げの角度を変えたせいで、そんな余よ裕ゆうはなくなり、締しまりのない嬌きよう声せいが高く散った。

「ああんっ」

「秋森、何を迷ってるんだ？　俺が、お前を満足させられる男だってことは、もうわかっただろう？　早く、ＯＫをくれ。でないと、ここからお前を出してやれないぞ？」

　秋森に答えを急せかし、桐ヶ谷はぬぽぬぽと肉環を突き刺す。

「あっ、は……っ、ん」

「桐ヶ谷さんの大きいペニスでずぽずぽされるの、署長サンも気持ちいいでしょう？」

　すごく蕩とろけた顔してるよ、と秋森の眼前で、湊は笑う。

「僕もすっごくよかった。だから、もっとたくさん桐ヶ谷さんとセックスしたいよ。桐ヶ谷さんの大きくて硬かたいペニスでしてほしいこと、たくさん思いついちゃったし。それ、全部してもらってよ。そしたら、今度こそ、ちゃんと成仏するから」

　湊が耳もとでそう言えば、背後から「秋森」と桐ヶ谷が答えをせっついてくる。

「ねえ、署長サン。僕、思うんだけどさ。署長サンがその歳としまで誰も好きになれなかったのって、署長サンが潜せん在ざい的ゲイだからだと思うんだよね。本当は男の人のほうが好きなのに、自分でそれに気づけなくて、でも本能が女の人を拒きよ否ひしているから、特別に理想が高いわけでもないのに、誰も好きになれなかったんだよ、きっと」

　勝手なことを言うな、と眉まゆをひそめかけたとき、桐ヶ谷のペニスが焦じれたふうに侵しん入にゆうを深くして愉ゆ悦えつの壺つぼを串くし刺ざしにしたせいで、秋森は腰をくねらせて、淫液をぽたぽたと垂らした。

「あ、あぁっ」

「ほら、ほら。初めてのセックスで、そんなに感じちゃってるんだもん。署長サン、絶対にゲイの素質あるよ」

　湊に、太いペニスがぬろぬろと出入りする結合部や、卑ひ猥わいにしなり回り、淫液を滴したたらせている半はん勃だち状態の陰いん茎けいをまじまじと観察されて、恥はずかしくてたまらなかった。

「桐ヶ谷さんとたくさんセックスして、経験値を上げれば、これから恋こい人びと作るときにも役に立つでしょ。アラサーで、セカンドバージンなんて重いしさ。桐ヶ谷さんとセフレになろうよ、署長サン」

　桐ヶ谷とセックスフレンド。自分を裏切った男の、意味不明に長大なペニスをこれからも何度も突っこまれ、喘あえがされ、体内を精液で汚よごされる。

　どうしようもなく不本意だった。けれども、秋森にはどうにもできなかった。

　セックスの快楽に取り憑つかれた迷めい惑わく幽ゆう霊れいと波長が合い、何の因果か桐ヶ谷と身体の相性が合ってしまった自分の不運を呪のろいながら「わかった」と頷うなずく以外には。













　八月に入って数日経たったその日の昼、秋森は署の近くの天ぷら屋に行くことにした。海え老び天てん丼どんが食べたい、と湊が朝からうるさいからだ。

　署長室の隅すみに衝つい立たてで囲ってしつらえられている脱だつ衣いスペースで制服からスーツに着き替がえようとしていたとき、扉とびらがノックされた。執しつ務む机に戻もどり返事をすると、桐ヶ谷が入ってきた。朝の捜そう査さ会議のあと、どこかへ出かけたはずだが、戻ってきていたらしい。

「秋森署長、お話が」

　いつも通り、仕立てのいい三みつ揃ぞろいを優ゆう雅がに纏まとった桐ヶ谷の顔は、ごく真面目まじめなものだった。

　何か捜査に重大な進展があったのかと思い、秋森も真しん摯しに応じる。

「何でしょうか、桐ヶ谷管理官」

「昼メシ、外へ食いに行こうぜ」

　拍ひよう子し抜ぬけした秋森の頭上で寝ねそべりのポーズを取って浮き、様子をうかがっていた湊が「いいよ！　行こう、行こう！」と返事をする。

「……何でお前と連れだって、食事に行かなきゃならないんだ」

「いいだろ、べつに。そうつんつんするなよ。夜は可愛かわいいシンデレラなのに、昼間のお前はホント、ツンドーラだな」

　桐ヶ谷のその発言に、湊が「うわっ、何、今の。新手のオヤジギャグ？　だったら、寒いよ、桐ヶ谷さん。寒すぎ！」と首を振る。

　まったく同感の秋森は、今、聞こえてきた言葉を無視することにした。

「俺は、今日の昼は、天ぷら屋に行くと決めている」

「ああ、いいぜ。それで」

　桐ヶ谷のことを親友だと思っていた頃ころ、学食や大学の周辺の店でよく食事をした。その当時のことを思い出してしまいそうで、気は進まなかったけれど、あまり真しん剣けんに嫌いやがることでもないし、湊は桐ヶ谷の同行を望んでいる様子だ。

　秋森は小さく息をついて立ち上がり、衝立の中に入る。

「なら、外で待ってろよ。着替えるから」

「今さら、そんな遠えん慮りよは無用だろ。ここで待ってるから、早く着替えろよ」

　桐ヶ谷には、身体の隅すみ々ずみまで知り尽つくされている。確かに、見られていたら着替えにくい、と恥じらうのも馬ば鹿からしい。

　無言で着替えていると、ふと視線を感じた。振り返ると、桐ヶ谷がその長身を悪用し、衝立の向こうから顔をのぞかせていた。

「……何してる、貴様」

「ツンドラ署長の生着替えを見学中」

　桐ヶ谷は艶えん然ぜんと笑えんで言う。ちょうど手にしていたネクタイで首を絞しめてやりたい衝しよう動どうが湧わき起こったが、秋森はかろうじてこらえた。

「あっちへ行け、この変態が」

　秋森は、低めた声を尖とがらせる。

「誰だれか入ってきて、見られでもしたら、どうするつもりだ」

「心配するな。その辺の抜かりはない」

　交通課と警務課がある一階フロアの奥に位置している署長室の前には、副署長のデスクが置かれている。桐ヶ谷は、署長室のドアをノックする前、在席していた副署長に、「署長と内密の話があるから」と誰かが来ても入れないように頼たのんだという。

「早く着替えて、メシ食いに行こうぜ」

　端はなから着替えをのぞくつもりでここへ来たらしい桐ヶ谷はのぞき体勢のまま、秋森に着替えの続きを促うながした。

「ねえ、署長サン。僕、桐ヶ谷さんって、格好よくて、誰にでも優やさしくて、おまけにセックスも上手で、最高の男の人だと思ってたけど、仕事を離はなれるとオヤジ臭くさくて、ちょっと変態っぽくなるよね。これって、天は二物を与あたえず、ってやつかなあ」

　眉をひそめる湊に、秋森は心のうちで「『っぽい』ではなく、こいつは本物の変態だ」と返す。

　そして、「誰にでも優しいふりができるだけだ」とも。

　少し迷ってから、秋森は着替えを続行した。どうせ、何を言ったところで、桐ヶ谷がのぞき行こう為いをやめるはずがない、と思ったのだ。

　制服のワイシャツを脱ぬいだとき、「なあ、秋森」と呼ばれた。

「お前は最近、昼間っから乳ち首くびを勃てるのか？」

　言われてみれば、桐ヶ谷とセックスをするようになる以前と比べ、少し乳首の形状が変わったような気もする。だが、なぜ今ここで、そんなセクハラ紛まがいの卑猥な質問をされねばならないのか、と眉み間けんに皺しわが寄る。

「おい、そこの変態。のぞきは普ふ通つう、黙だまってするものだ。やるんなら、ちゃんとルールに則のつとってやれ。でなきゃ、退場しろ」

　桐ヶ谷は、「ハイハイ、黙ってます」とでも言うように軽く両手を上げ、無む駄だにあでやかな眼まな差ざしで、スラックスを脱ぐよう求めてくる。

　秋森は小さくため息をつき、のぞき魔まの要求に応こたえる。

　桐ヶ谷とセックスフレンドという不本意な関係になって、今日で八日目。「週五は無理だ」などと言っていたくせに、その間、夜に会った日は何と六日だ。中出し一回をセックス一回とカウントするなら、回数はもう優に二十回を超こす。

　──アイマスクやネクタイを使って、ソフトＳＭがしたい。バスルームで泡あわプレイや、ローションプレイがしたい。下着をはいたまま、最後までしたい。四十八手の体位を、ひとつずつすべて体験したい。

　本当に今度こそ成じよう仏ぶつする条件として湊が出したそんな要求を小出しにして伝えるのは、よけいに恥ずかしい。だから、秋森は二度目の夜、湊の言葉を適切な表現に改めてリストを作り、桐ヶ谷に渡わたした。

　取引で始まり、桐ヶ谷からの提案で続くことになった関係なので、拒否はされないにしても、さすがに呆あきれられるだろうと思っていた。けれども、そうはならなかった。むしろ、桐ヶ谷は嬉き々きとして湊の要求に応え、それ以上の行為にも積極的だ。

　桐ヶ谷の都合で三十分しか時間が取れず、入った部屋で服も脱がずに立ったまま繫つながった日もあった。時間が作れないなら、べつの日にすればいいのに、湊と似たレベルのセックス大好き病に罹り患かんしているとしか思えない桐ヶ谷に、「セックスをしたほうがすっきりして、疲つかれが取れる。放ほうっておくと、疲れ魔ま羅らが発生して困る」と強ごう引いんにホテルへ連れこまれたのだ。

　昨夜などは、帰り支じ度たくの最中、一体何に反応したのか、突とつ然ぜん発情されて、押し倒たおされた。一応は、秋森の帰宅時間を気にしてのことなのか、挿そう入にゆうも前後運動も射精も、驚おどろくほどの超ちよう高こう速そくだった。桐ヶ谷の獣けもののような腰こし遣づかいを、湊もその場では「すごい、すごい」と悦よろこんでいたけれど、わずか三分ほどで一気に昂たかぶり、瞬しゆん時じに散ってしまった鋭するどい快感は体内に淫いん靡びな熾おき火びを残してしまった。そのせいで、帰宅後に湊が「自じ慰いがしたい」と騒さわぎ出し、散々な目に遭あった。

　桐ヶ谷はペニスのサイズだけでなく、性せい欲よくの強さも、変態ぶりも、とてもはた迷めい惑わくだと秋森は思っている。会議中や公共機関への乗車中に疲れ魔羅になり、公然猥わい褻せつ罪で捕つかまってしまえ、と何度か呪のろってみたけれど、今のところ、残念ながらその願いは叶かなっていない。

　スーツに着替え、破は廉れん恥ち幽ゆう霊れいと変態管理官を従えて署長室を出る。副署長に食事に出ることを伝え、職員用の通用口へ向かっていた途と中ちゆう、「もー。何で、ここで受け取っちゃうかなあ」と棘とげを含ふくんだ声がした。

　見ると、手に風呂ふろ敷しき包づつみの弁当箱らしいものを持った警務課の男性主任の前で、若い女性事務職員がしゅんとして、頭を下げていた。彼女は、数日間の期限つきで、会計課から警務課の総合窓口へ応おう援えんに来たばかりだ。不慣れな部署で、何か失敗でもしたのだろう。警務課課長が扇せん子すで首もとを扇あおぎながら、「どうしたんだ」とふたりに声をかける。

「や、さっきですね、窓口に、地域課の山やま本もとの婚こん約やく者が弁当を届けに来て、対応した彼女が、山本がいる六丁目の交番ハコのほうへ行くように言わずに、ここで受け取っちゃったんですよ」

「何だ、そんなことか。じゃあ、山本君に取りに来てもらえば、すむ話じゃないか。六丁目のハコなら、目と鼻の先なんだし」

「それが、今日は椅い子すに座る暇ひまもないくらい忙いそがしいらしくて、署へ取りに戻もどってくる時間がいつできるか、わからないそうです」

　赤坂中央署の管内には五つの交番があり、山本巡じゆん査さが勤務している六丁目交番は署から一番近い。しかも、これから行く天ぷら屋までの道中にある。

　大したどころか、何の手間にもならないので、届けに行ってもいい。反射的にそう思ったものの、一いつ瞬しゆん迷って、結局、口には出さなかった。署長の自分がそんな申し出をしても、過度に恐きよう縮しゆくさせるだけで、却かえって迷惑がられる可能性が高いからだ。

　よけいな口出しはせず、通り過ぎようとした秋森の隣となりを桐ヶ谷がふいに離れ、警務課課長らに「我々が届けましょう」と話しかける。

「これから、署長と外へ昼を食べに行くんですが、途中でちょうど、六丁目交番の前を通りますから」

「いや、しかし、管理官や署長に、使い走りをしていただくわけにはいきませんので……」

「遠慮なさらず。前を通るついでですから」

　やわらかな声こわ音ねで告げて、桐ヶ谷は双そう眸ぼうを優美にたわめる。

　警察は階級社会だ。いくら「ついでだから」と言われても、普通なら、所しよ轄かつ署しよの一巡査の弁当を本庁の管理官に託たくしたりはしないはずだ。秋森が桐ヶ谷と同じことをすれば、きっと「せっかくですが」と固辞されていただろう。

　だが、見る者に安心感や信しん頼らい感を植えつける桐ヶ谷の柔にゆう和わな笑顔には、不思議な魅み力りよくがある。警務課課長は苦く笑しようを浮うかべながらも、「では、お手数ですが、お願いします」と桐ヶ谷に弁当を持たせた。

　いつもなら、誰に対しても分け隔へだてのない鷹おう揚ようさから、偽ぎ善ぜん者臭を感じとっただろう。なのに、今の秋森の目にはなぜか、桐ヶ谷の行為の裏に何かの腹黒い計算が隠かくされているふうには見えなかった。

　魔ま性しようの美び貌ぼうを眼前にしているせいで、目が少しおかしくなったのだろうか。あるいは、なりゆきでセックスフレンドとなって以降、桐ヶ谷が学生時代のように気安く接してくることが多くなったせいで、そうと自覚のないまま、ほだされてしまったのだろうか。

　内心で何度も首をひねりながら六丁目交番に立ち寄り、その少し先にある天ぷら屋に入った。

　二階の座ざ敷しき個室しか空いていないというので、そこへ腰こしを下ろし、湊の食べたがっていた海え老び天てん丼どんを注文する。桐ヶ谷は、日ひ替がわり定食を注文する。

『あ、それから、黒くろ蜜みつプリンも』

　いつの間にか同化していた湊が、勝手に注文をつけ加える。

「プリンをお持ちするのは、いつにいたしましょう？」

『天丼と一いつ緒しよで』

　かしこまりました、と店員が愛あい想そのいい返事をして部屋を出ていくと、桐ヶ谷がまじまじとした表情で秋森を見た。

「お前、色々と変わったな」

「……何が？」

「乳首の形もそうだが、昔は甘いものは食わなかったし、この時期になると夏バテして、溶とけかけのアイスみたいにへたってたのに、妙みように凜りんとしてるだろ」

　今年の夏を好調に過ごしているのも、このところ、甘いものを食べるようになったのも、湊に取り憑つかれているせいで、秋森自身が何か変わったわけではない。

　そう答えたら、桐ヶ谷はどんな顔をするだろうか。「暑さが身体からだじゃなく、頭に来てるのか」と眉まゆをひそめられでもするだろうか。

　ふと、そんなことを戯たわむれに考えながら、それにしても、いちいち「乳首」、「乳首」と口にしたがる変態男だと呆れ半分に、「いいだろ、べつに」と曖あい昧まいにごまかしたときだ。

　桐ヶ谷のスマートフォンが鳴った。呼び出しかと思ったが、違ちがった。短い通話を終えたあと、桐ヶ谷は「花はな田だが辞やめるらしい」と告げた。

「花田が……？」

　警察大学校での最後の研修を終えて以来、交流は皆かい無むだが、花田は現在、香か川がわ県警本部の捜そう査さ二課長の職に就ついている同期だ。

　秋森と同じ年に警察庁に入庁した同期は、十名。全員と学生時代から顔見知りだったわけではないが、皆みな、出身大学も学部も同じだ。その中で、花田は誰だれよりもあからさまに、将来、警察庁長官として警察機構の頂点に立つことを目指していた。警察大学校の教官を閉口させるほどの、強きよう烈れつな選民意識の持ち主だったが、その欠点を補ってなお余りある才能にも確かに恵めぐまれた男だった。それだけに、花田が同期の中で最初の退職者となると聞いて、とても驚いた。

「だが、花田が辞めなきゃならなくなるような事件、香川では起こってないだろ？」

　警察庁のトップを目指していた男が、入庁わずか六年目で自らの意思で辞めるはずがなく、きっと、そうせざるを得なかった何かがあったはずだ。県警本部のキャリア課長が辞職を余よ儀ぎなくされる、大事件とそれにまつわる大失態が。

　しかし、最近、耳じ目もくに触ふれた香川に関するニュースと言えば、湊から聞いた、香川には「さぬきうどんバーガー」なる摩ま訶か不ふ思し議ぎな食べものが存在する、ということぐらいだ。

「それが昨日の朝、あったんだ」

　新聞沙ざ汰たにはなっていないが、と桐ヶ谷は苦笑いの表情でつけ加える。

「部下の美人人妻と深い仲になって、それを知ったその人妻の旦だん那なが昨日の朝、二課へ押しかけてきて、壮絶な修しゆ羅ら場ばになったらしい。で、その一件が県警本部内どころか、隣の県庁にまで一、二時間のうちにあっという間に伝わって、辞めざるを得なくなったらしい」

「それ、本人が言ったのか？」

　内面が少々どころではなくゆがんだエリート同士、仲がいいのかと思った。

　けれども、桐ヶ谷は「いや」と軽く肩かたをすくめた。

「俺は、花田とはつき合いがないからな。今のは、水みず野のだ」

　水野は唯ゆい一いつの女性同期で、かなりの数の言語を流りゆう暢ちように操あやつる帰国子女の才さい媛えんだ。さっぱりとした、気持ちのいい性格をしており、秋森は研修中、性差を意識することなく親しくしていた。

　しかし、今はどこかで偶ぐう然ぜん会ったときに、少し立ち話をするていどだ。べつに確かめたわけではないが、ほかの同期たちともそうだろうと思っていた。それに、研修中、水野と桐ヶ谷が話しているところを、秋森は見た記き憶おくがない。うちとけた間あいだ柄がらであるような印象がまったくなかったため、ふたりが日常的に連れん絡らくを取り合っているのが意外だった。

「水野は今、警大の准教授だろ？　そのポストで、どうして花田の件の情報が入ってくるんだ？」

「香川県庁に、総務省から出向している友人がいるそうだ」

「……やけに詳しいな。お前、水野と仲がいいのか？」

「それは、どっちへの焼き餅もちだ？　俺か？　それとも、水野か？」

　座ざ卓たくに肘ひじを突ついて笑った桐ヶ谷の軽口に、秋森は「どっちでもない」と鼻筋に皺しわを寄せる。

「単に、意外に思っただけだ。お前たちが親しかったような印象は、なかったからな」

「まあ、水野とは大学の頃ころから結構長い間、確かく執しつがあったしな。研修中はしょっちゅう中指立てられて『ゴキブリ男』呼ばわりされてたし、入庁式の日なんて、人目のないところで『何で、お前がここにいる』って、尾びてい骨こつに罅ひびが入る寸前の蹴けりを入れられたくらいだ」

「……お前、まさか、水野を酔よわせて襲おそったりでもしたのか？」

「そんな後ろに手が回ること、するわけないだろ。お前、一体、俺を何だと思ってるんだ？」

　外そと面づらと本ほん性しようが違いすぎる二重人格。それから、性せい欲よく魔ま神じんの変態。

　初めて他人と入ったベッドの上で、どこよりも先に尻しりの孔あなをべろべろ舐なめ回されるという、たぶん──いや絶対に普ふ通つうではない経験をしてしまった身としては、「変態」を十回は連呼してやりたかったが、我が慢まんした。

　長年の欲よつ求きゆう不満を発散中の破は廉れん恥ち幽ゆう霊れいに早くあの世へ旅立ってもらうために、桐ヶ谷の変態性をぞんぶんに発揮してもらわねば困るからだ。

「じゃあ、つき合って二、三日でポイ捨てしたり、つき合う気もないのに、思わせぶりなことを言ってもてあそびでもしたのか？」

「なあ、秋森。お前の頭の中じゃ、俺はそこまで酷ひどい極ごく悪あく人になってるのか？」

　眉まゆ尻じりを下げた桐ヶ谷は、まるで誹ひ謗ぼう中傷の被ひ害がいにでも遭あったような口ぶりだ。

　秋森はついむっとして、眉み間けんの皺を深くする。

「何が、酷い、だ。実際そうだろうが。お前の女関係の噂うわさは、ろくでもないものしかなかったぞ。つき合う女が週しゆう替がわりだとか、一度味見をしたら即そく捨てるだとか」

「噂っていうのは、漂ただよってる間に、尾おひれ背びれだけじゃなく、胸むなびれや腹びれも、びらびらじゃらじゃらつくものだろ」

　言い訳ではなく、正当な弁明をしている声こわ音ねのように聞こえ、秋森はまたたく。

　桐ヶ谷の眼まな差ざしはあまりにまっすぐで、そこに宿る光は強い。だから、一いつ瞬しゆん、学生時代に耳にしたのはただの流言飛語だったのだろうかと思ったが、すぐに、そんなはずはない、と秋森は胸のうちで否定する。

　噂の中にいくらかの噓うそが混じっているにしても、まったく火のない所に煙けむりが立ったりするはずがない。それに何より、自分自身が桐ヶ谷の二面性の生き証人だ。

「……自分の悪行を正当化するな。虚きよ実じつない交ぜの噂を流されても、仕方のないことをしたのは、事実だろ」

「確かに、それは否定しない」

　後ろ暗さを感じさせない、やけにあっさりとした潔いさぎよさを桐ヶ谷は見せた。

「あの頃は、早く新しい結けつ婚こん相手を見つけたくて、どうしようもなく焦あせってたからな」

　まったく予想もしていなかった言葉が聞こえてきて驚おどろいた。

「新しい結婚相手って、お前、婚約者がいたのか？」

「婚約者じゃないが、運命を感じて、心底惚ほれてた相手はいた」

　振ふられたけどな、と桐ヶ谷は言った。まだ未練が残っているのだとわかる、どこか寂せき寥りよう感のある声で、ひそやかに。

　それがいつのことなのかは知らないが、学生時代からずっと引きずっているのだから、よほどの大だい失しつ恋れんだったに違いない。知ったのが、自分を裏切った男への憎にくしみしかなかった何日か前なら、きっと、天てん網もう恢かい々かい疎そにしてもらさずの天てん誅ちゆうだ、と小気味よく思い、高笑いを投げつけてやっただろうが、今はそんな気分にはなれなかった。

　何度も身体を重ね合わせたせいで、やはり情が移ってしまったのかもしれない。

　絶対に許せないと思っていた強い憎ぞう悪おが、わずか一週間あまりで薄うすらいでしまっていることに、秋森は戸と惑まどった。

「……いくら運命の相手に振られたからって、いきなり『新しい結婚相手』は極きよく端たんじゃないのか？　普通は、まず探すのは『恋こい人びと』だろ」

「俺は昔から、早く結婚して、自分の家族を持ちたかったんだよ。相手さえ見つかったら、すぐにでも大学を辞めて、働くつもりだったくらいで、俺の中では最優先事じ項こうだったんだ」

「何で、辞める必要があったんだ？　お前なら、余よ裕ゆうで学生結婚ができただろ」

「自分の家族を、親の金で養うなんてみっともないことはしたくない」

　社会人であればごく当然の考えだが、当時の桐ヶ谷はまだ学生で、しかも相当なお坊ちゃまだった。なのに、そこまで強い独立心を抱いだいていたことが意外だった。

　もしかして、桐ヶ谷は家族と不仲なのだろうか。気になったが、そんなデリケートな家庭の事情を訊いていいものか迷っているうちに、話は先に進んだ。

「失敗しない結婚をするには、性格や食べものの好みなんかと同じくらい、身体からだの相性も大事だろ？　単なる恋人を探してたわけじゃなかったから、一度寝ねて、駄だ目めだと思ってすぐに別れたことは何度かあったし、身体の相性がよくても、親しくなってからわかる本音の部分に違い和わ感かんを覚えたら、その時点で関係を終わりにしてた」

　秋森を見つめ、桐ヶ谷はゆっくりとした口調で語る。

「自分から声をかけたり、向こうからかけられたり、始まりは色々だったが、最初に必ず、俺がほしいのは恋人じゃなく、生しよう涯がいを共にする家族だから、そうなることが無理だと思ったら即別れることを説明して、納なつ得とくしてくれた相手としかつき合ってない。セックスの前には、ちゃんと再さい確かく認にんもした」

　だけど、と桐ヶ谷は小さく息をつく。

「二十歳そこそこの子供同士だし、自分で言うのも何だが、俺はかなりのお得物件だろ？　だから、後あと腐くされなく別れるのはむずかしかった。で、そういうことを短期間で繰くり返すうちに、お前が聞いたような噂が流れはじめたんだ」

　目の前でなめらかに言葉を紡つむぐ男に、噓をついている様子はまったくない。

　秋森はますます混乱して、視線を泳がせた。

　異性に関する非道ぶりについての噂がただの中傷なら、桐ヶ谷の笑え顔がおに騙だまされた人間は自分ひとりだけ、ということになる。その意味を考え、秋森は、あることに気づく。

　桐ヶ谷の派手な女関係の噂を聞くようになったのは、あの夏──桐ヶ谷が秋森の後こう輩はいと別れてすぐのことだ。もしかしたら、桐ヶ谷は彼女に運命的な一ひと目め惚ぼれをしたのかもしれない。彼女への恋れん情じよう以外、何も見えなくなるほど、激しい一目惚れを。だから、彼女と仲のよかった自分に深く嫉しつ妬として、あんなことをしたのだろうか。そして、念願が叶かなってつき合いはじめたものの、振られてしまい、今も未練を引きずっているのだろうか。

　そう考えれば、あの当時の桐ヶ谷の言動に納得できる気がした。もちろん、だからと言って裏切られたことを簡単に許せるわけではない。どうして、あんな馬ば鹿かなことをする前に、自分のことを信じて、協力を求めてくれなかったのだろう、と歯がゆく思う。

　けれども、今の秋森の胸の中には、大切な恋こいを失った桐ヶ谷に対する、同情めいた感情も確かに芽生えていた。

「……根も葉もないデマなら、否定すればよかったじゃないか」

「面と向かって訊きいてくれた相手には、ちゃんとした」

　間かん髪はつをいれず答えたあと、桐ヶ谷はふっと双そう眸ぼうを細めた。

「だけどさ、俺のいないところで勝手にされる噂話や妄もう想そうは、どうしようもないだろ？　それに、あの頃は、いつか出で逢あう運命の相手以外にはどう思われてもいい、って投げやりになってたからな」

「じゃあ、要するに水野との確執は、別れたときの感情のすれ違ちがいが原因だったのか？」

「いや。水野とは、つき合ったことはない」

「なら、何で、嫌きらわれてたんだ？」

「あいつの男と寝たから」

「……は？」

「フリーだから、って誘さそわれて、つき合ってみたら、水野と二ふた股またを掛かけられてたんだ」

　苦笑いを浮かべて、桐ヶ谷は言った。

「自分の本当の性せい癖へきに悩なやんでたらしくて、俺とやったことで、本格的に目覚めたんだよ、そいつ。で、水野とは別れたから、そんなつもりはなかったが、結果的には俺があいつの男を寝取った形になってさ。二股のことは知らなかったって訴うつたえても、聞く耳を持ってもらえなくて、しばらく恨うらまれた」

「……もしかして、その水野の恋人も、結婚相手の候補だったのか？」

「ああ。昔は、バイだったからな。男女関係なく、生しよう涯がいのパートナーになってくれる相手を探してたんだ。今は、男限定になってるけどな」

　桐ヶ谷が言うには、様々な恋愛経験を重ねるうちに、自分は両性愛者ではなく、同性愛者だとわかり、その時点で異性には脳も身体も反応しなくなったらしい。

「お前、男同士で家庭を持つつもり……、なのか？」

　そうだ、と桐ヶ谷は笑って頷うなずく。

「形式にこだわるつもりはないから、いい相手が見つかればすぐにしたいが、最近は絶望的なくらい出会いがない」

「だが、あったらあったで、苦労するんじゃないのか？　同性のパートナーがいることがバレたら、それを理由にクビにはならないにしても、もう出世できないぞ？」

「べつにかまわない。俺は、花田みたいに、警察のトップに立ちたくて、警察サツ庁チヨウへ入ったわけじゃないからな」

「じゃあ、何のために入ったんだ？」

　人脈作り、と桐ヶ谷は答えた。

「俺はいずれ、警察を辞やめて、弁護士になるつもりだ。そのときに、警察上層部に知り合いがいたら、何かと便利だろ」

　肩かたをすくめ、桐ヶ谷は「まあ、とにかく」と言葉を継つぐ。

「そんなわけで、水野にはしばらく執しゆう念ねん深く恨まれて、毛嫌いされていたが、色々な紆う余よ曲きよく折せつを経へて、今ではいい友人だ。警察の人間で、俺の性癖を知っているのは、お前をのぞけば、あいつだけだしな」

　なぜだろう。桐ヶ谷の秘密を知っている人間が自分以外にもいることを、秋森は少し不満に感じた。それに、司法試験に合格していながら、わざわざ警察庁に入庁した理由にも、どうしてなのか、がっかりしている。

　胸の中に突とつ如じよとして湧わいたわけのわからない感情に戸と惑まどいを覚えたとき、ちょうど注文した料理が運ばれてきた。

　手て際ぎわよく食器を並べ、「ごゆっくり」と部屋を出ていく店員に桐ヶ谷が笑顔で礼を言い、優ゆう雅がな仕し種ぐさでスーツの上着を脱ぬいだ。

「ま、花田のことを他山の石にして、お前もじゅうぶん、気をつけろよ」

　冗じよう談だんめいたふうに言って、桐ヶ谷は箸はし立たてから取った割り箸を秋森に渡わたす。

「俺が？　何を？」

「お前がどういうつもりで、その歳としでの夏デビューを目指しているのかは訊かないが、とにかく誰だれ彼かれかまわず声をかけたり、男同士でラブホへ入ったりは、やめておけ」

　言われなくても、しない。そう返そうとしたが、湊に操あやつられた唇くちびるが妖あやしい弧こを描えがく。

『俺がお前以外の男とラブホテルへ入ったりしないか、気になるのか？』

　湊が作った官能的な微び笑しようを、桐ヶ谷は少し面めん食くらったふうに見つめたあと、眼まな差ざしから笑みを消す。

「覚えたてのアレコレにやたらと興きよう味み津しん々しんすぎる姿を、あれだけ見せられたら、なるな、というほうが無理だ」

　その声こわ音ねは、やわらかいのに強い響ひびきを宿していた。

「お前は勉強や仕事に関しては利口でも、慣れないこっち方面は、危なっかしいからな。俺の都合がつかない夜に、お前がひとりでどうしてるかを考えたら、正直、気が気じゃない。うっかり変な男に声をかけて危ない目に遭あってないかとか、怪あやしいホテルにそれと知らずに入って、盗とう撮さつされてないか、とか」

　夜の痴ち態たいを考えれば当然だろうが、桐ヶ谷は、自分を、誰彼かまわず脚あしを開きかねない、かなりのセックス中毒に陥おちいっていると懸け念ねんしているらしい。けれども、それは、自分が抱だく男は自分だけのものでないと嫌だ、という独どく占せん欲よくによるものではないようだ。

　桐ヶ谷は、自分を本気で心配してくれているふうだ。

　もしかして、連日のセックスは、欲よつ求きゆう不満になった自分が、不慣れなゲイの街を徘はい徊かいし、トラブルに巻きこまれないようにするため、なのだろうか。自分のために、桐ヶ谷は無理をして、時間を作っているのだろうか。──ふとそんなことを考えたとき、湊がまた口を動かした。

『なら、俺がお前ひとりで満足できるように、毎晩、心のこもったサービスで奉ほう仕ししろよ』

「してやりたいのはやまやまだが、結けつ婚こんでもしない限り、毎晩は無理だ」

　言って、桐ヶ谷は雄おすの色いろ香かがしたたるようなあでやかな笑えみを浮うかべる。

　ここ何日かで思い知らされた、その常人離ばなれした体力と性せい欲よくと変態性に鑑かんがみれば、それほど意外なことではないけれど、桐ヶ谷はパートナーとは毎晩、愛の営みに励はげむつもりらしい。

　いつか桐ヶ谷の伴はん侶りよとなる見ず知らずの男に、秋森は思わず同情しかけて、やめる。誰しも、生しよう涯がいのパートナーには、価値観を共有できる相手を選ぶものだ。ならば、きっと、桐ヶ谷の伴侶は、桐ヶ谷の変態性を悦よろこぶ変態に違いないからだ。

「それに、俺は結構、お前に誠心誠意のサービスをしているつもりだぞ？　あれがしたい、これがしたいっていう、お前の怒ど濤とうの要求にもちゃんと応こたえてるだろ」

『昨夜は不十分だった』

「すごい、と褒ほめられた記き憶おくしかないが、何がどう不満だったんだ？」

　もしかしたら、湊は桐ヶ谷としたい新たなセックスを思いついたのかもしれない。

　自分の翻ほん訳やくを経へない、露ろ骨こつな卑ひ猥わい語を、この場で勝手にぽろぽろ披ひ露ろうされてはたまらない。

　向かいに座る桐ヶ谷からは見えない座ざ卓たくの下で、秋森は左手の甲こうを軽くはたく。しかし、湊は秋森の口調を真似まねたまま、話を続ける。

『最後のセックス、挿いれたあと、たった三分で出したじゃないか。別れ際にああいう早そう漏ろうなことをされると、身体からだに変な火がついて、官舎に帰ってからの後始末が最悪だった』

　要するに、欲求不満の自じ慰いをした、という湊の暴ばく露ろに、桐ヶ谷は「それは悪かった」と双そう眸ぼうを細めて笑う。

「埋うめ合わせはちゃんとするから、機き嫌げん直せよ」

『埋め合わせって、どんな？』

　そうだな、と、桐ヶ谷は形よく尖とがった顎あごへ手をやる。

「お前、もうすぐ誕生日だろ。何でも好きな物を贈おくってやるよ」

　いまだに誕生日を覚えられていたことに驚おどろいた秋森の唇で、湊が言った。

『じゃあ、バイブがほしい。でかくて、よく動くやつ』

　桐ヶ谷は目を見開いて数秒、沈ちん黙もくしたあと、「バイブ？」と片かた眉まゆを高く撥はね上げた。

「白昼夢でも見ている気分だ。まさか、そんなものをねだられるとはな」

『文句があるなら、自分で買う』

「べつに、文句を言ったわけじゃない」

　苦笑を漏もらし、桐ヶ谷は「約束はちゃんと守る」と肩かたをすくめる。

「誕生日の夜は、俺のとバイブの二本で、愉たのしませてやるよ」

　いくら個室とは言え、真っ昼間の天ぷら屋で、湊と桐ヶ谷が平然と交かわす猥みだりがわしい会話にぎょっとして、秋森は左手の甲を、今度は強めに抓つねり上げる。直後、左手の指が、ひらひらと動く。もうしません、という意思表示のようだ。桐ヶ谷の答えに満足したからだろう。

「それにしても、このところ、お前と一いつ緒しよにいると、たまに、お前の顔をした誰か別人と話してるような気になる」

「……気のせいだろ。俺は俺だ」

　秋森はうつむいてぼそぼそと言い、割り箸を割った。







　──誕生日の夜は、俺のとバイブの二本で、愉しませてやるよ。

　変態管理官と破は廉れん恥ち幽ゆう霊れいは、その取り決めをとても悦んでいたが、秋森は憂ゆう鬱うつだった。湊を成じよう仏ぶつさせるためとは言え、年に一度の誕生日に電動式の模造男根を突つっこまれて、よがらされるなど、あんまりだ。

　よく考えてみれば、今まで家族以外に誕生日を祝われたことがないだけに、他人に祝ってもらう初めての誕生日がそんな変態パーティになるのかと思うと、気き鬱うつもひとしおだ。

　頭の中を、卑猥な形のバイブレーターがぐるぐると回り、食しよく欲よくは減退したけれど、湊に操られる身体は海え老び天てん丼どんと黒くろ蜜みつプリンをもりもりと食べた。

　すべての食器が空になると、同化して五感を共有していた湊が「あー、美味おいしかった！」と秋森の身体の外へ出てきて、満足げに腹をさする。

「ねえ、署長サン。僕、先に帰るね。もうすぐ、よちよちお散歩の時間だから」

　そう告げた次の瞬しゆん間かんには、湊は壁かべを擦すり抜ぬけ、どこかへ消えていた。

　よちよちお散歩。秋森の記き憶おく違ちがいでなければ、それは署の数百メートル先にでんと建つ水族館「赤坂アクア」で行われているペンギンのウォーキング・ショーだ。かなり人気があるショーのようで、管内のあちこちでポスターを見かける。

　よく考えてみれば、ここ数日、湊は日中に署から姿を消していることが多く、もしかしたら、通いつめているのかもしれない。

　生前、恋人とよく水族館でデートをしたという話を何度か聞かされたことがあるので、湊にとって水族館とは特別な場所に違いない。だから、目の前に水族館があれば、入りたくなるのだろう。その気持ちは理解できなくはないが、幽霊なので当然、入場料は払っていないはずだ。

　幽霊だからと言って、タダ観みはよくない。署に戻もどってきたら、厳しく注意しようと思っていると、桐ヶ谷に「おい、秋森」と呼ばれる。

「どうしたんだ、お前。視線がちょっとおかしいぞ。食い過ぎて、眠ねむくなったのか？」

「──何でもない。ちょっと考えごとをしていただけだ」

　秋森は、ごまかして立ち上がる。

　誘さそったのは俺だから、と言う桐ヶ谷に強ごう引いんにおごられ、店の外へ出ると、強きよう烈れつな白い陽ひ射ざしと蟬せみの声に全身を包まれた。

　苦手な夏の光と音だが、離はなれていても湊が振りまく涼りよう気きが首筋に張りついているおかげで、苦痛には感じない。熱がゆらめく路面を、秋森は早足にすいすいと歩く。

「なあ、お前、やっぱり、おかしいよな」

　隣となりを歩いていた桐ヶ谷が、やけに真面目まじめな顔を向ける。

「どういう意味だ？」

「こんな天気の日なのに、北極へ引っ越こしたいだの、シベリアの永久凍とう土どに埋もれて秋まで過ごしたいだの、頭の煮にえた台詞せりふを一度も口にしないし、俺を、外を歩くときの日よけにもしない。どうも、全然、秋森っぽくない。本当に、お前は秋森か？」

　形も色も、黒曜石のような美しさを宿す双眸でじっと見つめられ、ひどく落ち着かない気分になる。

　べつに口止めはされていないので、湊のことを話せないわけではない。それでも、うっかり打ち明けて、正気を疑われるのも癪しやくなので、「当たり前だ」と返そうとして、秋森は迷った。

　──もし、もしも、信じてくれたら、どうなるだろう。ふと、そう思ったのだ。

　湊が見えていない桐ヶ谷に霊れい感かんがないのは明らかで、桐ヶ谷自身にはどうすることもできないだろう。だが、桐ヶ谷は大金持ちのボンボンだ。もしかしたら、霊れい能のう力りよく者しやの知り合いが、ひとり、ふたりはいるかもしれない。そして、その人物に湊の除霊を頼たのめば、誕生日にバイブレーターを突っこまれなくてすむ。

　話してみようか、どうしようかと逡しゆん巡じゆんしていたとき、どこからか「中なか村むら、待てぇ！」と聞き覚えのある声がした。

「待てぇ！　待つんだ！　こらぁ、中村ぁ、逃にげるんじゃなーい！」

　声のするほうを探さぐると、進行方向の少し先の脇わき道みちから、見慣れた制服の若い男が飛び出してきた。山本巡じゆん査さだ。秋森の位置から視し認にんできたのは彼の姿だけだったが、中村なる人物を追いかけているらしい巡査は道を横切り、反対側の路地へ消えた。

　巡査に応おう援えんはいないようだし、見てしまったからにはこのまま通り過ぎることはできない。

　この近辺の地図は、頭に入っている。秋森は、中村の逃とう走そうルートを予測し、そこへ先回りするために身を翻ひるがえし、駆かけ出す。

「おい、署長。こういう捕とり物は、お前の仕事じゃないだろう」

　隣を走る桐ヶ谷が、咎とがめる口調で言う。

「文句があるならついてくるな、変態」

　走る速度を上げ、小道の角を曲がった直後、こちらへ突とつ進しんしてくる小さな黒い影かげが見えた。その後ろに、山本巡査の姿もある。

「中村ぁ、待てぇぇ！」

　秋森たちの数メートル手前で立ち止まった黒い影は、巡査の声に反応して背後を振ふり向く。そして、くりんと輪を作って背に乗っている尻しつ尾ぽをふりふりと振り回し、「わん」と鳴いた。

　ぴんと立った耳。太い四本の脚あし。全身を覆おおう毛皮の、古びた雑ぞう巾きんを彷ほう彿ふつとさせる灰茶色。

　視界に影を捉とらえた瞬間は中村かと思い、身構えたが、ただの通りすがりの雑種犬だった。首輪をしていないが、今時都内の中心部に野の良ら犬がいるはずもないので、迷い犬だろう。

「ああぁ、署長、管理官！　捕つかまえてください、お願いしますぅぅ」

　だいぶん息が上がっている巡査はぼてぼてとした足取りで走ってきて、雑巾色の犬から少し距きよ離りを取ってとまる。

「……この犬を、ですか？」

「そうです。この近所では有名な脱だつ走そう犬でして」

「あなたは、中村という人物を追いかけていたのではないのですか？」

　巡査は犬を指さして、「いえ。中村は、その犬です」と告げた。

　咄とつ嗟さに返す言葉をなくし、眉まゆ根ねをきつく寄せた秋森の横で、桐ヶ谷が大きく肩かたを揺ゆらしながら、なぜ犬なのに名前が「中村」なのかを尋たずねた。

「飼い主の名前が中村だから、便べん宜ぎ上じようの呼び名ということですか？」

「いえ、飼い主は鈴すず木きさんです。なぜ、中村なのかはわかりませんが、中村なのです」

　中村は、ほとんど毎日のように鈴木家を脱走し、色々な場所でひとり遊びをしているらしい。毛皮が雑巾色なのはそのせいで、決して飼い主は世話を怠おこたっているわけではないそうだ。

「放ほうっておいても、しばらくしたら自分で家に戻るんですが、事故に遭あう可能性もありますし、パトロール中に見つけたり、通報があったりしたら、交番で保護するようにしてるんです」

　へえ、と笑った桐ヶ谷が身を屈かがめ、「おいで、中村」と呼ぶ。中村は二、三度首を傾かしげたあと、桐ヶ谷に飛びつくようにしてじゃれつきはじめた。毛やよだれでスーツが汚れるのをまったく気にするふうもなく、桐ヶ谷は中村をしっかりと抱だきしめ、巡査に渡わたす。

　山本巡査は桐ヶ谷と秋森に何度も礼を言い、交番の備品らしい首輪とリードを中村につけると、忙せわしない足どりで交番へ戻っていった。

「どうせ、お巡まわりさんごっこをするなら、最後まで手伝ってやれよ、秋森」

　スーツについた毛を払はらい落としながら、桐ヶ谷がやわらかな声こわ音ねを向ける。

「お前、犬が嫌きらいなのか？」

「嫌いじゃない。だけど、あそこまで雑巾色だと、普ふ通つうは、触さわるのを躊ちゆう躇ちよするだろ」

「そうか？　そんなには汚れてなかったじゃないか」

　言って、桐ヶ谷は中村のよだれをハンカチでぬぐう。スーツの布地にその跡あとが残ってしまっているし、獣けもの臭くささもうっすらと染しみこんでいる。

　しかし、桐ヶ谷はそれをまったく気にしておらず、犬に触ったことをただ喜んでいるふうだ。オーダーメイドのスーツ一着くらい、どうなっても特に気にならないらしい。

「お前は、よっぽどの犬好きなのか？」

「ああ、好きだ。それにさっきの犬は、昔飼ってた犬に似てたしな」

「……飼ってた？　お前が？」

　思わず高くなった声に、桐ヶ谷が苦く笑しようする。

「俺が犬を飼ったら、何か、おかしいか？」

「おかしいと言うか、意外だ。お前の家は、アフガンハウンドとかサルーキとか、いかにも金持ち御ご用よう達たしの、血統書つきの犬を飼っていそうだから」

「期待を裏切って悪かったが、飼ってたのは、名字が桐ヶ谷になる前だ」

「前？」

「ああ。段ボールの家よりはちょっと上等って感じのバラック小屋に、家族五人がすし詰づめになって住んでた、ずっと昔のことだ。近くのスーパーで里親募ぼ集しゆうのチラシを見て、一ひと目め惚ぼれしてさ。親に必死で頼たのみこんで、やっと許可をもらったものの、毎日、餌えさをやるのは無理だからって、結局、一週間も経たたないうちに返しに行かされた」

　淡たん々たんと紡つむがれる言葉にどう反応していいかわからず、秋森はそっと息を詰つめる。

　とたんに、蟬の声や車の音がどこかへ遠ざかってゆき、秋森の耳にはっきりと届くのは桐ヶ谷の声だけになった。

「俺の家は、親おや父じがやってた結構ヤバい廃はい品ひん回収の仕事で、その日暮らしをしてたんだ。小学校の頃ころから、父親の手伝いを強要されて、学校にもあんまり行けなくてさ」

　その父親は、桐ヶ谷が中学に上がる直前、借金まみれで事故死したという。

「身体からだの弱い母親には長時間の労働が無理で、俺が一家を支える大黒柱になったもんだから、そのあとは、よけいに学校へ通うどころじゃなくなった」

　秋森はずっと、桐ヶ谷のことを、誰だれもが羨うらやむ恵めぐまれた家庭に生まれ、苦労など何ひとつ知らずに育った御おん曹ぞう司しだと思っていた。だが、実際は、まるで違ちがった。初めて知る事実にただ啞あ然ぜんと驚おどろいて声も出ない秋森の隣となりで、桐ヶ谷は平へい坦たんな調子で話を続けた。

　幸か不幸か、体格のよかった桐ヶ谷は、年ねん齢れいをごまかして、毎日早朝から夜よる遅おそくまで、いろいろな場所で働いていたそうだ。桐ヶ谷の強きよう靭じんな肉体の基き礎そは、おそらくその頃に作られたものなのだろう。

「……生活保護は、受けられなかったのか？」

「知識がなかったのか、役所に頼たよりたくない、あるいは頼れない理由が何かあったのかはわからないがな」

　桐ヶ谷は肩をすくめ、静かに微笑ほほえむ。

「もし、ずっとあのままだったら、読み書きもろくにできなかっただろうし、裁判官の息子むすこと知り合う機会なんて、死ぬまでなかっただろうな」

　犬一いつ匹ぴきの餌代も捻ねん出しゆつできず、義務教育すらまともに受けられなかった凄すさまじい貧困。

　自分には決して知り得ない、そんな暗い場所で息をひそめて生きていくしかなかった苦しみを想像して、胸が痛くなった。そうされることを、桐ヶ谷は望んでいないとその口調からはっきりと感じられたけれど、同情せずにはいられなかった。驚きがあまりに深く、何も知らずに、金持ちのボンボンだと決めつけていたことに、罪悪感すら覚えた。

　だからだろうか。本当なら交わるはずのなかった道が交わり、出会えた奇き跡せきを喜ぶような眼まな差ざしを向けられ、心がきつく締しめつけられて息苦しくなる。

「……いつ、桐ヶ谷になったんだ？」

　十四のとき、と声が返ってくる。

　母親の類たぐい希まれな美び貌ぼうを、今の義父が見み初そめ、後妻に、と熱ねつ烈れつに望まれたのだという。桐ヶ谷家は、戦後に不動産業で巨きよ億おくの富を成した家で、古くから続く名家というわけではないらしい。それでも、当主が貧しい子持ちの女を後妻に迎むかえることを、家族や一族がどう思ったかは、想像にかたくない。

　桐ヶ谷が早く経済的に独立したがり、自分の家族を持ちたいと願ったのは、そのあたりに理由があったのだろう。

　しかも、母親は再婚してわずか二年後に、病死してしまったそうだ。

「母親が再婚したときも、死んだときも、下の妹や弟はまだ小さくて、わりとすぐその状じよう況きように慣れたんだが、俺は駄だ目めだったんだ。何もかもに、わけもなく反発したくなる思春期のまっただ中だったから。で、気がついたら、俺だけがひとり、桐ヶ谷の人間になりきれないままでさ」

　年々、家族行事のときに感じる疎そ外がい感が強きよう烈れつになる、と桐ヶ谷は苦笑いする。

「……自分の家族がほしいのは、だから、なのか？」

「ああ。夜食にカップラーメンを啜すすっても、珍ちん獣じゆうを見るみたいな目を向けないていどの思いやりのある家族が、時々、無む性しようにほしくなる」

　冗じよう談だん混じりに言ったあと、桐ヶ谷は「我ながら、強欲だよな」と息をつく。

「喉のどから手が出るほどほしかった家も金も、腐くさるほど与えてもらったのに、それで満足できないんだからさ」

「……色々、苦労、したんだな、お前」

　もっと気の利きいた慰なぐさめを言いたかったのに、小さく開いた口からこぼれ出たのは、そんな陳ちん腐ぷな言葉だけだった。

　情けなくて、うつむいた秋森の頭に、大きな手が一瞬、優やさしく触ふれる。　>>>♥

「誤解するなよ、秋森。過去のことはもう何とも思ってないし、今の家族が嫌きらいなわけでもない。クソ生意気な野生児だった俺の性しよう根ねをたたき直して、まともな教育を受けさせてくれた桐ヶ谷の義父には感謝しかしてないぜ？」

　その眼差しも声も清すが々すがしく、今の桐ヶ谷は過去に囚とらわれてはいないとはっきりと直感できた。

　慰めるつもりが慰められて、何だか妙みような気分だ。

「……どうして、今まで黙だまってたんだ？」

　問うと、「話す機会がなかった」と返ってくる。

「アジの開きの定食を、誕生日だからっておごってくれるようなお前と一いつ緒しよにいると、心底、楽しかったしな。わざわざ、不幸自じ慢まんをするような気にはならなかったんだ」

　桐ヶ谷の話を聞けば聞くほど、驚きと混乱が大きくなる。

　八年前のあの日からずっと、桐ヶ谷のことを極きよく端たんな二面性のある冷れい酷こくな男だと思い、嫌きらっていた。けれども、今、感じた掌てのひらの温かさは、決して偽にせ物ものではない気がした。

　八年前の夏、自分は何の理由もなく桐ヶ谷に爪つま弾はじきにされ、いわれのない辱はずかしめを受けた。それは紛まぎれもない事実のはずなのに、秋森の心は揺らいでいた。

　あれは、本当に何の理由もないことだったのだろうか。筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい辛しん酸さんを経験し、そこからあざやかな再生を果たした強く、凜りんとした男の心に、本当にいびつなゆがみなど存在しているのだろうか。

　胸の中に様々な疑問が満ちてゆき、桐ヶ谷に対して抱いだいていた印象が、どんどんとあやふやなものになっていく気がして、困こん惑わくした。

　その眼まな差ざしをどう理解したのか、桐ヶ谷は「そんな顔、するなよ」と淡あわい苦笑いをこぼす。

「昔は色々あったが、俺は今、かなり幸せに生きてるぞ？　唯ゆい一いつの本気の悩なやみと言えば、なかなか嫁よめが見つからないことくらいだしな」

　ごく軽い口調で言って、桐ヶ谷はふわりと笑う。

　じゃあ、早く見つかるように、何かのついでに祈いのっておいてやる。──それぐらいの軽口を叩たたけば、ふたりの間に漂ただようこの湿しめった空気がからりと乾かわいて、明るくなるだろう。

　そう思いはしても、その言葉を声には出せなかった。どうしても。

　代わりに、胸のうちで、男嫁などずっと見つからなければいいのに、と秋森は願った。

　そう願ったのは、桐ヶ谷への憎にくしみゆえの嫌がらせではない。違ちがう、ということだけははっきり自覚できるその気持ちが何なのか、いくら考えても答えには辿たどりつけなかった。







　胸の中でもやもやと溜たまるものの正体がわからないのが不快で、秋森は、水族館の無賃見学から戻もどってきた湊に事の次し第だいを聞かせた。桐ヶ谷の過去は勝手に他人に話していいものではないだろうが、幽ゆう霊れいになら、教えても、秘密を暴ばく露ろしたことにはならないだろう。

「署長サンさぁ。わかんない～って、それ本気で言ってんの？　マジで？」

　署長室で秋森の話を聞き終えたあと、湊は盛大に顔をしかめた。

「桐ヶ谷さんを見て、あぁん、格好いいって胸がきゅんきゅんときめいたり、桐ヶ谷さんのあの逞たくましいペニスでお尻しりの孔あなを突つかれて、あんあん言えるのはずっと自分だけだったらいいのに、って思う理由、本当にわかんないの？」

「……お前の頭の中は、一体どうなってるんだ？　俺はそんなこと、一言も言ってないぞ」

　秋森も顔をしかめ返すと、湊は「ふんっ」と荒あらく鼻を鳴らした。

「東大卒のエリート官かん僚りようサマが使う小難しくてまどろっこしい、意味不明に気取ってる霞ヶ関言葉を、普通の日本語に直したら、そうなるでしょ」

「なるか。勝手な誇こ大だい解かい釈しやくをして、人の気持ちを捏ねつ造ぞうするな」

「あのねえ。僕は署長サンが自分で気づいてない心の奥の声を、代弁してあげてるの。せっかく、親切でお悩み相談してあげてるのに、恋れん愛あい経験ゼロの童どう貞てい三十男って、ホント面めん倒どう臭くさいなあ、もう」

「俺はまだ二十七だし、お前だって童貞だろう」

「でも、僕、ちゃんと恋愛したことあるもんね」

　湊はにっと唇くちびるの端はしを吊つり上げ、勝ち誇ほこる。

「とにかくさ、桐ヶ谷さんを見てどきどきする理由なんてひとつしかないのに、そんな簡単なこともわからないなんて、署長サン、いくら何でもちょっと鈍にぶすぎ。あと四日で二十八になるいい大人の質問じゃないよ、それ。二十八どころか、八歳児レベル」

「……わるかったな、八歳児で。で、要するに、何なんだ」

　答えを急せかすと、湊は幽霊のくせに天を仰あおぐような仕し種ぐさを見せてから、言った。

「どきどきするのは好きだから。お嫁さんが見つかってほしくないのは、桐ヶ谷さんを独り占じめしたい独どく占せん欲よく」

　要するに、と湊は鼻先が重なるほどの近くに顔を寄せ、囁ささやいた。

「署長サンは、桐ヶ谷さんに恋こいしちゃってるんだよ」

「まさか。あり得ない」

「どうして？」

「お前らの性せい癖へきをとやかく言うつもりは毛頭ないが、俺は個人的に、恋愛は異性間でするものだと思ってる。だから、それはあり得ない」

　そう断言すると、湊が無言で双そう眸ぼうを細めた。何かとてもとても可か哀わい想そうな生き物を、心の底から哀あわれむような眼差しだ。

「あのさー、署長サンさー」

　執しつ務む机の上空で肘ひじを突ついて横になり、湊はぼりぼりと腹をかいた。

「僕、最初に桐ヶ谷さんとの大学時代のいざこざ話を聞いたときから、ずっと思ってたことがあるんだよね。言っていい？」

「何だ？」

「バイト始めた友達に、自分の稼かせいだお金で買いたいものがあるって言われて、『誕生日プレゼント買ってくれるつもりなんだ！　きゃっ、嬉うれしい！』とか、普ふ通つうは思わないから。それ、友達じゃなくて、恋こい人びとの心理だよ。しかも、『花火大会を口実に彼が誕生日祝いをしてくれるかも！　きゃっ！』まで来ると、もう丸っきり恋する乙女おとめのきらきらドリームだよ、署長サン」

「……きゃあ、なんて一度も思ったことはないし、そう推測する根こん拠きよはちゃんとあった」

「でも、署長サンが桐ヶ谷さんの誕生日にしたことって、定食をおごっただけでしょ。しかも、何百円とかのやっすいやつ」

「ああ……」

「で、桐ヶ谷さんは、三ヵ月くらいの間、大学そっちのけで毎日何時間もバイトしてたんだよね。それだけ働いてたってことは、必要だったお金って、何万どころか、何十万だよ？　ただの友達なら、数百円の定食のお返しに、そんな高価なものを贈おくってもらえるなんて、するっと思いこんだりはしないよ。大体さ、男同士で誕生日プレゼントを贈り合うとかいう発想自体が、そもそもかなり変だよ、署長サン」

　贈り物をしたら、返礼があると思うのは、変じゃない。──男同士でも、たぶん。

　そう悪あがきをしようとした秋森の眼前に、湊が横おう臥がの姿勢のまますいっと漂ってくる。

「誰だれかを好きになったことも、つき合ったこともなくて、同性愛の『ど』の字も頭になかったから、自覚できなかっただけで、署長サンは潜せん在ざい的ゲイで、桐ヶ谷さんが好きだったんだよ。自分は桐ヶ谷さんの親友だ、一番仲がいいんだ、って気持ちが、いつの間にか、優しいイケメンお坊ぼつちゃまに大切にされてる彼女の気持ちになっちゃってたんだと僕は思うよー」

　言いながら、湊は秋森の前を通り過ぎ、部屋の上空を一周して、また戻ってくる。

「桐ヶ谷さんに沖縄旅行の件の言い訳を絶対に許さなかったのも、意固地にずうっと無視し続けたのも、失しつ恋れんのショックとその後こう遺い症しようだったんじゃないの？　無自覚でも、署長サンの初はつ恋こいと初失恋だったわけなんだし、『自分以外の誰かを好きなお前と仲直りしても、何の意味もないから、もう絶交だ！』みたいなやけくそ的な」

　心の中だけであろうと、断じて「きゃあ」などという子供及および女子用語を使ったことはない。

　けれども、誕生日のことをあれこれ浮うかれ気分で妄もう想そうしたのは事実だし、湊の指し摘てきはいちいちもっともな気がする。そんな気も、しなくはないが──。

「ねえ、ねえ、署長サン。往生際ぎわ悪くじたばたしてないで、認めちゃいなよ。桐ヶ谷さんが好きって」

「……認めて、どうするんだ？」

「告白するに決まってるじゃん！　大学時代のことまではわかんないけど、今の桐ヶ谷さんは絶対にいい人だし、署長サンのこと、好きだと思うよ？　だから、告白して、両りよう想おもいになりなよ。そしたら、きっと、今よりもっと気持ちのいいセックスができるよ！　署長サンと両想いになれた悦よろこびで、桐ヶ谷さんのペニスがばっきんばっきんにハッスルして、超ちよう弩ど級きゆうバズーカになっちゃうかも！」

　学生時代の自分は、本当に、知らず識しらずのうちに桐ヶ谷に恋をしていたのだろうか。もし、そうだったとしても、恋をした経験がないので、それを確かめるすべはない。だから、あのときの気持ちと、今の気持ちが同じものなのかも、わからない。

　今、自分は、単に、友情が復活する萌きざしを純じゆん粋すいに喜んでいるだけなのかもしれない。桐ヶ谷と昔のように気き兼がねのないつき合いをしたくて、もうしばらくは独身でいてほしい、と思っているだけなのかもしれない。胸が締しめつけられるのは、初めて知った桐ヶ谷の過去に同情しているからかもしれない。──真実はそういうことなのに、セックス大好き破は廉れん恥ち幽ゆう霊れいに惑まどわされ、唆そそのかされているのではないだろうか。

　それに、桐ヶ谷からは確かに親愛の情を感じるが、だからと言って愛されてなどいないはずだ。元々、桐ヶ谷は誰に対しても愛あい想そのいい男だし、あれほどはっきり「結けつ婚こん相手が見つからない」と嘆なげいているのだ。桐ヶ谷がそうするのは、きっと自分が恋愛対象ではないからだ。

　なのに、うっかり告白などすれば、せっかく改善しかけた関係がまたぎくしゃくしてしまうのではないだろうか。

　卑ひ猥わい語を連発しながらひとりで盛り上がり、部屋の中を回遊魚のようにくるくると旋せん回かいする湊を見やり、そんな疑念を抱いだいたとき、秋森はふとあることを思い出した。桐ヶ谷との関係や今後のことに頭を悩なやませるより先に、片づけておかねばならないことがあった。

「湊。お前、もしかして、さっき、赤坂アクアへ行ってたのか？」

「うん、行ってたよ。僕、水族館、好きなんだ。先生とよく、水族館でデートしてたから。あ、でも、僕が生きてた頃ころはまだ建ってなかったから、赤坂あアそクアこには行ったことなかったけどね」

　湊の恋人だった鮎沢は生物教師だったので、解説がおもしろく、水族館デートはいつもとても楽しかった、と思い出話を始めた湊を、秋森は「ちょっと来い」と呼ぶ。

　口調から不ふ穏おんなものを感じとったのか、湊が「何で？」と警けい戒かいするように眉まゆを上げる。

「いいから、下りてこい」

　少し声を強くして言うと、湊は秋森の執務机のふちに腰こしを掛かけた。

「何、署長サン」

「有料施し設せつに入場料を払はらわず入るのは、不法侵しん入にゆうに当たる。今後はやめろ」

「……何言ってんの、署長サン。僕、幽ゆう霊れいだよ？」

「幽霊でも、水族館のタダ観みはよくない」

　目もとを厳しくしてそう告げたとき、机の上でスマートフォンが鳴った。柏木からだった。

『秋森、俺だ。今、署の近くにいるんだが、寄っていいか？　お前に話がある』

「お出いでいただくのはかまいませんが……、どのようなご用件ですか？」

『電話じゃ何だから、そっちに着いてから話す』

　十分ほどで着く、と言って、柏木は電話を切った。

　わざわざ来署して、いつもスポーツバーや居酒屋でしているような、サッカー関連の話をするはずがない。当然、職務絡がらみの内容だろう。だが、警察庁長官官かん房ぼう国際課第一国際協力室の室長が、一所しよ轄かつ署しよの署長にどんな用があるのか、さっぱり見当がつかない。

　秋森は首をひねりながら、スマートフォンを元の場所に戻もどす。とりあえず、柏木が来るまで説教の続きをしようと思ったけれど、肝かん心じんの不法侵入幽霊がいつの間にか姿を消していた。







　柏木の階級は、秋森よりひとつ上の警視正だ。今、署内にいる者の中で誰よりも階級が高い柏木を、副署長がひどく緊きん張ちようした顔で案内してきたのは、ちょうど十分後だった。

「実はな、内密にお前に打だ診しんしたいことがあるんだ」

　副署長が退室するなり、柏木は来客用のソファに腰を下ろし、あまり長くはない脚あしを組んで言った。警察庁長官官房国際課第一国際協力室室長の立場で来署しての、秘ひ密みつ裏りの打診。よほどの重要事案に違ちがいない。兄とも慕したう柏木の頼たのみなら、どんな困難なことでも引き受ける覚かく悟ごで、秋森は「はい」と頷うなずく。

「昔、世話になった上司が、懇こん意いにしている大物政治家に、末すえ娘むすめの結婚の世話を頼まれてな」

　政治が絡からんだ話のようだ。秋森は思わず、向かいのソファから身を乗り出す。

「その娘は、大学を出たての、ぴちぴちの二十二歳で、三十以上のおっさんとは結婚したくないらしい。で、将来有望な若い二十代キャリアを紹しよう介かいしてくれと言われた上司が白羽の矢を立てたのが、去年まで部下だった男で、お前の同期のやつだ。今週末、引き合わせる予定だったんだが、そいつが昨日、出向先であり得んちょんぼをやらかして、辞表を出した」

「……もしかして、花田ですか？」

「知ってたのか。早耳だな」

　嫌いやな予感を激しく覚えながら、秋森は「ええ、まあ」と返す。

「不幸中の幸いで、先方には『いい若手がいる』としか伝えてなかったから、その元上司は慌あわてて代わりを探そうとしたが、じっくり候補者の吟ぎん味みをする時間はもうない。しかも、庁内のパワーバランスも関かかわってくる微び妙みような事こと柄がらだから、大っぴらに募ぼ集しゆうもできない。そんなわけで、優ゆう秀しゆうな二十代を知ってたら、教えてくれって、さっき電話で泣きつかれてさ」

「……まさか、俺の名前を出すつもりじゃないでしょうね？」

　つもりだ、と柏木は笑う。

「政治家の娘と結婚すると、上層部の覚えがめでたくなって、色々いいことがあるぞ。どうだ、秋森。同期の尻しりぬぐいのつもりで、結婚しないか？」

　柏木の表情には、深刻さを感じさせるものがまったくない。

　本気で紹介しようと思っていないのは明らかだったので、秋森は内心で脱だつ力りよくしつつ、即そく座ざに「するわけないでしょう」と目を眇すがめる。

「そんな用なら、電話で言ってください。わざわざ署にいらっしゃるから、いったい何事かと思ったじゃないですか」

「まあ、そう目を吊つり上げるな。こういう話を、電話やメールでちょいちょいっとすますのも何だし、お前が今、どんな顔をしてるのかも、ちょっと気になってたからな」

「俺の顔が、どうかしましたか？」

「嫉しつ妬とに身を焦こがして、げっそり窶やつれてるんじゃないか、と思ってさ」

「嫉妬？」

「ああ。まだ、捜そう査さ本部は解散してないんだろ？　署長の自分より署員に慕われてる桐ヶ谷に、くそ～、こんちくしょう～って毎日怨おん念ねんを送りまくって、体力消しよう耗もうしてるんじゃないかと心配してたんだ」

　気の置けない仲だからこその軽口に、秋森は視線を泳がせる。

「……それは、お気き遣づかいいただいて、ありがとうございます。でも、体調を崩くずすほど、送ったりしてませんから」

「そのようだな。肌はだつやがよくて、元気そうだもんな。ふっきれたか？」

「ええ。気にしても、仕方のないことですし……」

　情けない愚ぐ痴ちを吐はいたあの夜と今とでは、桐ヶ谷に対する気持ちは大きく異なっている。

　何だかばつが悪く、逸そらす話題を探しかけて、秋森はふと思った。

　柏木からは、たまに女の匂においがする。年相応の恋れん愛あい経験を積んでいるふうだし、湊のように自分と桐ヶ谷に変態セックスをさせたいという邪よこしまな思おも惑わくも持っていない。

　だから、柏木に訊きけば、桐ヶ谷のことで一いつ喜き一いち憂ゆうする理由が、正確にわかるかもしれない。

「あの、柏木さん。全然、関係のない話なんですけど、ちょっといいですか……？」

「ああ、何だ？」

「友情と恋愛感情の違いって、何だと思いますか？」

　唐とう突とつな質問を訝いぶかるように一いつ瞬しゆん、眉を寄せたあと、柏木は「友情と恋愛の違い、か」とにやにやと目め尻じりを下げた。

「何だ、何だ、秋森。もしかして、ただの同期だと思ってた水野君と恋こいの予感か？」

「……柏木さん、水野を知ってるんですか？」

　ああ、と柏木はにやけ顔で頷く。

　第一国際協力室では半年ほど前、ロシア語のできる女性キャリアが急きゆう遽きよ、一日だけ必要になったことがあり、適切な人材として選ばれたのが数ヵ国語に堪たん能のうな水野だったらしい。

　そして、柏木は水野のことを「秋森と同期の才さい色しよく兼けん備び」として、記き憶おくに留とどめていたという。

「で、水野君と何があったんだ？」

「水野とは何もありませんが、……学生時代の友人とたまたま再会してから、最近ちょっと気分が変と言うか、おかしいと言うか……」

　桐ヶ谷とは、署に捜査本部が設置されたことをきっかけに、久しぶりに再会したのだから、まったくの噓うそではない。ただ、桐ヶ谷の名前を出したり、破廉恥幽霊に取り憑つかれてしまったオカルト話をしたりすることはできないので、曖あい昧まいにごまかしながら、当たり障さわりのないところだけをかいつまんで説明してみた。

「ほうほう。その彼女と話をすると胸が苦しくなって脈が乱れ、結婚相手を募ぼ集しゆう中ちゆうだと知って、もやもやしている最中だ、と？」

「……ええ。ただの友人でも、久しぶりの再会が本当に嬉うれしいと、そうなることってありますよね？」

　いや、ないな、と柏木はにやけ顔のまま、間かん髪はつをいれずに否定する。

「友人が幸せになることを素す直なおに応おう援えんしてやれないのは、心のどこかで妬ねたみを感じているか、本当は彼女が好きだから、自分が彼女と結けつ婚こんしたいと思っているかのどっちかだろ。で、お前の場合は、友人に対して、どきどきしてる時点で、答えは後者しかない。お前がその彼女に対して抱いだいている気持ちは、友情じゃない。間ま違ちがいなく、恋だ」

　──友情ではなく、恋。きっぱりと断言され、心臓が大きく跳はねた。

　自分に対して、何の思惑もない柏木の言葉によって、胸の中の気持ちが明確な形を成してゆくのがはっきりとわかり、皮ひ膚ふの下で激しいざわめきが起きる。

　このわけのわからない気持ちは、恋。

　不明確なものの正体が判明したけれど、嬉しさよりも、戸と惑まどいのほうが大きい。生まれて初めて自覚したばかりの恋こい心ごころを、どう扱あつかえばいいか、秋森にはわからなかった。

「で、本当に相手は水野君じゃないのか？」

　きっと、真っ赤になってしまっているだろう顔を伏ふせ、秋森は「違います」と細く答える。

「おいおい。自分から話を振ふっておいて、その照れっぷりは何だよ？　そんな、初はつ恋こいが芽生えたばかりの乙女おとめです、みたいな顔でもじもじされると、こっちまで恥はずかしくなるじゃないか」

　冗じよう談だんめかした口調で、柏木が笑った直後だった。ノックの音が部屋に響ひびくと同時に、扉とびらが開く。せっかちな来訪者は、犬の毛まみれになったスーツを着き替がえた桐ヶ谷だった。

「秋森。在田が──」

　少し興奮気味の様子で署長室に入ってきた桐ヶ谷は、柏木に気づいて立ち止まる。

「……ご無ぶ沙さ汰たしております、柏木さん」

　桐ヶ谷は姿勢を正し、軽く頭を下げる。

「お出いでになっているとは知らず、失礼しました」

　扉口から、桐ヶ谷の猛もう進しんをとめる暇ひまもなかったのだろう副署長が、心配げに顔をのぞかせている。秋森は、大だい丈じよう夫ぶだ、と視線で告げる。

「この前のラブホじゃ、確かに久しぶりだったが、今日はそうでもないだろう」

　一瞬の間を置き、そうですね、と桐ヶ谷は笑えんで頷く。

「秋森署長に急ぎの用があります。今、お伝えしてもかまいませんか？」

「ああ、いいぜ。俺の用は、もうすんだからな」

　言って、柏木はソファから立ち上がる。どうやら、帰るようなので、秋森も立った。玄げん関かんまで見送るつもりだったが、柏木は「ここでいい」と鷹おう揚ように手を振る。

　じゃあな、と署長室を出ていこうとした柏木は、ふいに足を止めて桐ヶ谷を見た。そして、値ね踏ぶみする視線で、極ごく上じようのスーツを優ゆう雅がに纏まとう長身を舐なめ回す。

「……何か？」

「いやな。そういや、お前も、東大出の優秀な二十代キャリアだったなあ、と思ってな」

「……は？」

「桐ヶ谷。今週末、見合いをしないか？」

　まるで、昼時に部下を食堂へ誘さそっているかのようなごく軽い雰ふん囲い気きの問いかけに、桐ヶ谷が虚きよを衝つかれたふうにまたたく。

「……は？」

「相手は大物政治家の愛まな娘むすめだ。話がまとまれば、おいしい特典が色々ついてくるぞ。どうだ？」

「せっかくですが、結構です」

　艶えん然ぜんとした微笑ほほえみで慇いん懃ぎんに、しかしはっきりと、桐ヶ谷は柏木の提案を撥はねつける。

「愛のない結婚に興味はありませんので」

「あ、そうなの？　意外にロマンチストなんだなー、お前」

「ええ、そうなんです」

　秋森への打だ診しんと同様、まったく本気ではなかったのだろう。柏木は「じゃ、しょうがないな」とあっさり退ひいた。今度こそ、邪じや魔ましたな、と帰ってゆく柏木の背を訝しげに一いち瞥べつしたあと、桐ヶ谷はどういう意味なのか小さく頭を振って、告げた。

「在田が、共犯者の名前を吐いた」













　家族の身の安全は保証する、という説得にようやく応じた在田の口から、犯行に関かかわった者全員の身元が語られたことによって、停てい滞たいしていた捜そう査さは一気に進展した。

　その日のうちにすべての被ひ疑ぎ者しやの所在を確かく認にんし、在田の証言の裏付けを取った上で、二日後には全員の身み柄がらを無事確保できた。そして、捜査本部が解散したのは、さらにその翌日の土曜──秋森の誕生日の前日の夜だった。

　肩かた書がきは副本部長でも、実際にはまったく捜査に関わっていない秋森にとっては、大量の書類仕事に追われ、その合間に各種の会議・会合や式典に出席するという通常通りの毎日だった。

　けれども、捜査員と彼らを指揮する桐ヶ谷にとっては、まさに怒ど濤とうのように過ぎていった四日間だ。

　刻一刻と状じよう況きようが動いていたその間、桐ヶ谷から夜の誘いが来ることはさすがになかった。もちろん、こちらから会いたいと求めることもなかったが、それは、捜査本部が一段落するまで我が慢まんするよう、秋森が湊を説得したからではない。湊が自主的に「桐ヶ谷さんに時間ができるまで、僕も禁きん欲よくする」と言ったのだ。

　湊はセックス中毒の破は廉れん恥ち幽ゆう霊れいだが、人間くさいと感じる部分も多い。不満げな顔をしていたわりには、注意して以来、水族館の無賃入場はちゃんとやめているようだし、そうしてできた暇に飽あかせて桐ヶ谷を署内ストーキングし、「桐ヶ谷さん、さっき、誰だれもいない廊ろう下かの隅すみっこで、渋しぶ柿がき十個いっぺんに食べたみたいな顔して、眉み間けん揉もんでたよ。すっごく疲つかれてるみたいだけど、大丈夫かなあ」と心配したりしていた。

　もっとも、同時に「挿いれるほうと挿れられるほうが両方とも、我慢に我慢を重ねたあとのセックスって、快感と解放感が倍増しそうだよね！　どっちからも、こくとろ～な精液がびっしゃんびっしゃん大量に噴ふん射しやして、白い大河ができちゃいそう！」などとうきうきしてもいた。だから、きっと、四日間の短い禁欲を、湊は、桐ヶ谷の体調を慮おもんぱかってと言うより、ある種の「プレイ」を愉たのしむ感覚でおこなっていたのだろう。

　その証しよう拠こに、捜査本部が解散した土曜の夜、官舎へ帰宅するなり、慌あわただしかった署内では私的な会話を交かわす機会もなく別れてしまった桐ヶ谷に、明日あしたの約束を覚えているか、早く確かめろ、とうるさく催さい促そくされた。そして、せっつかれるままメールをし、しばらく経たって送られてきた「明日の七時。場所はあとで連れん絡らくする」と書かれた返事を読んだ湊は、顔色を一変させて絶ぜつ叫きようした。

「明日の夜七時、って何それー!!」

　幽ゆう霊れいのくせにはっきりとある脚あしで地じ団だん駄だを踏ふみながら、窓ガラスが罅ひび割われしそうな甲かん高だかい声で湊は喚わめいた。

「明日は日曜で、署長サンは元々お休みだし、桐ヶ谷さんも捜査本部が解散したばっかだからお休みの日、な・の・に！　どーして会うのが、そんな時間からなわけっ？」

「疲れてるからだろう。それくらいは休ませてやれ」

　桐ヶ谷は疲れ魔ま羅らを口実にしてセックスを誘ってくるような性せい欲よく魔ま神じんで、明日はふたりの休日が重なっている珍めずらしい日だ。秋森もてっきり、もっと早い時間を指定されるだろうと思っていたので、少し意外だった。きっと、よほど疲れているに違ちがいない。

「でも、僕、明日は朝からセックスできると思って、すっごく愉しみにしてたのに、夜の七時からじゃ、何回もできないじゃん！　どうせ署長サン、明日も十二時になる前に帰っちゃうんでしょ！」

「こういう用で、長時間、官舎を空けることはできないからな」

「も～う、石頭！　署長サンだって桐ヶ谷さんといっぱいセックスしたいくせに！」

　否定できない事実なので、秋森は反射的に淡あわい苦く笑しようを漏もらした。

　思いがけず、桐ヶ谷との密会が小休止したこの四日間は、秋森にとって、気持ちの整理をするいい時間となった。

　桐ヶ谷が視界に入るつど胸が激しく高鳴る。誰からも厚い信しん頼らいを寄せられている凜り々りしく有能な捜査本部の指揮官が、ベッドの中では性欲魔神の変態と化す秘密を知っているのはここでは自分だけだと思うと、強い優ゆう越えつ感を覚えて嬉うれしくなる。桐ヶ谷が自分以外の誰かと親しげに話しているのを見れば、胸がちりちりする。

　そんな気持ちが恋こいなのだと、秋森はもうはっきりと自覚している。だからこそ、湊の言う通り、桐ヶ谷と身体からだを繫つなげたいという欲よつ求きゆうもある。

　それだけに、桐ヶ谷に身体は気に入られていても、真しん剣けんな交際をする相手だと思われていないことが悲しかったが、ただ落ちこんでいるだけではこの関係は前にも後ろにも動かない。桐ヶ谷の心を変えるには、自分が行動するしかないのだ。今、自分が桐ヶ谷の好みから外れているのなら、ずっと一いつ緒しよにいたいと思ってもらえる男になる努力をするしかない。──この四日間で、秋森の胸にはそんな決意が芽生えていた。

　最初は、湊に、桐ヶ谷がどんな男を好むのか、調べてもらうつもりだったけれど、口に出す前に思い直した。幽霊にストーキングをさせて情報を得るのは、恋れん愛あい成じよう就じゆのためのまっとうな努力ではないからだ。

　それによく考えてみれば、二十八を目前にして初めて知った恋の行く末よりも、先に解決しなければならない問題があった。今、桐ヶ谷の目に映っている自分は、自分であって自分ではない。恋する男の前に、本当の自分自身として立つために、湊には早く成じよう仏ぶつしてもらわなければならない。

　四日間、そんなふうにあれこれと考えを巡めぐらせ、まずは湊を成仏させることに専念しようと決めた。それはつまり、湊が満足するまで、桐ヶ谷とセックスをするということだ。だから、その間に、桐ヶ谷を少しでも魅み了りようできるような技わざを習得しようという心づもりもあったし、身体を何度も深く繫げることで自分に情を移してくれないだろうかという期待もあった。

　要するに、秋森も湊と同様、あるいはそれ以上に桐ヶ谷とセックスがしたい。だが、湊と違って、桐ヶ谷に対して抱いだいているのは欲よく情じようだけではないので、疲ひ労ろう困こん憊ぱいした状態で無理をさせたいとは思わない。

「それはそれ、これはこれだ」

「もー、何がそれで、これなんだか、全然意味わかんないし！　もー！　もー！　もー！　僕、太陽がいっぱいの部屋の中で、おっきいバイブをぎゅんぎゅん回されたかったのに！　真夏の楽しい思い出を作りたかったのに！　んもー!!」

　どうやら、湊は明るい時間の変態セックスに耽ふけりたかったらしい。もう、もうと牛のように鳴き散らし、蛙かえるのようにぷりぷりと頰ほおを膨ふくらませている。

　それでも、桐ヶ谷の都合がつかないなら、秋森に滞たい在ざい時間を延ばせと要求してこないあたり、聞き分けがいいのか悪いのか不明で、どうにも憎にくめない破廉恥幽霊の頰は、一晩経っても膨らんだままだった。その顔で、朝から「ああぁ、まだ九時だぁ」、「ええぇ、まだ十時ぃぃ」などと恨うらめしげな時報をぶつぶつと垂れ流すので、秋森は昼に近所のカフェへ出かけた。湊の好きな甘いものを食べさせて、黙だまらせるためだ。

　同化した湊がいちごのパフェを平らげ、あっさりと機き嫌げんを直した頃ころ、桐ヶ谷からメールが来た。今晩、落ち合う先の住所が記されていた。初めての場所だ。今までと同じ港区内だったけれど、建物の名めい称しようからはホテルとは思えなかった。スマートフォンのブラウザを開き、念のために調べてみると、海沿いに建つタワーマンションだった。

「これって、桐ヶ谷さんの部屋だよ、きっと！　誕生日の署長サンを、自分の家に招待するなんて、すっごく意味深だよね！」

　秋森の中から出てきた湊はそう言って、くふくふと笑った。







　バイブ、バイブ、とはしゃぐ湊は、日曜だからか、やけに混雑していた駅の改札を出てすぐ、同化することを求めてきた。張り切り具合の表れらしい。

　駅から少し歩き、指定されたマンションの部屋を時間通りに訪ねると、壁かべ一面の大きな窓から晴はる海み埠ふ頭とうやお台だい場ば周辺の夜景が一望できるリビングに通された。

　一面に広がる海辺の街の煌きらめきは、とても美しかった。思わず、感かん嘆たんの声がもれかかったけれど、寸前で喉のどの奥へすべり落ちていった。ソファ前のテーブルの上に置かれているものが、視界に入ったからだ。──優美なモザイク柄がらのガラスの器うつわに並べられた、様々な色や形状の、幾いく本ものバイブレーター。しかも、一本一本にリボンがついている。

　まるで花をそうしているかのような堂々としたさりげなさで、リビングのテーブルが卑ひ猥わいな大人の玩がん具ぐで飾かざられている光景に絶句していると、背後からきつく抱だきしめられた。

「四日ぶりだな。お前にこうやって触ふれられるのは」

　耳じ朶だを舐なめるようにして熱っぽく囁ささやかれ、胸が震ふるえた。何か返事をしなければ、と思うけれど胸と一いつ緒しよに頭の中もざわめいて、なかなか言葉が出てこない。

　落ち着かない気分で視線を彷徨さまよわせかけたとき、肩かたを抱いていた桐ヶ谷の右手が、胸むなもとへ下りてきた。薄うすいカットソー越ごしに掌てのひらを押し当てられ、鼓こ動どうがさらに速まった。

「まだ何もしてないのに、やけにどきどきしてるんだな。俺の部屋に来て、緊きん張ちようしてるのか？」

　秋森はうつむいて、小さく「馬ば鹿か」と呟つぶやく。

「……お前、今、ここに住んでるのか？」

「いや。普ふ段だん、住んでる部屋は、四よつ谷や。ここは義父おやじにもらったセカンドハウス」

「……そんなもの、持ってるのか、お前」

　湊におだてられ、少し期待していただけに、普段、生活拠きよ点てんにしている部屋ではなく、セカンドハウスに呼ばれたわけをどう理解すればいいかわからず、秋森は困こん惑わくした。

「ああ。あと、麻あざ布ぶと代だい官かん山やまと麴こうじ町まちにもあるぞ。いい父親だが、金と物以外での愛情表現が苦手なところが玉に瑕きずな人だからな」

　苦く笑しよう気味に言った男の指が、乳ち首くびをもんだ。すぐに芯しんを持って硬かたくなった乳頭が、こりこりとその指先に引っかかるのが恥はずかしく、心臓の早はや鐘がねが激しくなる。

「せっかくの誕生日だし、先に、酒でも飲むか？　それとも、すぐに玩具おもちやで遊びたいか？」

　玩具がいい、と湊が秋森の口で返すと、身につけていたものをすべて、あっという間に脱ぬがされた。そして、バイブレーターが並ぶテーブルのそばの一人掛がけソファに座らされ、両りよう脚あしをソファの上で、膝ひざ折おりにして開く格好にさせられる。秘部が丸見えになった羞しゆう恥ち心しんが興奮を煽あおり、ペニスが脚あしの間で垂れたまま膨らんで、ふるんと卑猥に揺ゆれた。

　秋森の半勃ぼつ起き状態のペニスを獣けものの眼まな差ざしで見つめ、桐ヶ谷も服を次々に脱ぎ捨て、逞たくましい肉体を惜おしげもなくあらわにしてゆく。最後に下着の奥から跳はね上がる勢いで現れ出た桐ヶ谷の赤黒い雄おすは、もうすっかり形を凶きよう暴ぼうに変化させていた。

　恋こい心ごころを自覚してから初めて眼前にするせいだろうか。何だか、正視するのが恥ずかしくて混乱してしまい、秋森は頭の中で回っていた疑問をぽろりとこぼした。

「──な、何で、今晩は、ホテルじゃなくて、ここなんだ？」

「ここじゃなきゃ、できないことがあるからな」

　色めいた眼差しに嫌いやな予感を覚え、秋森は眉まゆを寄せた。

「……何、するつもりだ？」

　もうすぐわかる、と言って、桐ヶ谷は秋森の前へ一歩近づき、怒ど張ちようを激しく扱しごき上げた。

　射精の準備をしている手つきに、喉が小さく鳴る。桐ヶ谷は秋森の後こう孔こうをほぐすさい、いつも必ず、ローションではなく、自分の精液を潤じゆん滑かつ剤ざい代わりに使うのだ。

「それに、ホテルじゃ、もし途中で呼び出されたときに、困るだろ？　バイブを何本も詰つめこんだ鞄かばんを抱かかえて駆かけつけて、万が一、誰だれかに中身を見られたら、シャレにならない」

　もっともなことを告げながら、桐ヶ谷は秋森の目の前で自じ慰いを続ける。

　桐ヶ谷の雄は瞬またたく間に猛たけり、先せん端たんから先走りを噴ふきこぼしはじめた。そうなるように狙ねらったのか、あるいは偶ぐう然ぜんなのか、淫いん猥わいに光るそのしたたりの糸は、秋森のペニスに落ちかかって、ぬるりと巻きついた。

「ん、ぅっ」

　そんなはずはないのに、火傷やけどをしそうなほど熱く感じて肩かたが震えると同時に、ゆるい弧こを描えがいていたペニスに硬かたい芯しんが灯ともる。根元から勢いよくびぃんとしなり勃ったかと思うと、先端の秘ひ裂れつを開き、淫液をぴゅるっ、ぴゅるっと散らした。

　自分の身体のあからさまな反応に狼狽うろたえた直後、「秋森」と頭上で雄の声が響ひびく。

「腰こし、もう少し、前へ出してくれ」

　求められるまま、おずおずと従うと、襞ひだをひくつかせていた窄すぼまりの中央へ、熱い勃起の先端が押し当てられる。

「出すぞ」

　亀き頭とうの先だけが、くぬりとめりこんだ。沈しずんだ部分はごくわずかだったけれど、みっしりと太い凶きよう器きを咥くわえこんだ入り口の肉環がめくれ上がったのを感じ、息を詰めた次の瞬しゆん間かんだった。

　体内を、大量の熱い粘ねん液えきで一気に濡ぬらされた。

「ああぁんっ」

　肉筒の内奥へ、どぷんどぷんと音がしそうな強い流れを、叩たたきつける激しさでそそぎこまれる。内部と密着しているのは亀頭の先端のほんの一部分だけなのに、ペニス全体の脈動がはっきりと伝わってくるかのような感覚に、秋森は吐と息いきを震わせて身み悶もだえた。

「あ、あ、あ……」

　桐ヶ谷の射精は、いつもより長く続き、量も多かった。秋森の中をたっぷりと潤うるおしたあと、戯たわむれのように肉環の表面を切っ先でくちゅくちゅと撫なで擦さすってから、桐ヶ谷は身を離はなした。

「秋森、最初はどれがいい？」

　ソファの前の床ゆかに座って片かた膝ひざ立ちになった桐ヶ谷が、バイブレーターが盛りつけられた器を引き寄せ、問いかけてくる。

「お前のために、よりどりみどり取りそろえたぞ。好きなのを選べよ」

『じゃあ、そのピンクのやつ』

　秋森が迷うより先に答えたのは、湊だった。選んだのは、ペニスを模した半はん透とう明めいのピンク色のボディの全体に、ぼこぼこと盛り上がった突とつ起きがびっしりと配されたバイブレーターだ。

　桐ヶ谷は、湊が選んだそれを手に取り、秋森の後孔にぬりんと突き挿いれた。その挿そう入にゆうの勢いで、淫具を食はむ肉襞の隙すき間まから白い粘液がびゅろっと細く漏もれ出たのがわかった。

「──ひぅっ」

　指よりもずっと太くて長い、けれども秋森のそこが知る唯ゆい一いつのペニスよりは一回りほど細い模造男根は、精液でぬかるんだ隘あい路ろをなめらかに進む。

「あっ、あっ……、あぁんっ」

　ひんやりとした人工物が体内に侵しん入にゆうし、無数の小さな丸い隆りゆう起きで粘ねん膜まくを一いつ斉せいにぐいぐいと引っかかれる。たまらず、くねり揺れた腰が前方へ突き出て、秋森は自然と浮き上がった脚で空を蹴けった。初めて知る未知の感覚は、不快というほどではなかったが、違い和わ感かんが大きく、背筋がざわついた。

「あ……、はっ。……ん、あぁっ」

　すべてが収まったバイブレーターを、桐ヶ谷はゆっくりと引き出し、また中へぬろぬろと押しこむ。そのつど、無数の突起物で内ない壁へきをえぐるように刺し激げきされる。

　抜ぬき挿さしの動きが緩かん慢まんなぶん、粘膜のあちこちに当たって擦こすれる突起物の形や数を鮮せん明めいに感じてしまい、秋森は下腹部を波打たせて身悶えた。

　潤うるみを粘膜の全体に広げて馴な染じまされた内部はすっかりとろけ、真っ赤に腫はれて反り返った屹きつ立りつは根元からの小刻みな痙けい攣れんを繰くり返しながら蜜みつ液えきをしとどに垂れこぼしている。

「や、ぁ……っ。あぁっ、あっ、あ……っ、は、ぁ、……んっ」

「脳天直ちよく撃げきのエロさだな、秋森」

　満足げな声が聞こえた直後、ずりんと根元までねじ込まれたバイブレーターが、いきなり回転しはじめた。

「ああぁっ！」

　三角形に張り出した頭の部分だけを右へ左へぎゅるんぎゅるんと振ふり回しながら、肉筒を強ごう引いんにぼこぼこと掘ほりえぐる、人間のペニスではあり得ない猥みだりがわしい動きに、目がくらんだ。

　とろけた媚び肉にくごと、大量の精液が攪かく拌はんされ、泡あわ立だっているのをはっきりと感じとり、秋森は撥はね上げた足先をきつく丸めた。

「念願のバイブは、気持ちがいいか、秋森」

『いいっ。いいっ、けど……っ、お前のより、小さいっ』

　初めて経験する刺激に翻ほん弄ろうされ、涙なみだぐんでいる秋森の代わりに、湊が腰をくねらせて答える。

「そういうサイズを選んだんだよ。下手にでかいのを咥えさせて、俺のよりそっちがいい、なんて言われちゃ、たまったもんじゃないからな」

　そう告げて、桐ヶ谷はぐるぐる回る淫具をなかばまで引き出す。

　鮮明になった回転音が鼓こ膜まくを振しん動どうさせ、秋森は喉のどを仰のけ反らせた。

「んっ、く……、ふぅっ」

「秋森。俺が捜査本部ホンブでばたばたしてた間、身体からだが夜鳴きするからって、でかいペニスを漁あさりに行ったりしてないだろうな」

　ぶるぶると振動するバイブレーターをぐうっと押し入れ、桐ヶ谷が笑う。

「……あんっ。す、するか、馬ば鹿かっ」

　オナニーもしてない、と湊がよけいな一言をつけ加えたとき、突とつ然ぜん、どこかで大きな炸さく裂れつ音がした。そして、窓の外が明るく輝かがやいたかと思うと、色いろ鮮あざやかな大輪の花が東京湾わんの夜空にくっきりと浮かび上がった。

　華か麗れいで繊せん細さいな、色とりどりの閃せん光こうが、次々に打ち上がって花ひらいては、一いつ瞬しゆんで儚はかなく消えてゆく。単に人が多いと思っただけで気づかなかったが、今晩は花火大会だったようだ。

「──ここじゃ、なきゃ、……んっ、できないことって、これ……か？」

　四谷からはこの花火を鑑かん賞しようするのは無理だし、花火の見えるホテルの部屋を急に取るのもむずかしいだろう。

「正確には、八年前の仕切り直しだ」

　言って、桐ヶ谷はバイブレーターの振動をとめる。

「お前と、この花火を見たかったんだ」

「……どう、して」

「今年はあの年と同じで、お前の誕生日と花火大会が重なったから、花火を見ながら、誕生日が祝えるだろ」

　答えになっているような、なっていないような言葉が返ってくる。

　それから数秒の間、桐ヶ谷は何かに迷うような目をして黙だまっていたが、やがて「なあ、秋森」とおもむろに口を開いた。

「ずっと訊きたかったんだが……、あのとき、お前にすっぽかされた原因は、もしかしなくても、サークルの沖縄旅行だよな」

　ここ数日はきっとそうだろうと思っていたけれど、自分を深く見み据すえる目を見ただけで、あのときの桐ヶ谷に悪意など何もなかったのだと確信できた。

　秋森は胸の疼うずきを感じながら、「ああ」と頷うなずく。

「理由、今なら、聞いてくれるか？」

　もう一度、無言で小さく頷きを返して聞かされた事の真相に、秋森は驚おどろいた。

　あの沖縄旅行では、三名の四年生女子による、学生生活最後の夏の思い出作りと称しようした、秋森の逆レイプが計画されていたのだという。部長から急きゆう遽きよ、旅行の幹事を命じられた桐ヶ谷は、準備に奔ほん走そうするさなか、偶然、その計画を知ったそうだ。ある夜、参加者名簿や予定表が入ったＵＳＢメモリを部室に忘れ、取りに行った際、彼女たちの話を立ち聞きしたらしい。

「途と中ちゆうからちらっと盗ぬすみ聞きしただけだったから、単なるその場の冗じよう談だんだったのか、本気だったのかは、わからない。ただ、本気だった場合、沖縄へ着いたとたん、灼しやく熱ねつの太陽に炙あぶられて半死人と化すだろうお前が、女相手とは言え、自分の身をちゃんと守れるのかは大いに疑問だったし、俺も幹事の仕事をしながら、お前に四六時中張はりついて守ってやる自信はなかった」

　バイブレーターから手を離して、桐ヶ谷は静かに語る。

「だけど、いくらそのことを忠告したところで、俺が参加する旅行なら、お前は行き先が沖縄だろうが、サハラ砂さ漠ばくだろうが、ほいほいついてきただろ。万が一のことが起こってからじゃ、悔くやんでも悔やみきれない。予防線として、サークルの連中には、お前は不参加だってことにして、お前のところへ旅行の話がいかないようにしたんだ」

　お前には、あとで全部ひっくるめて話すつもりだったんだ、と桐ヶ谷は肩かたをすくめた。

「北海道の親元で、のんびり涼すずんでるお前に、そういう胸が悪くなるようなことをわざわざ教えるのもどうかと思ってさ」

　突然のサークル旅行の敢かん行こうが決まったのは、七月の末。その頃ころ、勝手な勘かん違ちがいと期待をし、指折り数えて二十歳はたちの誕生日を待ちわびていた秋森は、自分の浮かれ具合を知られたくなくて、桐ヶ谷とはあえて連れん絡らくを取っていなかった。それに、秋森は、試験が終わればすぐに親元へ帰ると告げていた。

　だから、当然と言えば当然だが、秋森が当時、帰省時期を延期して東京の下宿に潜ひそんでいたとは知るよしもなかった桐ヶ谷は「結局、そんな機会はなかったけどな」と微び苦く笑しようした。

「……じゃあ、旅行中に、女子の前で、俺をこき下ろしてたっていうのは？」

「こき下ろす？　俺が、お前を？　何て？」

「……童どう貞ていとか、……ご、極小サイズの包ほう茎けいだとか……。お前がそう言ってたって、証人が何人もいたから、俺は、お前が、性格のゆがんだ二重人格者かと思って……」

　桐ヶ谷は形のいい眉まゆを寄せ、訝いぶかしげに小首を傾かしげていたが、やがて何かを思い出したような表情になり、「それは、たぶん」と口を開いた。

　聞くと、そんな話が出たのは、最終日の大だい宴えん会かいの終しゆう盤ばんで、そのとき、後始末を任されていた桐ヶ谷と未成年者以外は、ほとんどが泥でい酔すい状態だったという。そして、理性をなくした若者の常であちらこちらのグループが猥わい談だんを始め、桐ヶ谷の周辺を囲んでいた女子たちの間ではたまたま秋森が酒の肴さかなになったそうだ。

　秋森はなぜ旅行に不参加なのか。その推測から始まった噂うわさ話は、すぐに秋森の恋愛事情へと移り、「一見、モテそうなのに、雰ふん囲い気きがそこはかとなくチェリーっぽいのはなぜか」を皆みなで話し合い出したらしい。

　──あの顔で童貞なら、絶対、何かあるよね！　もしかして、あそこの問題だったりして！

　ウィンナーサイズか、包茎か、早そう漏ろうか。女の慎つつしみを忘れた酔よっ払ぱらいたちが次々と投げてくるそんな質問に、桐ヶ谷は適当な相あい槌づちを返し、あしらったらしい。それが、直接会話に加わってはいなかったけれども、言葉の端はし々ばしが耳に入ってくる周囲の者には、自分が中心になって秋森をこき下ろしているふうに映ったのではないか、と桐ヶ谷は言った。

　思い返してみれば、この件の証人となったのは、離れた席から桐ヶ谷の声を聞いた、と告げていた者たちばかりだ。しこたま酔って、思考力や判断力もかなり鈍にぶっていただろう彼らと、桐ヶ谷のどちらを信じるか、今の秋森にはもう迷う必要もないことだった。

　あのときの桐ヶ谷は、自分を裏切ったどころか、懸けん命めいに守ろうとしてくれていたのだ。なのに、怒いかりにまかせて絶ぜつ縁えんしてしまった。早まった行動を取る前に、ちゃんと本人に確かめればよかったと、秋森は深く後こう悔かいした。そして同時に、桐ヶ谷にゆがんだ二面性などないことが、これではっきりと確信できて、どうしようもなく嬉うれしくなった。

「旅行のことで恨うらまれてるのはわかってたが、まさか、そんな誤解までされてたとはな」

「……悪かった」

「一言だけか？　俺は、いきなりお前に絶交されて、死ぬほど落ちこんだんだぞ？」

　片眉を上げて笑い、桐ヶ谷はバイブレーターのスイッチを再び入れた。

「──は、ぁんっ」

　ぐりんぐりんと回り始めた、弾だん力りよくがあるのに硬かたい亀き頭とうで甘い仕置きをされ、秋森は突つっ張ぱらせた足先をぴくぴくと開閉させた。

「まあ、だが、そういう話を軽く受け流せないデリケートなお年とし頃ごろだったし、人間、本当のことを言われたらやたらと腹が立つものだから、お前の気持ちはわからなくもない」

　お前、あのとき、本当に童貞だったもんな、と桐ヶ谷は秋森の陰いん囊のうを指先で弾はじいた。

「……き、決め、つけるなっ」

　精せい一いつ杯ぱい、見み栄えを張ってみたけれど、まるで通じなかった。桐ヶ谷は「決めつけるも何も、歴然とした事実だろ」とにやついた。

「なあ、秋森。お前、今も童貞か？」

「……ど、どうでも、いいだろ、そんなこと」

「よくない。教えてくれ。知りたいんだ。お前が初めてセックスをした相手は、どこかの女じゃなくて、俺か？」

　ひどく真しん剣けんな眼まな差ざしに肌はだを刺さされるような錯さつ覚かくを覚え、鼓こ動どうが跳はねた。恥ずかしかったが、ごまかす気にはなれず、目を逸そらしてかすかに頷いた直後のことだ。

　バイブレーターの動きがいきなり激しく、大きなものになった。膨ぼう張ちようして伸のびてきた亀頭にぬかるんだ肉筒の奥をどすどすと掘ほりこまれ、卑ひ猥わいにうねりながら回転する幹部分を覆おおう突とつ起きで粘ねん膜まくを擦こすられ、搔かき回され、感電したような痺しびれが全身を駆かけ抜ぬけた。

　最初は違い和わ感かんでしかなかったものが、強きよう烈れつな快感と化していた。

「──あああぁ！」

　たまらず腰こしを躍おどり上がらせて身をよじり、秋森は今晩初めての射精をした。勢いよく噴ふん出しゆつした白い蜜みつ液えきは高く飛び散り、窓にぴしゃりと命中した。

　白はく濁だくがいびつな星型になって張りついたガラス窓の向こうでは、花火があざやかに咲さいては散り、夜空を華はな々ばなしく彩いろどっている。

「惚ほれ惚ぼれする、最高のエロ玉屋だな、秋森」

　ソファに縋すがりつくようにして肩かたを喘あえがせる秋森の前で立ち上がり、桐ヶ谷は股こ間かんで信じがたい存在感を放つ雄おすを獣けものの手つきで扱しごいた。

　元々、最初の射精をしたあともそれほど容積を変えていなかったペニスは、亀頭の笠かさを凶きよう暴ぼうに張り出し、太い血管をくっきりと浮うき上がらせて猛たけっていた。そして、その先せん端たんは、溢あふれる先走りでぬらぬらと光っていた。

「……んっ」

　自分の痴ち態たいをこれほど悦よろこんで、あからさまな反応をしてくれる男が愛いとおしく、喉のどが鳴った。

　そうしたのは、自分なのか、湊なのかはわからなかったが、秋森は腰を前へつきたて、肉にく襞ひだに埋うまっていたバイブレーターをにゅるりと押し出して、ねだった。本物がほしい、と。







　手を引かれて一いつ旦たん、立たされたあと、ソファに腰を下ろした桐ヶ谷の上へ座るよう、促うながされた。ぬんっと力強く勃たち上がり反り返る赤黒い怒ど張ちようの尖とがりを、襞をくぱくぱと綻ほころばせている肉環に引っかけ、秋森はそろりと体重をかけた。

「──んっ、ふ、ぁ……っ」

　自分で望んだものとは言え、あまりにもみっしりと漲みなぎる長大な熱ねつ塊かいの侵しん入にゆうについ狼狽うろたえてしまい、逃にげそうになった腰を捕とらえられ、下から一気に串くし刺ざしにされた。

「や、ああっ！」

　入り口の襞が内部へ巻きこまれ、とろけた媚び肉にくがひしゃげる勢いの荒あら々あらしい突き上げに、秋森はまた小さな絶頂を迎むかえた。くねるペニスの先から、濁にごりの薄うすくなった白蜜がぴゅろぴゅろと細く飛んだ。

　背後から座位で秋森を貫つらぬく桐ヶ谷は、その淫みだらな様に歓かん喜きするようにペニスをさらに膨張させ、腰をねっとりと回した。

「あっ！　あ、あ、……ん、ぅ」

　両方の膝ひざ裏うらを逞たくましい腕うでに抱かかえ上げられ、身体からだを上下に揺ゆすられた。

　強きよう靭じんな腰こし遣づかいで、深く、浅くぬかるむ蜜みつ壺つぼを突き擦られ、ときには自ら襞を震ふるわせ、粘膜を収縮させて、ぬっぽぬっぽと卑猥な水音を響ひびかせて体内を出入りする肉の楔くさびを吸い舐なめた。

「あ、あ、あ……っ、ん、ぁ、あ……っ」

　耳に届くのは、互たがいの荒あらい息いき遣づかいと、肉と肉が深く絡からまり合う淫いん靡びな響きと、花火の炸さく裂れつ音だけだった。

　爛らん熟じゆくしきった媚肉をこね回されるつど、泡あわ立だった精液が沁しみこんでくるのを感じながら眺ながめる花火の一いつ瞬しゆんの煌きらめきがやけに眩まぶしく思えて、秋森は双そう眸ぼうを細める。　>>>♥

　八年前に誘さそわれた花火大会は、本当にサークルの皆みなと一いつ緒しよに行くつもりだったのだろうか。アルバイトをやめた直後につき合いはじめたのは、後こう輩はいだった。けれども、あのアルバイトは彼女のためだったのだろうか。苦々しい勘違いだと思っていたものは、本当に勘違いだったのだろうか。

　訊きいてみようか。自分の中で、狂くるおしいほど荒あらぶっている雄をぎゅっと食い締しめ、迷ったとき、「秋森」と掠かすれた声で呼ばれた。

「明日の夜、何か予定、入ってるか？」

　署長としての予定は、特に何もない。大きな事件や事故が起きなければ、勤務時間は十七時十五分までだ、と秋森は伝えた。

「なら、どこかへ行かないか？」

「……どこ、か？」

「ああ。メシでも映画でも観劇でも、何でもいいぜ。たまには、セックス以外のことをしてみるのも、一興だろ」

　秋森は桐ヶ谷が好きだし、桐ヶ谷にも好かれている気がする。だが、はっきりと告白をし合ったわけではないので、自分たちの関係はまだ曖あい昧まいだ。

　もしかしたら、これは、遠回しな、デートの誘いだろうか。速まる鼓動に合わせて、ペニスがぴくんぴくんと揺れた。

「……水族館へ、行きたい」

　好きな男と一緒ならどこへ行っても楽しいだろうから、秋森は湊のために水族館を選んだ。湊が生前、恋こい人びとの生物教師とよく行っていたという水族館の名前を口にする。

「夜の水族館か。いいな、それ」

　囁ささやく声こわ音ねで笑えんで、桐ヶ谷は秋森の耳みみ朶たぶを食はんだ。

　耳朶から首筋へ伝ってきた唇くちびるが、頤おとがいへゆっくりと這はってきて、秋森は小さく背を震わせた。

「なあ。キス、していいか……？」

　今まで、性器や後こう孔こうには散々舌を搦からめられ、舐め回されたけれど、唇を重ね合わせたことは一度もない。初めてのまともな口づけを嬉しく思って、仰あおのこうとした寸前、部屋の中に鋭するどい電子音が響いた。

　テーブルの上に置いていた、秋森のスマートフォンだ。管内で何かがあったのかもしれない。

　桐ヶ谷と繫つながったまま慌あわてて手を伸ばし、秋森はスマートフォンを引き寄せる。焦あせっていたので、液えき晶しよう画面の表示を確かく認にんせずに応答すると、聞こえてきたのは柏木の声だった。

『秋森、俺だ。お前、明日の昼、署にいるか？』

　声が震えそうになるのをこらえ、「はい」と返した秋森に、柏木は明日、いいものを届けに行ってやる、と告げた。かなり人気が高く、入手困難なプラネタリウムのチケットが二枚、手に入ったのだと言う。

『女はさ、ああいうきらきらしたものが好きだろ。そこへ連れていって、口説けば、一発で落ちるぜ、きっと』

　桐ヶ谷は女ではないけれど、プラネタリウムは確かにデートをするにはよさそうな場所だ。

　秋森は、柏木の厚こう意いを、ありがたくもらっておくことにした。

「ありがとう、ございます」

『気にするな。それより、この前は邪じや魔まが入って最後まで聞けなかったから、明日はちゃんと教えろよ。お前の惚れた相手のこと』

　事実を打ち明けるのは無理だが、チケットをもらう以上、何も話さないわけにはいかない。

　初めて恋こいをした男のことをどんなふうに伝えようか、と考えると、何だか照れくさくなった。胸がふわふわと温かくなって口もとがゆるみ、背筋を甘美なざわめきが走る。そして、何をされたわけでもないのに、秋森はとても気持ちがよくなり、唐とう突とつに極きわまってしまった。

「──っ」

　大きく開いた脚あしの間で屹きつ立りつがぷりんとしなり躍って弾はじけ、床ゆかの上へ精液がぽたぽたと散った。

『何だ、どうかしたか、秋森』

「──い、いえ。何でも、ありません」

　電話をしながら射精をしている。まるで変質者のような行こう為いに、秋森は激しく狼狽えた。

　どうしよう、と焦れば焦るほど、背徳感が劣れつ情じようを煽あおって、卑猥に揺れるペニスから半はん透とう明めいの白蜜が細く垂れ落ちてくる。

　早く電話を切りたかったが、こんなときに限って、柏木はそうさせてくれなかった。しかも、桐ヶ谷がそれを咎とがめるような鋭するどい腰こし遣づかいで、痙けい攣れんする粘ねん膜まくをずりっ、ずりっと、突いてくる。

　脳のう髄ずいが溶とけ痺れるような快感に漏もれそうになる喘ぎを押し殺して身み悶もだえし、しかし、必要なときには返事を返しながら精をびゅろっびゅろっと間かん歇けつ的に放出するという異様な状態のまま、数分間続いた会話をようやく終えたとき、床の上には薄い乳白色の溜たまりができていた。

　その惨さん状じようにも激しい羞しゆう恥ちを覚えつつ、震える指先でスマートフォンをテーブルの上に置いた瞬しゆん間かん、肉筒の最奥へ苛か烈れつな突つきを捻ひねりこまれた。

「──ひぅ！」

　鋭い角度で張り出した肉厚の亀き頭とうのふちで、うねる粘膜を強く掘りえぐられた衝しよう撃げきで、秋森は空を蹴けり上げた。

「柏木さんと、どこかへ行くのか？」

　低く問いかけてくる男の怒張が暴力的な凄すさまじさで膨張し、肉襞を内側からぐいぐいと強ごう引いんに押し広げる。漏れ聞こえてきた柏木の声で何か誤解をし、興奮している様子だ。

「答えろ、秋森。柏木さんと、どこへ行くんだ？」

　気のせいではなく、桐ヶ谷は柏木に嫉しつ妬としている──。その事実に胸が高鳴って、綻ばせた唇を、湊が勝手に動かした。

『俺が柏木さんと寝ねたりしないか、気になるのか？』

　明日、水族館へ連れていってやることを喜んでか、あるいは変化球的なテレフォンセックスがよかったのか、湊も相当、興奮しているふうだ。

　腰こしを淫いん猥わいにくねらせ、ぞろぞろと波打つ粘ねん膜まくで桐ヶ谷にきつく吸いついて、雄おすの攻せめを誘う。

「……っ、ああ、なる。なったら、悪いか」

『いや。だが、なるんなら、お前のペニスのことしか考えられなくなるようにしてみろよ。女にするみたいに大事に抱だかれても、俺は全然、満足できないぞ？』

　湊が妖あやしい笑みを浮うかべて告げると同時に、桐ヶ谷が容よう赦しやのない律動を開始した。

　獰どう猛もうに形を変へん貌ぼうさせるペニスが、信じられない奥までぐんぐんと伸のびてくる。まるで太い蛇へびのような肉の楔に、潤うるむ隘あい路ろを蹂じゆう躙りんされ、二度目とは思えない大量の精液で体内を浸ひたされた。

　そして、強きよう烈れつな愉ゆ悦えつの波に意識を攫さらわれてからのことを、秋森はよく覚えていない。

　宿主が失神したのをいいことに、湊は自分の好き勝手に桐ヶ谷との淫らな交わりに耽ふけったらしい。スマートフォンが帰宅時間になったことを報しらせて発したアラーム音で我に返ったとき、秋森は四よつん這ばいの格好で背後から突かれながら「いい！　いい！　もっと！」と叫さけび、腰を振ふり立てていた。下か肢しは、精液と淫液が混ざり合ったもので、ぐっしょりと濡ぬれていた。

　耳みみ障ざわりなアラーム音が鳴り続けている。シャワーを浴び、急いで身み支じ度たくをして帰らねばならない時間だ。せっかくの花火も、もうとっくに終わっていた。

　言いたいことも、訊きたいことも中ちゆう途と半はん端ぱなままで、後ろ髪がみを引かれる思いだったけれど、その夜はそこで別れるしかなかった。もし、何か言葉を交かわせば、収まりきっていない三人の欲よく情じようがまた昂たかぶり、朝まで抱き合ってしまいそうだったからだ。

　今日できなかった話は明日すればいい、と秋森は思った。







　翌日は大きな事件・事故が起こらず、昼時にやってきた柏木の冷やかしも何とか無難にかわし、願い通りにつつがなく一日の署長業務を終えられた。

　制服からスーツに着き替がえ、帰り支度をしていると、執しつ務む机の上に置いていたスマートフォンを湊が「ちょっと貸してね」といじりはじめた。これから行く水族館のホームページの閲えつ覧らんをしているようだ。よほど楽しみらしく、目をきらきらと輝かがやかせて画面を見ている。

「そんなに嬉しいのか、水族館」

「うん。この水族館、先生と一番よく行ったところだから、一番の思い出の場所だもん」

　頰ほおを高こう揚ようさせて告げたあと、湊はぽつりと「先生、今、どうしてるかなあ」と呟つぶやく。その声音がふいに寂さみしげな色を宿したので、実際にそう求められたら困るのに、秋森はつい「会いたいのか？」と尋たずねてしまった。

　返ってきたのは、「ううん。べつにいい」という、実にあっさりした答えだった。

「そりゃ、全然会いたくない、ってわけじゃないよ？　でも、もう十三年も経たってるから、先生、僕のことは忘れて、誰だれかと結けつ婚こんしてるよ、きっと。僕が魔ま性しようの美び貌ぼうで虜とりこにするまではがっつりノーマルな人だったし、超ちよう～堅かた物ぶつだけど、すごく格好よくて、優やさしい人だから」

　言って、湊はおどけたふうに肩かたをひょいとすくめた。

「誰かと幸せになってる先生を見て、悲しくなっちゃうのも嫌いやだし、思い出の場所に行けるだけで、僕、嬉しいよ」

　空をふわりと舞まって、「ありがと、署長サン」と告げた湊の笑え顔がおにも、どことなく翳かげりがあるように見えた。

　今まで、湊が口にするのはセックスのことがほとんどで、恋人についてはあまり多くを語らなかった。だから、未練があるのはセックスという行こう為いだけだと思っていたけれど、恋人に対しても同等の、あるいはそれ以上の強い想おもいを残しているのかもしれない。

　何か、慰なぐさめの言葉をかけてやるべきだろうか。だが、何と言えばいいのだろう、と迷った秋森の前で、湊が「そうだ！」と手を叩たたく。

「ねえ、ねえ、署長サン。今日はせっかく水族館へ行くんだから、水繫がりってことで、お風呂ふろでセックスしようよ！　お湯の中に浮いて、ずっこんばっこん突かれたり、水中でびゅろびゅろ思いっきり射精したりするのって、超気持ちよさそうじゃない？」

　過去の美しい思い出に浸ひたることなく、湊は猥わい褻せつ語を連発して今晩のセックスの予定を立てはじめる。うっかり同情し、少し損をしたような気分になりながら、秋森は破は廉れん恥ち幽ゆう霊れいを引きつれ、署を出た。

　そのまま電車に乗り、水族館へ向かう。待ち合わせ場所の駅の出口には、すでに桐ヶ谷が立っていた。三日ほど休みを取っていると言っていたので、普ふ段だん着ぎで来るかと思っていたが、その均整の取れた長身に纏まとっているのは、いつも通りの仕立てのいい三みつ揃ぞろいだ。

　夕暮れ時の駅前はひどく混雑しているにもかかわらず、男の色いろ香かが匂におい立つような桐ヶ谷の紳しん士し然とした姿は、雑然とした人ごみの中でくっきり浮き上がって見えた。その優美さが淡あわい光を纏い、輝いているようにさえ感じられる。

　恋をしているせいで、少しばかり目がおかしくなっているのかもしれない。

「普段着てるのもいいスーツだけど、今日はもっとランクが上っぽいね」

　湊は額の上に手をかざし、桐ヶ谷を見やって言う。

「桐ヶ谷さん、署長サンと初デートだからって、張りきってるなあ。絶対、ベッドの中でも、ハッスルしてくれるよね！」

「……もっとべつなことで喜べよ。せっかくの、大好きな先生との思い出の水族館だろ」

　顔の周りに「うっしっし」という文字が見えそうなほどの勢いでにやつく湊を、秋森は周囲に怪あやしまれないようひそめた声で窘たしなめる。

「ちゃんと色々、喜んでるよ。でも、今の僕は、セックスが一番好きだもん！」

　いっそ清すが々すがしいほどに堂々と、湊は胸を張る。

「水族館に来られて嬉しいけど、桐ヶ谷さんのペニスが大きくなるほうが、もっと嬉しいから！　桐ヶ谷さんのペニスってさ、フル勃ぼつ起きがマックス状態になると、亀頭がばばーんとぶっとく張り出して、超カリ高になるでしょ。あの段差で、お尻しりの孔あなの中をごりごり擦こすられるのが、もー、たまんなく気持ちいいんだもん！　あのペニス、本当に最高！」

　それはよかったな、と細くため息をつき、足を速めてすぐ、桐ヶ谷がスーツの内ポケットからスマートフォンを取り出し、応答したのが見えた。そして、何か言葉を交わしたあと、桐ヶ谷の表情が険しくなったのも。

「うわっ、何、何。こんなときに、呼び出しじゃないよね？」

　湊がおろおろと、秋森の上空を旋せん回かいする。

「犬の散歩中の人が、どこかでバラバラ死体とか見つけちゃったりしたのかな？　だったら、やだなぁ。チョー迷めい惑わく！」

　迷惑なのはお前の頭の中だと内心で返し、秋森は人波を縫ぬって、桐ヶ谷のもとへ歩み寄る。

　ちょうど電話を切り、こちらに気づいた桐ヶ谷に、秋森は「事件か？」と問いかける。

「まあ、ある意味、大事件と言えなくもない」

　桐ヶ谷は淡く苦く笑しようして、スマートフォンをしまう。

「花田が、不ふ倫りん相手の部下と駆かけ落ちして、行方ゆくえをくらましたらしい」

　一いつ瞬しゆん、身構えただけに、拍ひよう子し抜ぬけする思いでまたたいた秋森に、桐ヶ谷は「行こう」と視線で促うながす。水野からだったらしい「花田・恋こいの逃とう避ひ行こう事件」の続報を聞きながら、五分ほど歩いて、水族館に着く。桐ヶ谷が入場券をまとめて買っている間に、秋森はチケットカウンターに置かれた野生動物保護の募ぼ金きん箱に湊の浮ふ遊ゆう料を入れた。

　入館したあと、自分のぶんを払はらおうとすると、「いい」と拒こばまれた。

「昨夜、無む茶ちやをさせたからな。これくらいは出させてくれ」

　言って、桐ヶ谷は艶えん然ぜんと笑う。

「で、今日の勤務に、差し障さわりはなかったか？」

　耳もとで響ひびいた声こわ音ねに、昨夜、柏木に対して見せていた不快げな色はない。

　どうやら、もうすっかり機き嫌げんを直してくれたらしい様子に安あん堵どしつつ、秋森は目もとが赤らんだ顔を伏ふせて「ああ」と返す。そして、「マグロとイワシが見たい」と早口に告げて、その展示がされている大だい水すい槽そうがある方向へ歩き出す。

「寿司すし屋やへ来たみたいな言い方、するなよ。色気がないな」

「何が見たけりゃ、色気があるんだよ？」

　夜の水族館は、想像していた以上に混雑している。幻げん想そう的な青い薄うす明あかりと暗がりが混ざり合う空間には、家族連れやひとり客、団体ももちろんいるが、カップルがやたらと多い。

　皆みな、通路の両側に設置された大水槽の中を泳ぐ魚の群れを眺ながめてはしゃぐことに必死だし、薄うす暗ぐらさのせいもあるのか、特に奇き異いな視線は感じないが、スーツ姿で連れだっている自分たちはどんな関係に見えているのだろう、と秋森は思う。

「何が、と言うより、そのツンツンした素そっ気なさに色気がないんだよ。あの最中と、ホント別人だよな、お前」

　混こみ合う通路を長い脚あしで悠ゆう然ぜんと進みながら、桐ヶ谷はやわらかい声で囁ささやく。

「まあ、そのギャップがいいんだけどな」

「……寝ね言ごとは寝て言えよ」

　変態、とつけ加えようとした一言が、喉のどに引っかかる。

　ふいに、指先を重ねられて、驚おどろいたからだ。

「──おい」

「大だい丈じよう夫ぶだ。誰も見てないし、気にしてない」

　やけに自信に満ちた声で断言され、それもそうか、という気になってしまう。

　確かにこれだけ人が多くて暗ければ、指先と指先が少し触ふれ合っていてもわからないだろう。たとえ気づかれたとしても、混雑のせいで、たまたまそうなっているふうに見えるだろう。

　べつに、どうしても嫌だとは感じなかったし、明るい場所では離はなすと言うので、秋森はそれ以上抵てい抗こうしなかった。

「いいなあ、署長サン！　どうせなら、僕もデート気分になれたほうが楽しいから、中に入れてよ。いいでしょ？　ね？」

　きらきらと輝く大きな目でねだられ、やはりこちらも拒めなかった。

　湊と同化し、桐ヶ谷と手を繫つないで、秋森は透すき通った水の青と魚の影かげがゆらめく路みちを歩く。

　指先がかすかに触れ合っているだけなのに、ベッドの中で身体を繫げているときよりもはっきりと桐ヶ谷の体温や脈動を感じる気がして、鼓こ動どうが痛いほど速くなる。大きく響ひびくその胸の疼うずきが、不思議と心ここ地ちよかった。

　水すい槽そうの中を群れを成して乱らん舞ぶする魚の鱗うろこが、照明の光を反射して煌きらめいている様が美しく、秋森は思わず立ち止まる。桐ヶ谷も足をとめた。しばらく並んで、深い海の底を切り取ったような、静かな迫はく力りよくのある光景に見入った。

『……綺き麗れい』

　感極きわまったように湊がほろりとこぼした言葉の語ご尾びに、秋森は慌あわてて「だな」と足す。

「ああ。そうだな」

　指の絡からまりを少し深くして、桐ヶ谷が優しい響きを返してくる。

「秋森。お前、水族館によく来るのか？」

「いや、小学校のときの遠足以来だ。お前は？」

「学生の頃ころ、何度か来た」

　答えるまでに、一瞬の不自然な間があったので、きっと女と一いつ緒しよに来たのだろう。

　過去に嫉しつ妬とをしても無意味だと頭では理解している。けれども、どうしても胸がちりちりと疼うずいてしまう。意識をどこかへずらそうと、秋森はべつの話題を探した。

　脳のう裏りを咄とつ嗟さに、花田の顔が過よぎる。

「──なあ。花田は、これからどうなるんだろう」

　唐とう突とつな話の転てん換かんに、桐ヶ谷は少し驚いたふうに眉まゆを上げてから、「手に手を取って逃にげた部下と一緒に、どこかで一からやり直すんじゃないのか」と淡く笑えんだ。

「案外、東京にいるかもしれないぜ。人目を避さけてひっそり生活するには、地方より、人間関係の希き薄はくな大都会のほうが適してるしな」

「ちゃんと、生活していければいいな……」

　皮肉でも嫌いや味みでもなく、秋森は本心からそう思う。

　部下の人妻と不ふ倫りん騒そう動どうを起こしただけなら、ほとぼりの冷めた頃に、警察庁内の誰だれかが温情をもって働き口を世話してくれたかもしれない。

　なのに、花田は、部下と駆け落ちをすることを選んだ。水野情報では、部下の夫が離り婚こんを断固として拒んだための選せん択たくだったそうだ。つまり、安定した生活よりも、愛を選んだ、ということらしいが、この先、生きていくすべを真しん剣けんに考えた上での行動だったのだろうか。

　こんな騒さわぎを起こしてしまった以上、就職先は限られるが、プライドの高い花田のことだ。仕事のえり好みをして困こん窮きゆうするかもしれない。そして、貯金が尽つきた頃、金の切れ目が縁えんの切れ目となってしまう可能性もある。もし、そうなった場合、どうするのだろう。

　仲がよかったわけではないが、それでも同期は同期だ。不幸な末路を聞かされると悲しくなるので、少しでも幸せになってほしいと願わずにはいられない。

「心配なのか、花田のこと」

「当然だろ。数少ない同期なんだから」

　答えた秋森の顔を、桐ヶ谷が何かを探さぐるふうに横目で見やる。

「それだけ、か？」

「それだけって？」

「いや、ああいう危ない臭においのするインテリ系が、実はお前のタイプなのかと思ってさ。見た目は違ちがっても、中身はちょっと柏木さんと同系っぽいだろ、花田って」

「はあ？　柏木さんのどこが、花田と似てるんだよ？」

「人じん畜ちく無む害がいなオッサン面づらして、同期の中じゃ、ぶっちぎりの速さで本庁の室長になった人だからな。外から見えない裏側は、相当、ヤバいはずだ」

「……馬ば鹿かじゃないのか、お前」

　桐ヶ谷の過去に感じた嫉妬から逃のがれたくて持ち出した花田の話で、逆にあからさまな嫉妬を見せられるとはまったくの予想外で、秋森は少しおかしくなる。

　自分も伝えていないが、桐ヶ谷からもまだ肝かん心じんのことを口にしてもらっていない。だから、今まではわずかに迷いが残っていたけれど、やはり勘かん違ちがいではなく、お互たがいに気持ちは同じだと思っていいようだ、と秋森は確信する。

　嬉うれしくて、鼓こ動どうがうるさいほどに速まってゆく。軽い酩めい酊てい感が回る頭で、まず何から話そうかと考えていると、手をきつく握にぎられた。

「俺は花田のことは、心配してない。あいつはプライドの塊かたまりでも、馬鹿じゃない。必要に迫せまられたら、自分の置かれた状じよう況きよう下で、最大限の幸福を摑つかんで生きる方法を、目め敏ざとく見つけるはずだ。だから、むしろ、羨うらやましい」

「……何で？」

「何となく好きとか、一緒にいると楽とかじゃなくて、人生のすべてをかなぐり捨ててでも、ほしいと渇かつ望ぼうできるほど惚ほれられる相手に出会えるのって、一種の奇き跡せきみたいなものだろ。しかも、その恋が片かた想おもいに終わらず、成じよう就じゆしたんだからな。羨ましがるしかないだろ」

　密着させた掌てのひらをゆっくり擦こすり合わせながら、桐ヶ谷はつやめいた笑みを含ふくんだ声で言う。

　桐ヶ谷の体温が、薄うすい皮ひ膚ふを通して流れこんできて、酩酊感が深くなる。

「……羨ましがるってことは、お前は出会えてないってことか？」

　微び妙みようだ、と桐ヶ谷は変にわざとらしいため息をつく。

「出会えたことは出会えたし、一度は逃げられて死ぬほどへこんだが、しばらくしたら向こうから戻もどってきた。だけどさ、鼻血ものに可愛かわいく甘えてきたかと思ったら、いきなりツンケンして人を変態呼ばわりするし、あげくの果てに、俺との神聖な合体中に、俺の目の前で他ほかの男と電話を始めて、初うい々ういしい乙女おとめみたいな顔で頰ほおを染めていきまくる始末だ。正直、何か新手の詐さ欺ぎに引っかかってるんじゃないかと、悩なやんでる」

　芝しば居いがかった動作で首を振ふると、桐ヶ谷は秋森の耳もとで「どう思いますか、お巡まわりさん」と色いろ香かがしたたる声をやわらかく響かせた。

　気のせいでなければ、今、告白をされた気がする。そう感じた直後、身体からだの奥で細さい胞ぼうのひとつひとつがざわめくような熱い疼きを感じ、秋森は小さく息を詰つめた。

「……お前から、何を詐欺るんだよ？」

「俺の純情」

「言ってろ、変態」

　低く返すと、桐ヶ谷がひどく真面目まじめなものにした顔つきを、秋森にゆっくりと向けた。

「ひとつ、この世の摂せつ理りを教えてやろう、秋森。童どう貞ていなら知らなくても仕方がないが、男という生き物は、心底、惚れぬいた運命の相手を目の前にすると、おかしくなって、変態になるんだ。だが、それはそうなって当然のことだから、変態でも変じゃない。わかったか？」

　聞こえてきた音の連なりを頭の中で何度も反はん芻すうし、秋森は確信する。

　決して気のせいなどではなく、桐ヶ谷に好きだ、と言われているのだと。

　恋こいをしている相手に、思い返されることが、こんなにも幸せなことだとは知らず、あとからあとから湧わいてくる甘美な喜びで頭も胸も満ちてゆく。自分も今、ここで、ちゃんと気持ちを告げなければ、と思うけれど、どんな言葉を使えばいいのか、よくわからない。

　心臓の鼓動が痛いほどにどんどんと速くなるのを感じながら、秋森は懸けん命めいに考えたが、答えを見み出いだすより先に、身体が勝手に動いた。

　あ、と驚いたときには、秋森の手は桐ヶ谷の腕うでを強ごう引いんに引き、見物客の間を擦り抜ぬけていた。

「おい、秋森。どこ行くんだよ？」

　こっちが訊ききたいと思ったが、そんな答えを返すわけにもいかない。

　困こん惑わくしているうちに、深海魚の漂ただよう水槽や、何種類ものクラゲが芸術品のように展示された小さな水槽が並ぶエリア、売店の前を通り過ぎる。だんだんとひとけのなくなってゆく薄うす暗ぐらい通路を、湊に操あやつられた身体が奥へ奥へと突つき進む。

　やがて、辿たどりついたのは、小便器と個室がひとつずつ設置されたトイレだった。湊が操る身体は、桐ヶ谷を個室へ押し込み、後ろ手に鍵かぎを掛かけた。そして、急せいた手つきで自身のスラックスの前を寛くつろげ、取り出した性器を振り回しながら言った。

『ああ、もう我が慢まんできない。早く、昨夜みたいに、太くてカッチンカッチンのアレで、お尻しりをずぽずぽして、中にいっぱいかけて』

「……あき、もり？」

　いきなり、卑ひ猥わいな言葉を垂れ流して、自じ慰いを始めた秋森を、桐ヶ谷がぽかんと見やる。

『ねえ、早く。ここ、滅めつ多たに人が来ないけど、ずっと無人なわけじゃないから。誰かが来る前に、早く太いのを奥まで突っこんで』

　どうにかしたかったが、自分の意思ではどうすることもできなかった。普ふ段だんなら、声を出したり、手足を動かしたり、同化した湊に対して意思表示をする手段がいくらでもあるのに、今はまったくない。完全に、身体を乗っ取られてしまっている。

　こんなことは初めてだが、湊が暴走しているらしい。

『ほら、昨夜、あんなにいっぱいしたから、この孔あな、まだこんなに熟うれてるよ』

　湊は桐ヶ谷に背を向けて腰こしを突き出し、鷲わし摑づかみにした臀でん部ぶの薄い肉を左右に割って、秘所をあらわにする。

『好きでしょ、この孔のびらびら。何もしなくていいから、早く勃たてて、ずぼって挿いれて』

　片手で自身のペニスを扱しごきながら、剝むき出しの腰をすり寄せてくる秋森の身体を、桐ヶ谷が弾はじくようにして壁かべに強く押しつける。

『痛いなあ、もう』

「おい、秋森っ。お前、まさか、妙みようなクスリでもやってるんじゃないだろうなっ」

『ま・さ・か。このカチカチの石頭な署長サンが、そんなこと、するはずないでしょ』

　口調だけでなく、言葉そのものまで明らかにおかしくなった物言いに、桐ヶ谷が眉み間けんの皺しわを深くする。

「……秋森？　お前、何、言ってるんだ？」

『この身体は署長サンだけど、僕は署長サンじゃないよ、桐ヶ谷さん』

「お前、本当にどうしたんだ、秋森。暑さで、おかしくなってるのか？」

　違うよぉ、と笑って、湊は桐ヶ谷のベルトへ手を伸のばす。

『あとで説明してあげるから、先に、桐ヶ谷さんのおっきいペニスを、この孔に挿れて。桐ヶ谷さんにあんなこと言われて、僕、興奮しちゃったんだもん。ちゃんと責任、取ってよね』

　ベルトを外そうとした秋森の手を、「やめろっ」と桐ヶ谷は払はらいのける。

「とにかく落ち着け、秋森。服を着ろ」

『桐ヶ谷さん。僕、今、すごくセックスがしたいの。桐ヶ谷さんがしてくれないんなら、この格好のままで外に出て、相手をしてくれる人を探すよ。ああ、でも、見つける前に、署長サン、公然猥わい褻せつで捕つかまっちゃうかもね。それでも、いいの？』

　僕、本当にやっちゃうよ、と湊は唇くちびるを吊つり上げる。

　桐ヶ谷はわけがわからないながらも、そうするよりほかに仕方がないと思ったらしく、湊の要求に応じた。







　二度、雄おすの精を受けて、ようやく湊が少し落ち着いた様子を見せると、桐ヶ谷は手早く秋森の身体の身み繕づくろいをして、建物の外へ連れ出した。敷しき地ちを出る門へ向かっていた途と中ちゆう、周囲にひとけのないベンチを見つけてそこへ秋森を座らせ、混乱した顔で説明を求めてくる。

「どういうことだ、秋森。あれは一体、何の真似まねだ？　お前、本当にどうしたんだ？」

『署長サンは、どうもしてないよ、全然、まったくね。さっきは、僕がセックスしたくなっただけ。そう言ったでしょ、桐ヶ谷さん』

　性せい欲よくは満たされたはずなのに、湊はまだ、秋森に身体の自由を返そうとはしない。先ほどの暴走ぶりの理由も、なぜ突とつ然ぜん、桐ヶ谷に正体を明かす気になったのかも気になったけれど、秋森はどうすることもできずに、ただふたりの会話を聞くしかなかった。

『ちなみに僕は、署長サンに取り憑ついてる幽ゆう霊れいだよ』

　組んだ脚あしをぶらつかせながら、湊があっけらかんと自己紹しよう介かいをする。

　直後、桐ヶ谷は鼻筋に皺を寄せて、片かた眉まゆを撥はね上げた。

『あ。信じてない顔だなあ。でも、言っとくけど、僕は本当に幽霊で、署長サンは脳の病気とかじゃないからね。証しよう拠こ見せてあげる』

　湊が告げた次の瞬しゆん間かん、前に立つ桐ヶ谷の胸ポケットからスマートフォンが勝手に飛び出てきた。そして、ふわりふわりとゆっくり揺ゆれながら落ちてきて、ベンチの端はしにちょこんと載のった。

　自然な落下ではないことは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。心しん霊れい現象を目まの当たりにして、桐ヶ谷が啞あ然ぜんとして瞠どう目もくする。

『ほら、前に、警察署の屋上で署長サンが桐ヶ谷さんのスマホを拾って、中、のぞいてたことがあったでしょ。あれ、署長サンが何でロックを解除できたか、不思議じゃなかった？　偶ぐう然ぜん、数字が当たった、なんて言い訳、まさか信じたわけじゃないでしょ？』

「……ああ。確かにあのときは不思議だったが、お前が、……秋森が、妙なことを言い出すから、それどころじゃなくなって、忘れてた」

『あれ、僕が言わせたんだよ。解除番号を盗ぬすみ見して署長サンに教えたのも僕だし、あのとき、桐ヶ谷さんのスマホをこっそり盗んで屋上に隠かくしたのも僕。ぜ～んぶ、僕の仕し業わざだよ』

「どうして、そんなことをした？」

　桐ヶ谷は混乱気味に乾かわいた声を放つ。すると、誰だれも触ふれていないのに、ベンチの上のスマートフォンのメモアプリが起動して、「市岡湊」と「鮎沢宗吾」という文字が画面に浮うき上がった。湊はまず「僕は市岡湊。こっちは、僕の恋こい人びとの名前。高校の先生だったの」と告げてから、秋森に取り憑いた経けい緯いを話した。

『ラブホで他人のセックスののぞき見をしながら、永遠に幽霊してるのなんて悲ひ惨さんでしょ。だから、自分でセックスを体験して、気持ちよく成じよう仏ぶつしたかったんだ。なのに、署長サン、まだ童貞なのに初体験の相手が男なんて冗じよう談だんじゃない、って全然協力的じゃないから、脅おどしたの。こんなふうに身体を乗っ取って、職場で「僕は童貞です！」って叫さけんじゃうよ、って。そしたら、署長サン、いちころだった』

　湊は肩かたを小刻みに揺らして目を細め、「それから」と続ける。

『桐ヶ谷さんとセックスをするときも、そうだったよ。先生にちょっと似てるから、僕は桐ヶ谷さんがよかったのに、署長サンは桐ヶ谷さんとだけは絶対嫌いやだって断固拒きよ否ひするから、同じ手を使って脅したの。あのときの署長サンの顔、傑けつ作さくだったなあ。口の中にゴキブリ突っこまれたみたいな顔で。署長サン、桐ヶ谷さんのこと、本当に嫌きらいみたいだね』

　まるで、今も嫌っているかのような言い方だった。まったく身体からだの自由がきかない状態だったので、訂てい正せいしろ、と秋森は抗こう議ぎの念を送ったものの、気づいていないのか、無視なのか、湊からは何の反応もなかった。

「嫌がったってことは、お前が秋森に取り憑いてからも、秋森が秋森でいる時間はあったってことだな？」

『そりゃ、もちろん。仕事中の署長サンとこんなふうにシンクロしたって、おもしろくも何ともないから』

「なら、俺が秋森だと思って話していた相手は、ずっとお前だったわけじゃないんだな？」

　一体、何のつもりなのか、湊はその質問に「うん。でも、ほとんど僕だよ。なかなか、いい芝しば居いしてたでしょ」と噓うそをついた。

「今日は、いつからお前だったんだ？」

　最初から、と湊は噓を重ねる。

「お前に乗っ取られてる間、あいつの意識はあるのか？」

『まあ、大体、あるよ。セックスのときは気持ち悪がって、頑がん張ばって途中で気絶してるみたいだけど。さっきの桐ヶ谷さんの回りくどい告白のときは、気絶はしなかったけど「吐はく、吐く、うえー」ってうるさく騒さわいで、えずいてた』

　桐ヶ谷は大きな表情の変化は見せなかったが、その秀しゆう麗れいな顔から色が消えた。おそらく、湊の言葉を信じたのだろう。

　──違ちがう！　桐ヶ谷、違う！

　どれだけ大声をだそうと、桐ヶ谷には聞こえないとわかっても、秋森は力の限り叫んだ。

　湊はゲイの先せん輩ぱいとして、自分の深層心理を鋭するどく見み抜ぬき、桐ヶ谷への告白を勧すすめてくれた。より気持ちのいい変態セックスをするため、という大きな打算はあったかもしれないが、この遅おそい初はつ恋こいが実ることを望んでくれていたはずだ。

　なのになぜ、今になって、桐ヶ谷との仲を裂さこうとするのだろうか。

　頭の中を支配する混乱と怒いかりにまかせて、秋森は湊に「やめろ」と叫び続けた。だが、やはり湊は、そんな喚わめき声などまったく耳に入っていない様子だ。

『でも、僕はすごく感動したよ、桐ヶ谷さん。先生に似た顔であんないやらしい告白されて、もう、きゅんきゅんきちゃった。でね、僕も先生に会いたくなって、そう思ったら、成仏するために本当にしたいことがわかったんだ』

　唇をほころばせ、湊は「先生とのセックス」と言った。

『署長サンに取り憑いたときは、そんなこと思ってなかったんだよ。僕が死んでから十三年も経たってちゃ、もう先生は誰だれかと結けつ婚こんして、家庭を持ってるだろうし、もしかしたら僕のことなんかきれいさっぱり忘れちゃってるかもしれないしね。そんな先生を見たら萎なえちゃうだろうから、美しい思い出と一いつ緒しよに成仏するつもりだったんだ。でも、先生は十三年ぶんの歳としを取ってても、僕の心は十三年前のままでとまってるから、やっぱり先生じゃなきゃ、駄だ目め。似た誰かといくらセックスをしても、心残りはちっとも消えないもん』

　そう告げて、湊は桐ヶ谷を見上げる。

　少し離はなれた場所にある照明灯にほのかに照らされたその美び貌ぼうは、冴さえ冴ざえと凍いてついていた。

『そんなわけだから、先生を捜さがして、脅しでも説得でも何でもいいから、その気にさせてよ、桐ヶ谷さん』

「どうして、俺が、秋森がほかの男に抱かれる手助けをしなきゃならない？」

　研とぎ澄すまされた白はく刃じんを思わせる、ひどく冷ややかな声だったが、湊は臆おくしたふうもなく「だって」と笑って肩をすくめた。

『署長サン、かちんこちんの石頭だから。桐ヶ谷さんと最初にセックスするとき、僕、署長サンに「ゲイだってばらされたくなかったら」って感じで桐ヶ谷さんを脅せばいいって言ったのに、あんなとんちんかんな頼たのみ方するし、僕がひとりで水族館へ行ったら「幽霊でもタダ観みはよくない」とか説教するんだよ？　そういう人に、先生を捜させたら、ぜーったい「プライベートなことに警察権力は使えない」とか何とか言って、勤務時間外に一私人として捜しそうだもん！』

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、桐ヶ谷が「まあ、だろうな」と小さく頷うなずく。

『でしょ？　それじゃ、何ヵ月かかるか、わかんないじゃん！　でも、桐ヶ谷さんは、愛しちゃってる署長サンを助けるためなら、融ゆう通ずうきかせてくれるでしょ？　しかも、ちょうどお休み中だし。明日あした中に、見つけてきてよ』

「断る。お前の片棒を担かついで、秋森に性行こう為いの強要をするような真似まねはごめんだ」

『でもさ、桐ヶ谷さんは署長サンを助けてあげたいでしょ？　ほかに署長サンが自由になる方法はないし、そもそも、桐ヶ谷さんはもうとっくに署長サンに無理強じいしてるよ？』

　湊がそんな言葉を放った瞬間、桐ヶ谷は虚きよを衝つかれたふうに双そう眸ぼうを揺らした。

『童どう貞ていをバラされるよりはマシってことで、一応納なつ得とくした上での行為だったとは言え、署長サンは本心じゃ、男同士のセックスが嫌で嫌でたまらなかったんだよ、桐ヶ谷さん。初めての夜とか、バイブ突っこまれた昨夜とか、官舎に戻もどってからの落ちこみっぷりがすごかったしね。シャワー浴びながら、ずっと悔くやし泣きしてたもん』

　──やめろ、やめろ、やめろ。お前の先生なら、俺がちゃんと捜すから、それ以上、噓をつかないでくれ。

　秋森は祈いのる思いで訴うつたえたが、湊は奪うばった身体からだの自由を返してはくれなかった。

『署長サンを傷つけたお詫わびのつもりで、先生を捜してよ、桐ヶ谷さん。タイムリミットは、二十四時間で。もし断ったり、できなかったりしたら、署長サンに酷ひどいことしちゃうから』

「……何を、するつもりだ？」

『裸はだかネクタイで出勤とか、二丁目で男漁あさりをして４Ｐとか、この堅かた物ぶつ署長サンが舌した嚙かんで死にたくなるようなこと』

　桐ヶ谷はしばらくの間、無言でこちらを見つめていたが、やがて、小さく息をついて、ベンチの上のスマートフォンを拾い上げた。

「この鮎沢という男を、二十四時間以内に見つければ、秋森を解放するんだな？」

『二十四時間以内に先生を見つけて、セックスできたら、ね。見つけるだけじゃ駄目』

　わかった、と頷き、桐ヶ谷は鮎沢宗吾についての質問をした。

　十三年前の勤務先や住所、身体的特とく徴ちようや性格、湊と鮎沢のふたりしか知らない秘密。さらには、十三年前に湊が事故死した際の詳しよう細さい。そんなことを一通り聴ちよう取しゆしたあと、桐ヶ谷は最後に「俺の声は今、秋森に聞こえてるのか」と訊きいた。

『うん、聞こえてるよ』

「そうか……」

　桐ヶ谷はやり取りを録音したスマートフォンを上着のポケットにしまい、帰っていった。

　悪かった、という一言と、後こう悔かいに満ちた眼まな差ざしを残して。

　桐ヶ谷に愛されているのだと、互たがいに想おもい合っているのだとはっきりとわかったのに、少しも嬉うれしくなかった。それどころか胸が痛くて、たまらなかった。

　最初からそうだったわけではないけれど、今は抱だかれることが嫌じゃない。少しも嫌じゃないのに。好きなのに。こんなに好きなのに。湊の噓に惑まどわされないで、自分の声に、気持ちに気づいてほしいのに。

　八年前、自分が友人たちの話を鵜う吞のみにして、一方的に絶交したとき、桐ヶ谷もこんな気持ちだったのだろうか。あのときの愚おろかさの報むくいを、今、受けているのだろうか。

　ひどくひりつく胸の痛みを感じながら、遠ざかってゆく桐ヶ谷の背をじっと見つめていたとき、湊が身体からだの中から出てきた。

「ごめんね、署長サン。怒おこってる？」

　けろりと明るい笑顔で尋たずねられ、思考回路が焼き切れそうな怒りを覚えたが、怒ど鳴なるのはあとでもできる。今は何よりもまず、桐ヶ谷の誤解を解きたい。そう思ったが、湊に阻はばまれてしまった。桐ヶ谷さんを追いかけるつもりなら、また身体を乗っ取るよ、と。

「僕の願いが叶かなうまでは、桐ヶ谷さんと勝手に話はさせないからね、署長サン」

「……どう、してだっ」

　すぐ近くにはひとけがないとは言え、ここはまだ水族館の敷しき地ち内で、遠くへ目をやれば行き交かう人ひと影かげは多い。荒あららげそうになった声をどうにか抑おさえ、秋森は湊を睨にらむ。

「だって、仕方ないよ、署長サン。あんな告白聞かせられたらさ……」

　湊は伏ふし目がちに、ぽつりと言う。

「僕も、先生に会いたいよ、署長サン。一度だけでいい。会って、今でもずっと好きだよ、って伝えたい。僕も、先生にぎゅーってされて、ひとつになりたいよ」

「……二十四時間以内に、どこにいるかわからない人間を見つけて、こんな馬ば鹿かげた怪かい談だん話を信じさせて、その上、初めて会う俺を抱く気にさせるなんて芸当が、本当にできると思ってるのか？」

　うん、思ってる、とこっくりとした頷きが、微み塵じんの迷いもなく返ってくる。

「愛する署長サンを守るためなら、死ぬ気で何とかするよ、きっと。桐ヶ谷さん、警察の中での人脈、署長サンよりずっと広そうだし、お金もたくさん持ってるしね」

　口調は冗じよう談だんめかしているが、眼差しは違ちがった。桐ヶ谷が自分との約束を果たし、鮎沢を連れてくると確信しているふうだ。

「僕、今度こそ、本当に成じよう仏ぶつするから、明日だけ僕のために身体を貸してよ、署長サン。僕が先生と会えるのは明日の夜だけだけど、署長サンはこれからずっと、桐ヶ谷さんと一緒にいられるんだから」

「そんなわけ、ないだろうっ。あれだけでたらめなことをあいつに吹ふきこんでおいて、よくそんなことが言えるな」

「桐ヶ谷さん、すっかり信じこんでたね、僕の噓うそ。帰り際ぎわの『悪かったな』って一言を聞いたとき、あんまり打ちひしがれた目をしてたから、思わず可か哀わい想そうになっちゃったよ、僕」

「──ふざけるな、湊っ」

　実体のない幽ゆう霊れいにそうしたところで意味はないとわかっても、思いとどまることができなくて、つい拳こぶしを振り上げた秋森に、湊は「でもさあ」と笑った。

「よく考えてよ、署長サン。それって、桐ヶ谷さんが署長サンのことをすっごく好きで、特別大切に思ってるからこそ、でしょ？」

　ちらりと見上げるような視線を送られ、握にぎった拳が揺ゆれる。

「そういう桐ヶ谷さんに、一度でいいから署長サンの身体で、先生とエッチさせてください、って普ふ通つうに頼たのんでも、絶対に許してくれないでしょ。結構、独占欲が強そうな人だしさ。だから、ああ言うしかなかったの。ごめんね、署長サン」

　湊は殊しゆ勝しような態度でもう一度詫わびてから、双そう眸ぼうを三日月型にたわめる。

「僕が成仏したあと、本当のことを教えてあげたら、桐ヶ谷さん、ころっといつもの寒い変態に戻もどって、署長サンに盛さかっちゃうよ、きっと。僕の悪口を肴さかなに、いちゃいちゃ盛り上がっていいから、今晩と明日のことは、それでチャラにしてよ。ね？」

「……自分に都合のいいことばかり言うな。あいつが、俺の話を信じるとは限らない」

「信じるに決まってるじゃん。あれだけ、署長サンラブな人なんだから」

　きっぱりと断言して、湊は「て言うかさ」と秋森の顔をのぞきこむ。

「そこは、桐ヶ谷さんを信じなきゃ駄だ目めじゃん、署長サン。キャリアは日本のあちこちに転勤になるんだから、桐ヶ谷さんのこと信用できなきゃ、勤務地が離はなれ離ばなれになったとき、円えん滑かつな遠えん距きよ離り恋れん愛あいできないよ？」

　自分と桐ヶ谷の関係を引っかき回している張本人から、なぜ恋愛を長続きさせるための忠告を受けねばならないのだろうか。秋森は細い吐と息いきとともに手を下ろし、駅へ向かって早足に歩き出す。

「どこ行くの、署長サン」

「帰るんだ」

　空をふわふわと漂ただよってついてくる湊に、秋森は短く返す。

　湊はぎょっとすることを頻ひん繁ぱんに口にする破は廉れん恥ち幽ゆう霊れいだけれども、変に人間くさい常識を持ち合わせているし、心根も悪くない。だから、おそらく、湊の気持ちは本物だろう。鮎沢と愛し合うことができたなら、潔いさぎよくこの世への未練を断たち切るに違いない。

　けれども、ほかの男に抱かれた自分を、桐ヶ谷はどう思うだろうか。それに、湊が言ったことは噓だと信じてくれるだろうか。

　頭の中は、疑問と不安でいっぱいだった。だが、考えれば考えるほど、思考の糸は縺もつれてこんがらかるばかりだった。官舎に辿たどりついたのは、八時過ぎだった。何もする気にならず、秋森はシャワーを浴びると、そのままベッドに倒たおれこんだ。

　明日など来なければいいと願ったけれど、夜は当たり前に明けて、朝になった。













「ねえ、ねえ、署長サン。桐ヶ谷さんから連れん絡らくが来たら、お腹なか痛いとか何とか適当な理由つけて、すぐに早退してね、キャリアの若わか殿との様がいなくても、警察署はちゃんと回るんだから」

　そんなことを言って、自分がくるくると回転していた湊は、朝から秋森の頭上や背中にべったりと張りつき、少しも離れなかった。桐ヶ谷によけいな告げ口をしないよう、見張っているというより、スマートフォンが鳴るのを今か今かとうきうきと待ち構えているふうだった。

　しかし、湊の待ちわびる音はなかなか聞こえてこなかった。耳もとで「まだー？　まだー？　ねー、まだなのー？」とうるさく繰くり返され、仕事にならなかったので、何度か報告を求めるメールを送ったが、返信は最初に「報告できることはない」と素っ気ない一言があったきりだった。そのまま昼がすぎ、時間はさらさらと流れて、太陽は西へ傾かたむいていった。

「いくら何でも、遅おそすぎない？　もうすぐ『夕焼け小焼け』が鳴っちゃうよ！」

　区役所が毎日流す防災無線放送の時間が近づいてきた頃ころ、湊が行ぎよう儀ぎ悪わるく執しつ務む机の上で仁に王おう立だちをして、叫さけんだ。

「署長サン、もう一回、桐ヶ谷さんにメールしてよ。もし、ブッチなんかしたら許さない、末代まで祟たたってやる、って！」

　秋森は交通事故捜そう査さの書類に決裁の判を押そうとしていた手をとめ、無言で「まだか？」と送信した。ゲイ相手に、末代まで祟るも何もないだろう、と思ったが、胸がどろりと重く濁にごっていて、それを口にする気力が湧わかなかった。

　胸の濁りは、桐ヶ谷を疑っているからではない。信じているからこそだ。

　二十四時間は、桐ヶ谷にとっては、何らかの成果を出すのに十分な時間のはずだ。けれども、秋森にとっては短すぎる。そんなわずかな時間では、ほかに選せん択たく肢しはないとわかっていても、気持ちが割り切れない。

　鬱うつ々うつとした気分でメールの返事を待ちながら、未決書類に目を通し、判を押しているうちに、「夕焼け小焼け」のメロディが聞こえてきた。今日も管内は平へい穏おん無事で、居残る理由も特になかったので、秋森は定時に署を出て、官舎へ帰宅した。

　桐ヶ谷から「準備ができた」と連れん絡らくが来たのは、タイムリミットまであと一時間を切ったとき──ちょうど、痺しびれを切らした湊が「本当に祟ってやるぅ！」と髪かみの毛を逆立て、しかしその具体的な方法を知らないらしく、インターネットで「祟り方」の検けん索さくをし始めた矢先だった。

　メールには地図が添てん付ぷされており、麴町のある場所へ来るよう指示された。桐ヶ谷が義父から贈おくられたセカンドハウスの一いつ軒けんだという。

　思い悩なやむ暇ひまもなく、「先生に会うんだから、おしゃれしてね！」と狂きよう喜き乱らん舞ぶする湊にせっつかれて、秋森は一番いいスーツに着き替がえる。副署長に電話で、麴町で友人と食事をしてくる旨むねを伝え、教えられた住所へ行ってみると、そこは黒くろ塀べいに囲まれた和風の平屋だった。

　押したインターフォンから「入れ」と応答があるや、同化した湊が秋森の手を操あやつり、何の遠えん慮りよも見せず、古いが風情ふぜいのある格こう子しの引き戸をがらりと大きな音を立てて開ける。

『もう、遅かったじゃない！　ブッチされたかと思ったよ！』

　いつもと同じ優ゆう雅がな三みつ揃ぞろいで出で迎むかえた桐ヶ谷に、湊は玄げん関かんで脱ぬいだ靴くつを揃えながら、甲かん高だかく文句を散らした。

「お前の図ずう々ずうしい注文通り、時間内に見つけて、説得して、連れてきてやったんだ。言うなら、礼を言え」

　不ふ愉ゆ快かいそうに目を眇すがめた桐ヶ谷に、湊が「ありがと、桐ヶ谷さん」とへらりと笑う。

『で、先生、どこ？』

　こっちだ、と歩き出した桐ヶ谷のあとをついて、廊ろう下かの奥の部屋に入る。敷しかれた布ふ団とん以外何もない六畳じようほどの和室に、Ｔシャツにジーンズ姿の、四十前後と思おぼしき男が所在なげに座っていた。座っていても、それとわかる長身で、無ぶ精しよう髭ひげの生えた顔は彫ほりが深く、端たん整せいだ。

　雰ふん囲い気きはずいぶん違ちがうが、一見した造作は桐ヶ谷にどことなく似ている気がした。

「鮎沢さん。この男が、先ほどお話しした──」

『先生！』

　言葉途と中ちゆうの桐ヶ谷を押しのけるようにして、湊が鮎沢に抱だきつく。

　細いが、硬かたい筋肉に覆おおわれた、逞たくましい身体からだだった。

「……えぇと、本当に湊……なのか？」

　ここにいるということは、鮎沢は桐ヶ谷の話を信じたのだろう。

　それでも、戸と惑まどいを隠かくせない声で問いかけてきた鮎沢の首をかき抱き、湊は「そうだよ、僕だよ！」と叫ぶ。そして、怒ど濤とうのような勢いで、自分が湊であることの証明をした。

　初めて告白をしたときの返事が「性別の問題以前に、生徒とつき合うことがあり得ない」だったこと。告白をした回数と、振ふられた回数。やっと気持ちを受け入れてもらった日と場所。初めてデートをした場所や初めてキスをした場所。

　決してどこかで仕入れられる情報ではない、ふたりだけの思い出を次々と挙げたあと、湊は一いつ旦たん身を離はなし、思念の力で鮎沢のはいていた靴くつ下したを両方、すぽん、すぽんと脱がし、空中でぐるぐると振り回した。ついでに、桐ヶ谷のスマートフォンもその上着の内ポケットから抜ぬき出して畳たたみの上に落とし、ずりずりと引きずり回す。

『ね、先生。僕、湊だよ。幽ゆう霊れいになって、この人に取り憑ついてるの』

　畳の上をひとりでにうねうねと這はい回っていたスマートフォンは、持ち主がすぐさま踏ふみつけて回収してしまったけれど、靴下は何かの生き物のような動きを見せつつ、まだ空を漂ただよっている。鮎沢は、目の前の心しん霊れい現象をしばらくぽかんと見やってから、「どうやら、そのようだな」と苦く笑しようした。

『信じてくれた？　先生』

「ああ」

『よかった』

　頷うなずいた鮎沢に再び抱きつき、胸むなもとに頰ほおをすり寄せた湊は、ふと「あ」と声をこぼして、桐ヶ谷のほうへ首を巡めぐらせた。同時に、宙に浮ういていた靴下が、ぽとりと畳の上に落ちる。

『桐ヶ谷さんは、もういいよ。僕、セックスをのぞかれて、興奮する趣しゆ味みはないから、あっちへ行ってよ』

　直後、桐ヶ谷が片かた眉まゆを持ち上げた。のぞいて興奮する趣味はあるくせに、とでも言いたげな表情で「おい、市岡湊」と口を開く。

　湊は鮎沢に抱きついたまま、「何？」と返す。

「俺は約束を守ったんだから、お前も守れよ。約束は、一回、だからな」

『わかってるよ』

　本当にわかっているのか、何やら怪あやしい声こわ音ねを発した湊に、桐ヶ谷は「必ず、だぞ」と強い口調で念押しをする。

「約束通り、一回やって満足したら、そいつを自由にしろよ」

　一回、がすむ頃ころ合あいを見計らって、様子を見に来る、という意思表示のつもりなのか、桐ヶ谷は腕うで時ど計けいで時間を確かく認にんする。そして、鮎沢に「よろしくお願いします」と会え釈しやくをして、踵きびすを返す。

　まだ心の整理はつききっていないけれど、もう否いやが応にも腹をくくらねばならない、と秋森は自分自身に言い聞かせる。

　鮎沢に抱かれるのは、破は廉れん恥ち幽霊から自由になるためだ。つまりは、自分のためなのだから。それでも、何か一言、勇気づける言葉をかけてほしいと思わずにはいられなかったが、桐ヶ谷の声は聞こえてこなかった。

　襖ふすまが静かに閉められると、湊が「やっとふたりきりになれたね」とはしゃぎ出す。

『ねえ、先生。服、脱いで！　身体、見せて！』

　鮎沢は淡あわい苦笑いを浮かべつつ、あけすけな求めに応じ、Ｔシャツを脱いだ。その下から現れ出た、雄お々おしく引き締しまった上半身に、湊が「うわあ！」と感かん嘆たんの声を上げる。

『もしかしたら、先生は今いま頃ごろ、ビール腹になっちゃってるかも、って思ってたけど、昔よりずっといい身体になってるね。何だか、別人みたい』

　鮎沢の腹筋を指先でなぞりながら、湊はうっとりと目を細める。

　初めて見るわけでもないはずなのに、やけに大げさに鮎沢の身体に反応していたのは、十三年ぶりの再会に興奮しているのかと思ったけれど、事情は少し違ったらしい。

『先生、今、運動部の顧こ問もんでもやってるの？』

「いや。今は、埼さい玉たまでラーメン屋をしてる」

『……学校、辞やめちゃったの？』

　ああ、と鮎沢は頷く。

『……もしかしなくても、僕のせい、だよね？』

　項うな垂だれ、「ごめんね」とぽつりと言った湊の頭を、鮎沢がそっと撫なでた。

「気にするな。お前が悪いわけじゃない」

　中身は湊でも、身体は初対面の男のものだからか、遠慮がちで、少しぎこちない手つきだったが、触ふれた部分から温かさが流れこんでくるようだった。

『先生。今晩、お店は？』

「頼たよりになる従業員がいるからな。任せてきた」

『その人って、もしかして奥さん？』

「いや、男だ」

『……じゃあ、恋こい人びと？』

「違う。お前が死んでから、誰だれともつき合ってない」

　鮎沢は畳の上であぐらをかき、「実はこういうこともあの日以来だ」と少し照れくさそうに告げた。純じゆん朴ぼくな表情からは誠実さが溢あふれ出ており、秋森は胸を強く打たれた。

　湊が鮎沢に執しゆう着ちやくする理由がよくわかった気がしたし、秋森も鮎沢を本当にいい男だと感じた。

　けれども、その感情は、秋森が桐ヶ谷に抱いているものとは、まったく違う。相手がこの男でよかったと思う反面、桐ヶ谷ではない男に抱かれることが悲しくてならなかった。

「ずっと、お前だけを愛してた」

『先生……』

　潤うるんだ目でまっすぐに鮎沢を見つめる湊の頰を、男の大きな手が包みこむ。

　嫌けん悪お感かんはないが、この手が桐ヶ谷のものではないことが辛つらくて、心臓が軋きしみを上げた。

　今、湊の支配が及およんでいないのは、心の中だけだ。視線を動かし、耳を澄すまして、この家のどこかにいるはずの桐ヶ谷の気配を探さぐることすらできない。

　だから、秋森はきしきしと震ふるえる心の中で、桐ヶ谷の名前を呼び続けた。

　そうすれば、少しは悲しさが和やわらぐ気がしたのだ。

「これから先もずっと、お前だけだ。俺の心は、お前だけのものだ。一生、お前以外の誰も好きなったりしないと誓ちかう」

　鮎沢は深く響ひびく声音で愛を紡つむぎ、湊をまっすぐに見み据すえる。

「なあ、湊。だから、このまま、彼を解放してやってくれないか？」

『──え？』

　聞こえてきた言葉に秋森は驚おどろいたが、湊はそれ以上だったらしく、双そう眸ぼうを大きく見開いた。

「お前が俺のことを忘れないでいてくれたことは嬉うれしいが、こんなふうに人の身体からだを利用するのはよくないぞ、湊。悪いことだって、本当は、ちゃんとわかってるだろう？」

　でも、と湊は眸ひとみを揺ゆらす。

『でも、先生。僕、先生とセックスできなかったことが、心残りなんだもん。恋人同士なら、皆みんな、することなんだから、僕もしたいよ。好きな人に身も心も愛されるってどんなことか、知りたいよ』

「それは、俺も同じだ、湊」

　鮎沢は頷いて、優しく微笑ほほえむ。

「俺にとっても、お前は初めての恋人だったから、お前の気持ちはよくわかる。だけど、死者と生きている人間は、交われない。諦あきらめるしかないんだ、湊。俺も我が慢まんするから、お前も一いつ緒しよに我慢してくれ」

『嫌いやだ。先生としたい。一度でいいから、したい』

「湊。セックスは、愛し合う者同士のとても大切な行こう為いだ。だからこそ、たった一度だろうと、強要されたセックスは、大きな心の傷になる。俺は、彼の心を痛めつけるような酷ひどいことはしたくないし、お前も、そんなことはしてはいけないと、わかっているはずだろう？」

『わかってるよ！　でも、それでもしたいって思うくらい、先生が好きなんだもんっ』

　高く叫さけんだ湊に、鮎沢が劣れつ情じようなど欠片かけらも宿していない穏おだやかな眼まな差ざしを向ける。

「お前は小さい頃ころから本当の自分を隠かくさずに生きてきて、そのせいで嫌な目にたくさんあって、だけどいつも堂々と頭を上げてたよな」

　鮎沢は静かに言って、湊の鼻先を擽くすぐるように撫でる。

「そういう凜りんとした強さや、人一倍辛い思いをしたからこその優やさしさが、お前にはあっただろう？　だから、俺はお前を好きになったんだ」

　湊は何度かまたたいたあと、ふいっとうつむいた。そして、しばらく黙だまっていたが、やがて小さく息をついて唇くちびるを尖とがらせた。

『そういう言い方って、ずるくない？』

　ない、と鮎沢は笑う。

「湊。彼を、解放してやってくれ。頼たのむ」

『……じゃあ、せめて、キスしてよ、先生』

　湊が求めた直後、鮎沢の唇が額にそっと、一いつ瞬しゆんだけ、触れた。

『何でデコチュー？』

「中身はお前でも、身体は違ちがうんだ。今、初めて会った人に、これ以上のことをしたら、謝って許してもらえるレベルの非礼を超こえる」

　真顔で告げた鮎沢をまじまじと見つめてから、湊は「先生って、本当に石頭！」と眉を寄せた。けれども、すぐに眉み間けんの皺しわをほどき、めいっぱい笑っているのに、どこか泣いているような顔になる。

『でも、そういうところが、一番好きだったよ、先生』

　ふわりとした声で告げ、湊は鮎沢にきつく抱だきつく。

『いい人見つけて、ちゃんと幸せになってね』

　──先生も署長サンもバイバイ。困らせてごめんね。　>>>♥

　やわらかな囁ささやきが耳をかすめた次の瞬しゆん間かん、息苦しいほどの暑さと湿しつ気けが肺に流れこんできた。

　しばらく忘れていた夏の気配にいきなり全身を包みこまれ、秋森は強い眩暈めまいを覚えた。

　気のせいか、遠くで玄げん関かんの引き戸ががらがらと音を立てている気がする。まさか、湊は律りち儀ぎに玄関からあの世へ旅立って行ったのだろうか、と思っていると、「あの」と鮎沢が遠えん慮りよがちに話しかけてきた。

「湊は、成じよう仏ぶつ、したんでしょうか……？」

　身を離はなして自立する気力がまだ戻もどってこず、秋森は鮎沢にもたれかかったまま「ええ、そのようです」と返す。北極へ引っ越こしたい、とつい思ってしまうこの暑さが、何よりの証しよう拠こだ。

「でも、先ほどよりずっと具合が悪そうに見えますよ？」

　大だい丈じよう夫ぶですか、と鮎沢が気き遣づかわしげに言ったときだった。

　突とつ然ぜん、複数の荒あら々あらしい足音が響いたかと思うと、襖が開いた。

「秋森っ」

　まさに飛びこむような勢いで乱入してきた桐ヶ谷に、強ごう引いんに鮎沢から引き離され、畳たたみの上に背を押しつけられる。

「不動産屋の息子むすこを舐なめるなよ、のぞき魔ま幽ゆう霊れいが！　この業界は、石を投げれば、事故物件と拝み屋に当たるんだからな！」

　目の前の状じよう況きようがよくわからず、呆ぼう然ぜんとする秋森をきつく睥へい睨げいし、桐ヶ谷は背後に立っていた着物姿の男に「やってくれ」と強い口調を投げつける。

「いやー、そやけど、坊ぼつちゃん。この部屋、何の気配もしませんで。人間しか、おらんのとちゃいますか？」

　拝み屋らしい関西人の言葉に、桐ヶ谷が眉まゆを寄せる。その隣となりで鮎沢が「あのう、桐ヶ谷さん」と声を上げる。

「湊なら、先ほど、成仏しましたよ」

　そう告げられて、桐ヶ谷は眉間に刻んだ皺をますます深くした。

「……本当、ですか？」

「ええ。私にどのくらい、時間稼かせぎのお手伝いができるのかと、内心ではひやひやしていましたが、素す直なおに私の言葉に耳を傾かたむけてくれたんです」

　やはり、湊は幽霊になっても、優しい湊のままでした、と惚のろ気けはじめた鮎沢から視線を外し、桐ヶ谷が「お前、秋森か？」と低く問う。

　そうだ、と秋森は頷うなずく。

「……なら、何で、鮎沢さんにべったりくっついてたんだ？」

「くっついてた、と言うより、動けなかったんだ」

「苦しいのか？」

　肩かたを押さえつけていた手を慌あわてて離した桐ヶ谷に、秋森は「そうじゃない」と首を振ふる。

「湊がいたときは、どこにいても涼すずしくて便利だったんだが、成仏されたら、いきなり蒸むし暑くなって、眩暈がしたんだ」

「……お前、自分に取り憑ついた幽霊をエアコン代わりにして、涼んでたのか？」

　桐ヶ谷の形のいい眉が、呆あきれたように高く撥はね上がる。

「積極的にしていたわけじゃない。取り憑かれたことの、付ふ随ずい的結果だ」

　秋森はもっともらしさを装い、ばつの悪さをごまかした。







　ラブホテルでの湊の死は単なる不幸な事故で、鮎沢に落ち度のあることではなかったし、教師が卒業した教え子と交際したり、結けつ婚こんしたりすることはままあることだ。しかし、鮎沢と湊が男同士であったことをＰＴＡが問題視し、鮎沢は学校を辞やめた。事故だったとは言え、強い自責の念に駆かられていたために、鮎沢は教職も離れ、しばらくは埼玉の実家に身を寄せ、半年ほどして親しん戚せきの営むラーメン屋で働きはじめたという。

　決していい辞職の仕方ではなかったが、鮎沢はべつに身を隠そうとはしておらず、その誠実な人ひと柄がらゆえに、当時の同どう僚りようの何人かとは今も交流が続いていた。

　だから、現在も埼玉に住み、高こう齢れいになった親戚から譲ゆずり受けた店を繁はん盛じようさせていることや、わずか二十歳はたちで命を落とした恋こい人びとへのせめてもの弔とむらいに、といまだに操みさお立だてをして、独身を貫つらぬいていることは、行方ゆくえを捜さがしはじめた直後に、何の苦労もなく判明し、桐ヶ谷はすぐに鮎沢のもとへ赴おもむいたそうだ。オカルト話を信じてもらうのには少し時間を要したものの、昼には鮎沢をつれて東京へ戻っていたらしい。

　なのに、タイムリミットのぎりぎりまで連れん絡らくがなかったのは、義父に「一番、腕うでがいい」と紹しよう介かいされた拝み屋を待っていたせいだという。

「誰だれかにお前を抱かせたりは、したくなかったからな」

　石を投げれば事故物件と拝み屋にあたる、という表現は少々大げさなようだが、多いのは確からしく、桐ヶ谷は義父の会社に幾いく人にんかの拝み屋が出入りしていることを知っていた。そのため、桐ヶ谷は湊を祓はらう準備をするつもりで、鮎沢を捜す約束をしたそうだ。

　もともと、鮎沢が見つからなくても、見つかったと噓うそをついて湊をおびき寄せ、拝み屋に除じよ霊れいさせる計画だったという。だが、鮎沢を予想外にすんなり発見できた一方で、肝かん心じんの拝み屋が北海道でのヴァカンス中で、到とう着ちやくが遅おくれそうだった。そこで、湊に心安らかに成仏してほしいと願っていた鮎沢の申し出もあり、可能な限りの時間稼ぎを頼んだらしい。

　湊が自分の言葉を聞き入れてくれたことを喜ぶ鮎沢と、せっかくの休きゆう暇かを切り上げて東京へ戻ってきたのに無む駄だ足あしを踏ふまされて不満顔だった拝み屋を見送ったあと、「のぞき魔幽霊から無事に解放されたんだから、祝しゆく杯はいくらい、あげていけよ」と誘さそわれ、洋間のリビングでワインを飲みながら、そんな話を聞かされた。

　出されたワインは祝杯にふさわしくとても美味うまかったけれど、互たがいにスーツの上着を脱ぬいで向き合う距きよ離りは、遠かった。警けい戒かいさせないように、という気遣いなのか、桐ヶ谷がひとりがけのソファを、テーブルから少し離して座ったせいだ。

　結果的に拝み屋の出番はなかったものの、湊が成仏できたのは、桐ヶ谷が鮎沢の説得に成功し、ここへ連れてきたおかげだ。自分を懸けん命めいに守ってくれた男の体温をそばで感じられないことが、秋森はもどかしかった。

「お前にしたことを、これで全部許してくれとは言わない。だけど、少しは償つぐないになったか？」

　秋森は、「いや」と静かに返す。

「償いを受けなきゃならないようなことを、されたつもりはないからな」

「……どういう、ことだ？」

「昨夜、湊が言ったことは、ほとんどが噓だ。本人曰いわく、ああ言えば、お前が本気で鮎沢さんを捜してくれるだろうと思ったんだそうだ」

　初めての告白はどうにも照れくさかったが、そうすべきだと思ったので、秋森は混乱したふうに目を瞠みはる桐ヶ谷をまっすぐに見つめて言葉を続けた。

「湊には引っかき回されたが、取り憑かれている間は、嫌いやなことばかりだったわけじゃない。涼しかったし、何より、自分でもわからなかった自分の本当の気持ちに気づかされた」

　どんな気持ちだ、と桐ヶ谷が問う。

「沖縄旅行の件で、どうしてあんなに腹が立ったのかとか、お前に対して抱いていた感情の正体とか。……だから、お前との夜は、そういうことに気づくまでの、最初の何回かは確かに不本意だったが、そのあとは違ちがう。湊だけじゃなく、自分でも望んでしたことだ」

　目もとが赤らむのを感じながら、はっきりと告げると、桐ヶ谷の顔に花がほころぶような笑えみが広がった。

「じゃあ、俺のペニスを咥くわえてあんあん言ってたのは、あののぞき魔幽霊だけじゃないんだな？」

　今までの殊しゆ勝しようぶりはどこへやらの、ひどくにやついた眼まな差ざしで、桐ヶ谷が尋たずねてくる。

「……ああ」

　頷くと、桐ヶ谷は秋森の隣へ移動してきて腰こしを下ろし、矢や継つぎ早ばやに質問を重ねた。

　今になって気づいた学生時代の気持ちの正体や、セックスをしていたときに、秋森の意識はどうなっていたのか。一番好きな体位や、感じる場所。自分のペニスをどう思っているか──。

　途と中ちゆうからほとんど猥わい談だんのようになってきた質問に、しどろもどろで答えるうちに、気がつくと、広いソファの上で押し倒たおされる格好になっていた。

　感じる男の重みが、心ここ地ちよかった。

「なあ、秋森。誕生日にバイブをほしがったのは、どっちだ？」

「俺なわけ、ないだろう。わかってるのに、訊きくな」

「もしかしたら、とちょっと期待したんだ。いつも玩具おもちやをねだられるのは困るが、これからも時々は、バイブにもだえるエロ玉屋を見られたら、嬉うれしいからな」

　双そう眸ぼうを細めて笑った男の指が、首筋をゆっくりと撫なでる。

「嫌なら強要はしないが、バイブ、お前はもう嫌か？」

　大人の玩具を使う愛し合いはあまり一いつ般ぱん的でないような気がするものの、絶対に嫌かどうかと訊かれれば、嫌ではない。しかし、そんな本音を教えるのはさすがに恥はずかしくて、秋森は「馬ば鹿か」と小声で呟つぶやき、顔を逸そらす。

　そして、ふと、自分にも訊いてみたかったことがあったのを思い出す。

「……八年前、お前、ずっとバイトしてたよな。自分の稼いだ金で買いたいものがあるから、って。あれ、結局、誰に何を買ったんだ？」

　あれをお前に、と桐ヶ谷はローテーブルの上のワインボトルを視線で指す。

「お前が二十歳になった日の夜に、花火を見ながら、ふたりで飲みたかったんだ」

　ほかに考えるべきことがたくさんあったので、今、この瞬しゆん間かんまでまったく気にしていなかったが、よく見てみると、ラベルには誰もが知っているだろう高級ワインの銘めい柄がらが印字されていた。さらに、その下に記されている生産年は、秋森が生まれたのと同じ年だった。

　秋森は、驚おどろいて目を瞬またたかせた。

「本当は、一昨日おととい、沖縄旅行のことと一いつ緒しよに言うつもりだったのに、バイブで盛り上がったせいでうっかり言いそびれて、昨日に持ち越こしたら、ああなっただろ。もう、お前とは本当に終わりかとへこんでさ。だったら、いつまでも女め々めしく後生大事に取っておいても仕方ないし、拝み屋が、除霊に失敗したことはないって自信満々に胸を張るから、踏ふん切りをつけるつもりで祝杯用に持ってきたんだが、思い切って正解だった」

　おどけたふうに微笑ほほえみ、桐ヶ谷は秋森の頤おとがいをくすぐりながら言葉を継ついだ。

「お前に振られたあと、誰とつき合っても、気がついたらいつも頭の中はお前のことばかりで、あんなものをいつまでも未練がましく持ってるから、理想の相手に出会えないんだと思って、何度か捨てようとしたけど、できなかったんだよな。いつか、誤解をとくチャンスが巡めぐってきて、これをお前と一緒に飲める日が来るかもって、馬鹿な期待をしてさ」

「お前が警察庁に入ったのは、じゃあ……」

　聞こえてきたのは、もしかしたら、と想像した通りの答えだった。桐ヶ谷は、秋森と同じ職場で働くためだけに、国家公務員Ⅰ種試験を受けたという。秋森が警察庁を目指しているのは、同じゼミの友人を買収して、聞き出したらしい。

「言っておくが、ストーカーの誹そしりは受けないぞ。俺にそんなことをさせたのは、又また聞ぎきの噂うわさだけを信用して、俺の話を聞こうとしなかったお前のせいでもあるんだからな」

　やけに堂々とした開き直り方がおかしくて、秋森は小さく噴ふき出す。

　桐ヶ谷の行こう為いはストーカーと言えばストーカーなのだろうけれど、腹など立たなかった。むしろ、そこまで熱ねつ烈れつに想おもわれていたことが嬉しかったし、あのときの自分の誤解が悔くやまれてならなかった。

　わかってる、と笑んで、秋森はどうしても気になったので、ワインの値段を聞いてみた。囁ささやく声こわ音ねでさらりと告げられた額は、考えていたよりも一ひと桁けた多く、秋森はぎょっとした。

「それ、学生同士で贈おくり合う物の値段じゃないぞ？」

「まあ、普ふ通つうはな。だけど、俺にとっては、単なる誕生日プレゼントじゃなく、指輪代わりの意味もあったからな」

「指輪？」

「ああ。お前の誕生日に、結けつ婚こんを前提にお付き合いをお願いします、って申しこむつもりだったから」

「……前に天ぷら屋で言ってた、お前を振ふった運命の相手って、あれ、俺のことか？」

　もう薄うす々うすわかってはいたけれど、確かく認にんのために問うと、桐ヶ谷は「お前以外に、誰がいるんだよ」と眉まゆを上げた。

「初めて会った花見の日に、お前に一ひと目め惚ぼれした。好みの美人だったって言うよりも、あの場の空気をものともしない、お前の強きよう烈れつな正義感に心臓を鷲わし摑づかみにされたんだ」

　あの日から、ずっと好きだった、と真顔で告げられ、息苦しいほどに胸が熱くなる。

「お前と一緒にいたら、呼吸をするごとに、好きだと思う気持ちが深くなっていくみたいで、どうしようもなくお前に夢中だった。この先、お前以上に好きになれる相手には絶対に出会えないと思うぐらいに。だから、強力なライバル出現で、あのときは焦あせってた」

「……ライバル？」

「熊本の後こう輩はい。高校の後輩だって言うのを差し引いても、お前、彼女に優やさしすぎただろ」

「あれは、熊本の訛なまりが懐なつかしかっただけで、彼女に特別な感情はなかった。大体、お前こそ、旅行の一件のあと、彼女とつき合いはじめたじゃないか。あれは、何だったんだよ？」

「お前に振られて、落ちこみまくって、おかしくなりかけてたときに、告白されたから」

　彼女に縋すがったんだ、と桐ヶ谷は苦く笑しようする。

「てっきり、お前に気があるものだと思ってたから、驚いたが、お前と親しい彼女を通して、お前と繫つながっていられるような気がしてさ。だけど、彼女を見てないことにすぐに気づかれて、振られて、あとはお前も知っての通りだ」

　肩かたをすくめ、桐ヶ谷は言う。

「だからって、べつに適当な気持ちでつき合ってたわけじゃないぞ？　前に話した通り、真しん剣けんだった。お前以上に愛せる誰だれかを見つけようと、必死だったが、見つからなかったんだ。お前のことが、好きすぎて」

　桐ヶ谷は秋森の頰ほおを撫で、「なあ」と言葉を落とす。

「沖縄旅行のことがなかったら、俺のプロポーズ、受けてくれたか？」

　秋森は少し考えたあと、「わからない」と視線を揺ゆらす。

「あのときは自分の本心にまるで気づけていなかったし、気づいたとしても、未知の世界へ入る勇気がすんなり持てたかどうかは疑問だ。だから、わからない」

「色気がないが、お前らしい答えだな」

　桐ヶ谷はやわらかく笑って、「じゃあ、今なら？」と問う。

「愛してる、秋森。これから先、何があってもお前を守るし、必ず幸せにすると誓ちかう。だから、一生ずっとそばにいて、俺の家族になってくれ。お前じゃないと、俺は駄だ目めなんだ」

　頭上から振ってきた求愛の言葉に、眩暈めまいを誘さそわれる喜びを感じた。反射的に頷うなずきかけ、しかしその寸前で秋森は思いとどまる。

　男同士で家庭を築くことは、きっと容易ではない。新たな人生の門出を家族に祝福してもらえないかもしれないし、職場では大きな秘密を抱かかえることになる。だが、秋森は桐ヶ谷を信じている。こんなにも自分を深く愛してくれている男となら、多少の困難があったとしても、必ず幸せになれると思える。

　それに、親友としてつき合っていた学生の頃ころに毎日の大半を一緒に過ごし、日常的な相性がいいのはとっくに確認ができている上に、今は愛の営みもそうだとわかっている。

　そして、秋森は、桐ヶ谷が好きだ。何があっても、ずっとそばにいたい、と心から思える。要するに、秋森の求愛に、躊躇ためらう要素はないのだから、時間をかけて熟じゆく慮りよしたところで、辿たどりつく答えはひとつしかないことはわかりきっている。

　だが、それでも、こんな大切なことは、熱に浮うかされて即そつ決けつしてはいけない気がしたのだ。

「……返事は、少し待ってくれ」

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、桐ヶ谷が片眉を大きく撥はね上げた。

「おい、秋森。普通、そこは可愛かわいく頰を染めて、頷くところだろう？」

「雰ふん囲い気き的にはそうかもしれないが、こういうことは勢いで決めていい事案じゃない。物事には、順序というものがある。まずは交際から始めて、色々確かめ合いながら決めるべきだ」

「お堅かたい署長サマだな」

　苦く笑しようされて、秋森は「あ」とまたたく。

　壁かべの時計へ目をやると、もう二十二時が近かった。話しこんでいるうちに、だいぶん時間が経たっている。もうそろそろ、官舎へ戻もどらねばならない頃だ。

「今晩も、お前はシンデレラか？」

　まあな、と秋森も苦笑いをする。

「だけど、一度くらい、俺たちの愛を確かめ合う時間は残ってるだろう？」

　欲よく情じようがしたたる声音で言って、桐ヶ谷は秋森のネクタイを引き抜ぬいた。







　ソファの上から床ゆかの上に互たがいの服を脱ぬぎ散らかしたあと、押し倒たおされて、最初にしたのはキスだった。桐ヶ谷は何度も秋森の唇くちびるを啄ついばみ、やわらかく食はんでから、口こう腔こうへ侵しん入にゆうしてきた。

「う、……ふっ、ん」

　初めてのキスで勝手がわからず、戸と惑まどう舌をそっと嚙かまれるのも、強く吸われるのも、口こう蓋がいを舐なめられるのも、頭の中がとろけそうになるほど気持ちがよかった。

　秋森は瞬またたく間に口づけのもたらす甘美さに溺おぼれ、夢中で舌を絡からませ合った。密着する下腹部で擦こすれ合う互いのペニスは、気がつくと硬かたく張りつめていて、どちらが吐はいたものともわからない淫いん液えきでぐっしょりとぬるついていた。

「──ん、んっ、ふ、ぅ……」

　時折、亀き頭とうのくびれ同士が引っかかって、そのふちの肉がぷりんと弾はずんだり、桐ヶ谷の幹に太々と浮き出た血管の脈動が、ペニスの中へ響ひびいてくるのをはっきりと感じて、たまらなかった。秋森は逞たくましい男の背をかき抱き、与あたえられる愛あい撫ぶを貪むさぼった。

「愛してる、佳彰……」

　ふいに口づけをほどいた桐ヶ谷が蜜みつのように甘い声で囁いて、腰こしをゆっくりと回す。

　今までよりも強く密着してきた男の硬い腹筋に、腫はれ上がっていた屹きつ立りつがひしゃげ、濡ぬれた陰いん毛もうがざりざりと絡まり合った。

「──ひぅっ」

　勃ぼつ起きを強ごう引いんに押しつぶされる強烈な刺し激げきのせいなのか、あるいは初めて名前を呼ばれたせいなのか、脳のう髄ずいが震ふるえるような快感が全身に走り、秋森は極きわまってしまった。

「あぁっ！　あっ、あっ、あ……、や、ぁ……！」

　いびつにひずんだペニスの先せん端たんから飛び散る白はく濁だくはなかなかとまらず、しばらくの間、腰がびくびくと浮き跳はねた。

「あ、あ、ぁ……」

　間かん歇けつ的にしつこく続いた細い噴ふん出しゆつがようやく治まると、桐ヶ谷が上半身を離はなした。

　腹部に載のった、萎なえたペニスの割れ目から、濁にごった粘ねん液えきが糸を引いてねっとりと垂れているのが見えた。その卑ひ猥わいな様が恥はずかしくて、全身が火ほ照てる。

「イくときのお前のエロさは、感動ものだよな。見てるだけで、持っていかれそうになる」

　桐ヶ谷は艶えん然ぜんと微笑ほほえんで、秋森の脚あしの間で片かた膝ひざ立だちになる。そして、眼下の秋森の身体からだを、獣けものの眼まな差ざしでじっくりと舐なめた。

「……ぁ」

　ただ見られているだけなのに、肌はだの下で血潮がざわめいて、おかしな気分になる。しこった乳ち首くびの乳頭がつんと突つき出て、ペニスも白い糸を垂らしながらゆるい芯しんを持って勃たち上がる。

　今さら隠かくすのもおかしな気がしたけれど、あからさまな視線に羞しゆう恥ち心しんを深く煽あおられ、秋森は左手で胸もとを、右手で中ちゆう途と半はん端ぱな勃起を覆おおった。

「……そんな変な目で見るな、馬ば鹿か」

　抗こう議ぎした直後、桐ヶ谷の下腹部に反り返って貼はりついていた赤黒い剛ごう直ちよくが、ぶるんと音が聞こえそうな勢いで大きく脈打って、さらに猛たけ々だけしく漲みなぎった。

「な、何、いきなり、でかくしてるんだよ、変態」

　凶きよう暴ぼうな変化に驚おどろいて、思わず身体を上へ逃にがしたが、すぐさま強い力で腰を摑つかまれ、引き戻される。

「ずいぶんな言い種ぐさだな。お前、自分が俺をこうさせてる自覚、あるのか？」

　薄うすい苦笑いをもらし、桐ヶ谷は秋森の両手を身体から剝はがす。そうする手つきは少し荒あらっぽく、背筋にぞわぞわとさざ波が広がった。

「好きな相手につんつんのピンク乳首を隠されると、男は死ぬほど興奮するんだぞ」

　舌なめずりでもするかのような、けれども不思議と優美さの損そこなわれていない顔で言って、桐ヶ谷は秋森の両方の乳首をつまみ上げ、こりこり、くりくりといじり回す。

「──あぁ、んっ」

　乳頭をこね擦すられ、その奥の芯をぐりぐりと揉もみこまれて、抑おさえきれない嬌きよう声せいが散った。

「そ、そんな変態、お前だけ、だろっ。あっ、あっ、あっ、……お、れは、違ちがうっ」

　背をうねらせて異を唱えると、男の右手がすっと胸から離れる。そして、ほぼ垂直な角度で空へ向かい、震えていたペニスを、指先でぴんと弾はじかれた。

　その振しん動どうでぷるぷると左右に震えた屹立の割れ目から、透とう明めいな蜜がぴゅっと噴ふき上がる。

「それはな、佳彰。お前が童どう貞ていだからだ」

　あでやかに笑えんで、桐ヶ谷は秋森の腹部に広がっていた精液を、右手の指になすりつけた。

「違う。お前が変態だからだ」

「なら、まあ、そういうことにしといてやるよ。どうせ、この先もずっと童貞のお前には、一生、理解も経験もできない感覚だろうしな」

「……もしかして、俺は今、馬鹿にされてるのか？」

「そんなわけないだろう。お前は一生、俺だけのものだって、愛の宣言をしてるんだ」

　臆おく面めんもなく言って、桐ヶ谷は秋森の精液をまとった指を会え陰いんの奥へすべりこませる。

　ぬめる指で窄すぼまりの表面を押され、息を詰つめた刹せつ那な、肉環をつぷんと突き刺さされた。

「……やわらかいな」

　昨夜、水族館のトイレで、桐ヶ谷の凶暴なペニスを貪どん欲よくに頰ほお張ばった肉筒には、そのときのほころびがまだ残っており、細長い指に粘ねん膜まくが悦よろこんで吸いつき、奥へ奥へと迎むかえ入れた。

「あっ、は……っ。あっ、あ……」

「すごいな。お前のほうから絡みついてきて、指が勝手に吞のみこまれていく」

　桐ヶ谷は嬉うれしげに双そう眸ぼうを細め、根元まで沈しずめた指の出し入れを始めた。最初はゆるやかだった動きはだんだんと速くなって粘膜を擦り、かき混ぜ、精液のぬめりを広げていった。

「あぁ……っ、あっ、は、ぁ……。ああ！」

　ぬちぬちと卑猥な水音を響かせながら、体内を出たり入ったりする指は、すぐに二本、三本と増えてゆく。弱みを重点的に攻せめ突かれたり、入り口に留とどまった数本の指をぐりんぐりんと回されて襞ひだを引き伸のばされると、脳のう裏りで火花が散るかのようで、秋森は腰をくねらせて悶もだえた。

　この身体はもうすっかり、桐ヶ谷とのセックスに慣らされ、溺れている。隘あい路ろをとろかす摩ま擦さつ熱を気持ちいいと感じるけれど、同時に物足りなさも感じて腰が切なく疼うずいてしまう。

「あ、あ……っ、き、桐ヶ谷っ。もうっ、もう……っ」

「もう、何だ、佳彰」

　何を求めているか、絶対にわかっているくせに、桐ヶ谷はとぼけた口調で問いかけてくる。その意地の悪さに文句をつける余よ裕ゆうもなく、秋森は「ほしい」と吐と息いきを弾ませた。

「何が、ほしいんだ？」

「じ、焦じらすな、馬鹿っ」

「焦らしてるんじゃ、ない。お前の望みを、正確に叶かなえてやりたいだけだ。何をどうしてほしいのか、ちゃんと俺に教えてくれ。その通りにするから」

　入り口に近い箇か所しよで数本の指をいっせいに動かされて肉襞をまさぐられ、秋森は喉のどを仰のけ反らす。腰の奥から突き上がってきた激しい焦しよう燥そう感かんに耐たえかねて、恥ずかしい言葉を高く放つ。

「──ペニスっ！　お前の、ペニスを、挿いれてくれっ」

「挿れるだけでいいのか？」

「な、中を……、擦って、突いて、くれっ。早くっ！」

　なかば自棄やけになって叫さけぶと、「了りよう解かい、署長」と桐ヶ谷が笑って、後こう孔こうから指を抜き、上半身を起こす。

「脚、もっと開いてくれ」

　促うながされるまま、秋森は脚を大きく左右に開く。その間で膝ひざ立だちの格好になった桐ヶ谷が、しとどにあふれる先走りを纏まとい、ぬらぬらと赤黒く光る肉の杭くいを、じゅっ、じゅっと耳に粘ねばりつく音を響かせて扱しごき上げる。芸術的に均整の取れた逞しい男の身体と、隆りゆう々りゆうとそそり立つペニスの長大さが眩まぶしくて、秋森は眦まなじりを潤うるませた。雄おすを欲ほつする劣れつ情じようが肌の下で激しく燃え上がり、濡れ濡れとほころぶ蕾つぼみが棍こん棒ぼうめいた怒ど張ちようの挿そう入にゆうを誘さそうように、表面をぞろぞろと波打たせた。

「──佳彰」

　双眸に濃こい欲よく望ぼうを宿した桐ヶ谷が、太々とした肉にく茎けいの角度を下げ、その切っ先を秋森の後孔にあてがう。凄すさまじい熱と重い圧力を感じて眉まゆ根ねを震わせた直後、桐ヶ谷が腰をわずかに、しかし激しい勢いをつけて前方へずんと突き出した。

「──ああぁ！」

　笠かさのふちを猛々しく広げた亀き頭とうで、肉環をするどく貫つらぬかれた。限界まで引き伸ばされた襞が内部へ巻きこまれ、怒張の先で灼やかれるのを感じ、秋森は思わず脚で空を蹴けった。

「あ、あ……、あっ」

　桐ヶ谷は、亀頭を埋うめきったところで、なぜか一いつ旦たん、侵入をやめた。

　隘路の入り口が、猛たける熱ねつ塊かいでみっしりと埋めつくされる感覚に、秋森は足先をきつく丸めて身み悶もだえた。苦しいわけではない。けれども、熱くてたまらず、襞や粘膜が爛ただれてしまいそうな錯さつ覚かくに襲おそわれ、内うち腿ももがわなないた。

「……佳彰。俺の名前、呼んでくれ」

　掠かすれた声で求められ、秋森は「清貴」と返す。

「もう一回」

　桐ヶ谷は腰こしを少し引き、凶暴に張り出した亀頭のふちを肉環に引っかけ、その場でずぽずぽと出したり、挿れたりを小刻みに繰くり返す。

「や、ぁっ！　ああっ、あっ、あ……んっ」

　肉襞が瞬しゆん間かん的にめくれては、中へ巻きこまれ、たまらない愉ゆ悦えつが瞼まぶたの裏でぱちぱちと弾はじけた。

「佳彰。あんあんじゃなくて、名前、呼んでくれ」

　速くて浅い律動をぐぽんぐぽんと繰り出しながら、桐ヶ谷は結合部の熟うれた襞を指先でもみ擦る。

「──あ、あぁっ！」

　繫つながった部分の中と外を同時に攻せめ立てられ、目が眩くらんだ。秋森はたまらずに桐ヶ谷の腰に脚を巻きつけ、動きを阻はばもうとしたけれど、小刻みな抽ちゆう挿そうはよけいに速くなった。

「やっ。あっ、あっ、あぁん！」

「佳彰、ほら」

「んっ。き、きよ、たか……っ」

　もう一回、と今度は肉の楔くさびをなかばまで一気にずりんと埋めこまれる。

「──ひぅっ。あ、あ……っ、清貴っ、清貴っ」

　結合がより深くなったことを悦ぶ粘膜がねろねろと纏まとわりつくのを、桐ヶ谷は力強く跳はね返して抜ぬき差しをする。

「あ、あ……っ。あ、ぁん！　きよ、たかっ」

　猥みだりがわしく蠢うごめく媚び肉にくを硬かたく、熱いペニスで、ぐいぐいとすり潰つぶされて、あられもない喘あえぎが迸ほとばしる。眦に涙なみだを浮うかべ、腰をよじらせて桐ヶ谷を呼んだ頭上から、「結けつ婚こんしてくれ」と声が降ってくる。

「佳彰、結婚してくれ」

「い、今、言うことか、それ……っ、ああっ！」

　ふいに、男の怒張が奥深くへ沈みこむ。どすんと重い一いち撃げきのあと、ぴったりときつく密着した部分を陰いん毛もうで擦られ、秋森は腰を踊おどらせた。

「お前が少し待てと言うから、ちゃんとおとなしく待っただろう？　早く、答えをくれ」

　肉襞をごりごりと掘ほりえぐりながら、桐ヶ谷は答えを急せかす。

「こ、こんな、訊き方が、あるかっ、この変態っ」

「俺が変態なのは仕方ないし、今、答えが聞きたいんだ」

　桐ヶ谷は腰の動きを強きよう靭じんなものにして、言う。悦えつ楽らくの波が次々と湧わき起こり、うねる内ない壁へきを容よう赦しやなく攪かく拌はんされて、手足の先へ甘美な痺しびれが駆かけ抜ける。

「や、あ……っ」

「嫌いやなのか？　お前のペニスは、イエスって言ってるのに？」

　色悪めいた声こわ音ねで告げられ、そこへ視線をやると、桐ヶ谷の抽挿に合わせて、秋森のペニスが上下にぷるんぷるんと揺ゆれしなっていた。みだらにひくつく割れ目から、とろとろと蜜みつ液えきを撒まき散らしながら。

「なあ、佳彰。俺のものになってくれ。どうしようもなく、お前が好きなんだ。愛してるんだ」

　熱っぽく、狂おしげな眼まな差ざしに思考回路をちりちりと炙あぶられ、胸の中で歓かん喜きが渦うず巻まいた。

　もう形式的な順序などどうでもいいと思ってしまい、秋森は淡あわい苦く笑しようを浮かべて桐ヶ谷の背に腕うでを回し、囁ささやいた。

「俺もだ。俺も、愛してる」　>>>♥

　湿しめった吐息を紡つむいで答えたその刹那、体内で熱塊がいきなり膨ぼう張ちようし、信じられない奥まで切っ先が伸びてきた。

「──っ、佳彰、出すぞっ」

　切せつ羽ぱ詰つまったふうな低い声が聞こえてくると同時に、隘路の粘ねん膜まくをゆがめる激しさで雄が脈動し、弾けた。

「ああぁっ」

　秋森の体内にどろりとした熱い奔ほん流りゆうを叩たたきつけながら、桐ヶ谷は荒あら々あらしく腰を動かした。

　不意打ちのような射精に驚おどろき、収縮する肉筒を楔の硬い剣けん先さきで強ごう引いんにこじ開けて、突つき上げてくる。

「あっ、あ……っ、や、あ、あ、ぁ！」

　どっと吐はかれた精液で潤んだ場所を、容赦のない重い抽挿で突き穿うがたれ、搔かき回され、秋森もひとたまりもなく極きわまった。

　ぴんと反り返って強こわ張ばったペニスから、びゅしゅんと薄うすい濁にごりが噴ふき上がる。

「佳彰っ、佳彰……っ。気持ちがよすぎて、おかしくなりそうだ」

　絶頂を迎むかえてきつく収しゆう斂れんする粘膜を、桐ヶ谷は獣けもののような大だい胆たんな腰こし遣づかいで串くし刺ざしにした。吐精してもまるで容積を変えない勃ぼつ起きを出し入れするあまりの速さ、激しさに、ソファが軋きしみを上げて大きく揺れた。

「ああっ、あ、あ、あ、……っ！　清貴、いいっ！　俺も、……いいっ！」

　猛たけ々だけしいひと突きを送りこまれるごとに、肉と肉が擦こすれ合うあわいから泡あわ立だった粘ねん液えきがびゅっびゅっと漏もれ飛び、強きよう烈れつな愉悦で足先が痙けい攣れんする。愛いとおしい男と深く繫がり、ひとつに溶とけ合っている幸福感に揺さぶられながら、秋森は眦をしっとりと濡ぬらした。







　玄げん関かんで靴くつを履はき、離はなれがたい気持ちで「じゃあな」と笑うと、廊ろう下かに立つ桐ヶ谷に頤おとがいを掬すくわれ、唇くちびるを重ねるだけのキスをされた。

「愛してる、佳彰」

　熱に浮かされた行こう為いの最中ではなく、冷静な状態で同じ言葉を口にするのはまだ照れくさい。

　頰ほおを赤くし、「俺も」と小さく返した唇を、何度も啄ついばまれる。門の外では呼んだタクシーが待っているのに、際限がなくなりそうで、秋森は「もう帰る」と苦笑して、逞たくましい肩かたを押しやる。

「なあ、佳彰。本当に、ひとりで帰って、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　桐ヶ谷の激しすぎる腰遣いに幾いく度どとなく絶頂へ導かれ、セックスを終えた直後は少し朦もう朧ろうとしていた。それに、今夜は蒸むし暑い。

　だから、官舎へ戻もどる途と中ちゆうで気分を悪くするのではないか、と案じてくれているのだろう。

「ああ、大丈夫だ。俺の身体からだは、そんなにやわじゃない」

　桐ヶ谷の優やさしさに感動して言うと、「いや、そうじゃなくてさ」と頰を撫なでられる。

「たった今まで、あんあんよがってたことが丸わかりの、エロさ満開の顔してひとりで外をうろついたら、変質者に襲われたり、また変な淫いん乱らん幽ゆう霊れいを拾ったりするんじゃないのか？」

「……男の俺に襲いかかってくるような変態はお前くらいだし、湊みたいな破は廉れん恥ち幽霊がそうそうそこらに落ちてるわけないだろ」

「だけど、心配だ。お前は俺の大切な花はな嫁よめだからな」

　予想とはだいぶんずれた憂ゆう慮りよをされていたことには拍ひよう子し抜ぬけしたし、男の自分を「花嫁」と真顔で呼ぶ桐ヶ谷の感覚は理解不能だったものの、甘い声は嬉うれしかった。

　秋森は、目もとの朱しゆを濃くして、かすかにうつむく。

「……ああいうプロポーズの仕方は、どさくさまぎれで、ちょっと姑こ息そくだぞ」

「悪かった。だけど、仕方ないだろう。どんな卑ひ怯きような手を使っても、承しよう諾だくさせたいと思うくらい、お前に首ったけなんだから」

　馬ば鹿か、と呟つぶやいた声を、またそっと重ねられた唇に吞のまれたとき、外で遠えん慮りよがちなクラクションの音が短く鳴った。タクシーの運転手の催さい促そくのようだ。

　これ以上、睦むつ言ごとめいた会話を交かわしていると、ここで押し倒たおされてしまうかもしれない。そして、そうされれば、きっと理性をなくして、雄おすの熱を受け入れてしまうだろう。

　自分の中の名残なごり惜おしさに踏ふん切りをつけるつもりで、秋森は「もう、行く」と強く告げて身を離し、格こう子しの引き戸を開けて外へ出た。

　全身を包んだ、茹ゆだる暑さの夜気が、肌はだにねっとりと重く貼はりつく。ふと、見上げてみた夜空はどろりと濁っていて、星も月もうすぼんやりしている。

　少しも快適でも、美しくもない夏の夜だったが、秋森の心は軽かろやかに弾はずんでいた。

　──近いうちに、桐ヶ谷をつれて湊の墓参りに行こう。それから、桐ヶ谷とふたりで歩む未来について、ゆっくり考えよう。そう思いながら、秋森は門前のタクシーに乗りこんだ。







あとがき




　暑くなったなー、と思っていたある日、玄げん関かんを開けたら、ドアの前にどーんと馬ば鹿かでかい蜘蛛くもの巣すができていました。匍ほ匐ふく前進でもしないと通行できないようなでかさの巣でした。「きゃあ～、こわ～い」などの可愛かわい子ぶりっこはもはや犯罪レベルの年ねん齢れいなので、自分でささっと掃そう除じしたのですが、翌日も、その翌日も、というか毎日、新たな巣ができました。私はあまり虫が気にならない質たちですが、さすがに「おのれ、蜘蛛め！」とぷちっときて、蜘蛛の巣撤てつ去きよの薬品をぷしぁーと噴ふん射しやしてやろうとしたところ、お隣となりさんに「殺さつ虫ちゆう剤ざい、ノー！」と注意されてしまいましたので、しこたま酢すスプレーを作って攻こう撃げきしていると、別のご近所さんから「臭くさいんですけど……」と言われてしまいました。で、スプレー攻撃は諦あきらめ、地道に毎日、箒ほうきで闘たたかっていると、ある日を境にぱたっと蜘蛛が姿を消しました。巣を作るたび、私が箒をぶんぶん振ふり回まわすので、蜘蛛がここは営えい巣そう地ちには不向きと諦めてどこかへ旅出ったのだと思い、「勝った……！　ついに、勝ったわ！」と喜びいさんで友人に報告したところ、「蜘蛛の季節が終わっただけだよ」とクールに返され、喜びが一いつ瞬しゆんで弾はじけました。一年中、そこらにいるような気がしていた蜘蛛ですが、出しゆつ没ぼつ季節があることを初めて知りました。しかも、夏の季語とは……。蜘蛛とひとり相撲ずもうをして、ひとりで敗北し、今年の私の夏は気づくと過ぎ去っていました。

　みずかねりょう先生、担当様はじめ今作の出版に関かかわってくださった皆みな様さま、読んでくださった皆様、本当にありがとうございました。
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